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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　帝てい都とを遠く離れた北部辺境の侘タ瑠ル徒トの街の中を、初夏の南風が吹き抜けていく。

　この街に着いた晴せい凛りんが最初に吸った辺境の空気は、リラックの花の甘い香りがした。

　およそ二百年前、この甘い香りを愛した初代皇こう帝ていの后きさきが都の大おお路じの両側に数百本のリラックの木を植えさせたのが始まりで、それ以来、この木は延えん喜ぎ帝てい国こくのシンボルとして、支配下にある都市のすべてに植えられることが慣ならわしとなっていた。

　七十年前の北ほく擾じようの役えきのときに、押し寄せた北ほつ方ぽうの遊牧民であるシムール数万人を、たった一人ひとりで食い止めたと言われる救国の英雄「霜そう弊へい経けい」が使った弓は、このリラックの木の枝で作られていたという言い伝えがあり、それ以来、このリラックの木は、帝国の守り神として北域の街には欠かせないものとなっている。

　街の中心部にある広場に到着した隊商の馬車から降りた晴凛は、大きく背伸びをすると、目の前の通りの両側に植えられているリラックの並木を眺ながめて思った。

　──この侘瑠徒の街が延喜帝国の領土になって、まだ十年しか過ぎていないのに、もうリラックの木が花をつけている……きっと、あのリラックは、苗木ではなく、それなりの大きさの木を、都からはるばる運んできて植えたのだろう。

　この侘タ瑠ル徒トの街の周辺にいるシムールの部族に対し、帝てい国こくの力を誇こ示じするために、あの木は植えられたんだ。

　──延えん喜ぎ帝てい国こくは生きた大木すら枯れぬうちに運んで来ることができるのだ。何かあれば兵士を差し向けることなど造作も無いのだ。貴様ら蛮ばん族ぞくどもが帝国に逆らえばどうなるか、わかっているだろうな？

　あのリラックの木は、無言で、それを告げている。

「おい、そこの若いの！　どいたどいた！　荷物を下ろすのに邪じや魔まだよ！」

　後ろから声をかけられて、慌あわてて飛びのいた晴せい凛りんの目の前を、重そうな布袋を背負った屈くつ強きような男たちが通り過ぎていく。

　リラックの花の香りに混じって、晴凛の鼻をくすぐったのは、魚の干ひ物ものに似た生なま臭ぐさい塩の臭においだった。

　今さっき、晴凛を追い払った男は塩商人だったのだろう。真しん剣けんな目で手に持った帳簿と男たちのかついでいる塩袋の数を照らし合わせている。

　延喜帝国では塩は専売品であり、自由に販売するわけにはいかない。帳簿の数と都から送られてきた塩の袋の数が合わなければ、商人の首が飛ぶ。
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　比ひ喩ゆではなく、文字通り物理的に飛んでしまうのだから、塩商人が真しん剣けんになるのも無理は無い。

　ましてや、海から遠く離れて塩を調達することができない、この侘タ瑠ル徒トあたりでは、塩は文句なしの貴重品だった。

　──今は南の街で製塩業が盛んになって値段が下がったそうだけど、昔は塩の重さと銅貨の重さが同じだったって、都の西にし木き小こう路じの市場の爺じいさんから聞いたことがあったなあ。そういえば。

　……銭ぜにが無くても、生きていけるけど、塩が無くちゃ生きていけない。塩を舐なめさせないと人も馬も牛も動けなくなる。だから塩は高いんだ……って、あの爺さんは言ってたっけ。

　都からやってきた隊商の馬車のまわりには、塩以外にも様々な品物を受け取る人や、馬の世話をする人が集まって、ちょっとした騒さわぎになっていた。

「○×△ー！」

「■＠△＊！」

　北ほつ方ぽうの蛮ばん族ぞくの言葉が飛び交かい、忙せわしげな人々が早足で行き交かう光景は、都の市場にどこか似ていた。

　晴せい凛りんは思わず口に出してつぶやいた。

「西木小路か……」

　帝てい都と生まれの帝都育ちの晴凛にとって、帝都最大の市場である西木小路は格かつ好こうの遊び場だった。

　通りの両側に並んだ、珍めずらしい異国の果物や品物。そしてそれを売る、異国の人々。

　耳に聞こえる言葉も音楽も目新しく、聞いたことの無いものばかりだった。

　同じ場所でずっと同じものを商う店もあれば、一日で変わってしまう店もある。

　邪じや険けんに追い払う主人もいれば、人のよさそうな微び笑しようと共に、果物の切れ端を分けてくれる主人もいた。

　──もっとも、今考えれば、あの中には、僕の身なりを見て、いいとこのお坊ちゃんだとわかって、親切にしてくれた人がいたのかもしれないけどな。

　晴凛は、目の前に広がる、しょぼくれた侘瑠徒の街を見て、ため息をついた。

　目の前に伸びる埃ほこりっぽい道路の両側に、ごちゃごちゃと寄せ集めたように建ち並ぶ家並みは、すべて日干しレンガを積み上げて作られた黄土色の家ばかり。

　屋根に黒い瓦かわらを載のせている都風の建物が一つだけあるが、きっとあれは太たい守しゆ総そう督とくが住む総督府ふだろう。

　背の高い建物は城壁の上の物見やぐらくらいのもので、寺院の塔も無ければ大きな建物も無い。

　街を取り囲む城壁のはるか遠くには、雪をかぶった霊れい峰ほう山ざんがそびえ立っている。

　それは、帝てい都とに住む人百人に『辺境』と聞いて思い浮かべる光景は？　と聞けば、百十人が思い浮かべる光景だった。

　つまり、聞いていない人でも答えるような、まさしく絵に描かいたような辺境の光景だった。

　──絵ならいいよな、見てるだけでいい。旅行で来たなら、心躍おどる光景だろう。だけど、僕はここで働かなきゃならないんだ……。

　人込みの中に立ち尽つくした晴せい凛りんはがっくりと肩を落とし、大きくため息をついた後で、顔を上げ、遠い目で東の空を眺ながめてつぶやいた。

「ああ……帝都に帰りたい……」

　目的地に着いて、ほんの数分もたたないうちに、晴凛はホームシックにかかっていた。

　そのとき、後ろから声が聞こえた。

「えーと、泉せん野や晴凛殿……で、ございますかな？」

　振り向くと、そこに、中肉中背の三十過ぎの、見るからにぱっとしない男が立っていた。

　官かん服ぷくを着ているところを見ると、どうやら総そう督とく府ふの下級官かん吏りらしい。

「は、はい、そうですが……」

「太たい守しゆ様がお待ちです。こちらへどうぞ……」

　官吏らしい男は、そう言って小さくうなずくと、背を向けて歩き出した。

「え？　あ、はい。しかし、まだ、この街に着いたばかりで荷物とかも……」

「荷物は総督府の精せい勤きん寮りように届けさせます……あなたには、今日きようからそこで暮らしていただきますので……」

「え、あ、はい、何から何までお世話になります……」

　晴凛は小さく頭を下げてから、疑問に思ったことを聞いてみた。

「あの……よくわかりましたね、私のこと……」

　官吏は笑った。

「いやあ、すぐにわかりますよ。都からこの侘タ瑠ル徒トに来た方は、みんな呆ぼう然ぜんと立ち尽つくして、都のある東の空を半分涙目で見ていますから……そういう方に声をかければ、まずハズレはありません」

　──僕だけじゃなかったのかよ……。

　晴凛は、もう一度ため息をつくと、官吏の後に続いた。







　　　第一章「初仕事」







　総そう督とく府ふの建物は都の建物と同じく、腐らぬように朱しゆを塗った材木で建てられていた。

　このあたりには背の低い灌かん木ぼくは生えているが、大きな建物の柱になるような太く高い木は生えていない。きっと、瓦かわらや壁の材料ともども、遠路はるばる都から運んできたのだろう。

　控えの間に通された晴せい凛りんが、部屋の中を見回して、そんなことを考えていると、扉が開いて晴凛を迎えに来た官かん吏りが現れた。

　服装はさっきの官かん服ぷくのままだが、肩から黄色の略りやく綬じゆを掛けていた。

　絹けん糸しで編んだ略綬は、公務中であることの証あかしである。こころなしか、顔つきも厳げん粛しゆくに見える。

　官吏は小さく一礼すると、ゆっくりと告げた。

「総督太たい守しゆ閣かつ下かがお呼びです、こちらにどうぞ」

「はい！」

　晴凛は慌あわてて官吏の後について部屋を出た。

　──あの有名な月つき原はら弦げん斉ざいに会えるなんて、夢を見ているみたいだな。

　帝てい都とだったら、遠くから拝むことすらできない相手に、こうやって会えて、ましてや雇ってもらえるんだから、辺境まで来た甲か斐いがあるってもんだ……というか、そうでなきゃ誰が好き好んでこんな辺境まで来るもんか。

　晴凛は総督府の廊下を歩きながら、まだ肖しよう像ぞう画でしか見たことが無い月原弦斉の顔を思い浮かべていた。

　月原弦斉は、延えん喜ぎ帝てい国こく皇こう帝ていの名みよう代だいとして帝国の北部辺境一帯を治める北ほく緯い庁ちよう総督府の主あるじであり、侘タ瑠ル徒トの街を治める太守でもある。

　先代の皇帝の右腕として、延喜帝国の内政外政にその手腕を振るい、帝国の国内で知らぬものはいない、有名で有能な官吏であった。

　五年前に先代の皇帝が崩ほう御ぎよし、今の五代皇帝がその後を継いだとき、幼少であった五代皇帝の後こう見けん人にんとして先代の皇帝から指名を受けたのも当然のことだった。

　当時、帝国の臣しん民みんは誰一人ひとりとして、弦斉が幼帝の摂せつ政しようとなり、この延喜帝国を運営していくものと信じて疑わなかった。

　だが、幼帝の摂政として指名を受けたのは、生母である耀よう大たい后ごうの実父である菰こも野の盛せい元げんだった。

　延喜帝国の内部で何があったのかは明らかではないが、摂政になるはずだった弦斉は北部辺境一帯を治める北緯庁総督という肩書きを与えられて、この侘瑠徒の街に追いやられたのだった。

　当時、この侘タ瑠ル徒トの街の周辺は、シムールと呼ばれる北ほつ方ぽうの遊牧民の勢力下にあった。

　北方の蛮ばん族ぞくであるシムールと延えん喜ぎ帝てい国こくとの戦いは百年近く続いており、この地に月つき原はら弦げん斉ざいを送り込んだ摂せつ政しようの意図は誰の目にも明らかであった。

　処刑したり投とう獄ごくすれば、帝国の臣しん民みんは暴動を起こすとまで言われるほどの人気を持つ弦斉を、シムールの手によって体ていよく処分したかったのだろう。

　だが、この侘瑠徒の街に赴ふ任にんした弦斉は、シムールに殺されることはなかった。それどころか、十二支族からなるシムールの中の一支族を、帝国に恭きよう順じゆんさせてしまったのである。

　百年にわたる確執をあっさりと乗り越え、懐かい柔じゆうしたその手腕に、帝国中の人間が驚き、そして褒ほめ称たたえた。

　帝国のみならず、近隣の国家でも知らぬ人のいない有名人中の有名人。それが月原弦斉だった。

　その有名人に会える。そして、部下になれるかもしれないのである。

　晴せい凛りんの脳内に、妄もう想そうが渦うず巻いた

　──都に戻ったときに、僕は、人に、こう言えるんだ……。

『え？　月原弦斉？　ああ、知ってるよ、僕の上司さ』

　うわあ、こんなセリフ、さりげなく、さらっと言ったら、めちゃくちゃカッコイイじゃん！　もうそれだけで、モテモテ、老ろう若にやく男なん女によ関係無しに、超人気者間違いなし！

　居酒屋に入れば、そこにいる人からタダ酒をおごってもらえて、市場に出れば、花売り娘が花束を渡してくれるかもしれないな……こう、にっこり笑って、ハニカミながら『ねえ、お話聞かせて？』とか何とか……。

　このとき晴凛の脳内で展開されていた妄もう想そうを笑ってはいけない。

　晴凛は、帝国の政治や経済のことに詳くわしくはない、いわゆる普通の若者である。だが、そういった若者でさえ、こんな妄想が当たり前になるほどの人物。それが月原弦斉なのだ。

　弦斉のいる執務室に向かって歩いている晴凛が、どことなく嬉うれしそうなのは、当然といえば当然だった。




　……三分後。

　執務室の中で月原弦斉と顔を会わせた晴凛は、内心で拍ひよう子し抜けしていた。

　執務机の向こうに座って、晴凛の身しん上じよう書しよに目を落している弦斉は、ごく普通のどこにでもいるような、どうということのない、ただの四十過ぎの中年男にしか見えなかった。

　──別に、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男や、目つきの鋭するどいカミソリのような風ふう貌ぼうの男を期待してたわけじゃないけど……何というか、ホント、普通のオヤジだよなあ……。

　このおっさん、本当に月原弦斉なのかな？　確かに都で見た肖しよう像ぞう画に似ているけど……もしかしたらニセモノかもしれないぞ？

　晴せい凛りんがそんなことを考えていたとき、読み終えたのだろう。弦げん斉ざいは手に持った身しん上じよう書しよを、ぱさり、と机の上に投げ出して、上目遣いに晴凛を見上げると、暗あん誦しようするように言った。

「泉せん野や　晴凛、年齢十九歳。

　帝てい国こくの家臣の一族である泉野家の分ぶん家けの三男坊。

　長男、次男とは母親が違う。先せん妻さいが病死し父親が再婚した後ご妻さいの子供で、小さい頃から運動や武術は得意ではなく、かといって暗記もまるでダメ。

　その代わりに、市場に行っては、辺境や外国からやってきた商人たちと話をするのが好きだったため、外国の言葉や辺境の方言などを話すことができる。

　だが、帝てい都とでは、外国語は「夷い語」「蛮ばん語」と呼ばれ、蔑さげすみの目で見られていたために、晴凛が家で覚えた言葉を使うと、父親にひどく叱しかられた。

　母親は辺境の王族の血を引いていたために、君をかばってくれたが、その母親は二年前に死別している。

　父親は官かん僚りようの重役で、長男は腕っ節が強かったために武ぶ官かんとなり、右将軍の大たい尉いになっている。

　次男は頭がよかったので科か挙きよに合格し、父の後を継いで官僚となった。

　だが、君は科挙に連続して失敗した。

　勉強もせずに、市場をふらついて顔見知りの商人と話をするのが日課だった……違うかね？」

　晴凛は、目を見開いたまま、何も言えずに口をぱくぱくさせるしかなかった。

　今、弦斉が口にした内容は、すべて事実だった。しかし、晴凛が持ってきた身上書には、そんなことは一言も書かれていなかったからである。

　弦斉はにやりと笑った。

「どうした？　言葉が堪たん能のうというのは噓うそか？」

「い、いえ……」

　やっと声が出た。

「そ、その通りです……間違いありません……」

　真っ青さおな顔でうなずいた晴凛を見て、弦斉はゆっくりと言った。

「書類には何も書いていないのに、何でそこまで、とか思っているらしいな。確かに書類には、今私が言ったようなことは何も書かれてはいない。この身上書には、帝国書しよ技ぎ館の祐ゆう筆ひつが書いた、美び辞じ麗れい句くで埋うめ尽つくされておるよ。

　真しんに有能な官かん吏りというのは、書類で仕事はせんのだ。書類に書かれていないところで仕事をするのだ。それができんやつは、書類に使われ書類に潰つぶされる……それだけのことだ」

　弦斉は机の上に両肘ひじをついて、顔の前で左右の指を組んで、晴凛を見み据すえた。

「二週間前、私は確かに都に使いを出した。人手が不足している。ついては人を送ってくれ。延えん喜ぎ帝国の組織である総そう督とく府ふが雇うならば、雇こ人じんとしての資格が必要だが、この侘タ瑠ル徒トの太たい守しゆとして雇うなら、資格を持たぬ傭よう人じんでもよい。だが、有能な人間、使える人間でなくては困る……とな。

　そして、今、君がここにいるわけだが……さて、聞かせてもらおう。果たして君は、本当に有能で使える人材なのかね？　君は何ができるんだ？」

　晴せい凛りんを見み据すえる弦げん斉ざいの目が、ぎらりと光った。それは最初に見たときの印象とは正反対の恐ろしいまでに真しん剣けんな、人間としての迫力に満ちた目だった。

　晴凛は泣きたくなった。

　できることなんて無かった。資格も何も持ってはいない。試験勉強が嫌いやで、毎日市場をふらふらしていたから、店員の真ま似ね事ごとはできるし、実際に何度か親に秘密で雑貨店の店員をやって小遣いを稼かせいだこともある。

　でも、胸を張って、これができます！　と言えるようなことは、何一つ無かった。

　晴凛は逃げたくなった。

　適当にカッコいいことを書き並べた身しん上じよう書しよと紹介状さえあれば、簡単に雇ってもらえると信じ切っていた自分の甘さに吐はき気がした。

　──すみません、ごめんなさい、考えが甘すぎました。もう高望みしません。都に戻って、ゴクツブシとして、ひっそりと生きていきます。

　頭を下げて、そう言って、走って逃げたかった。

　下を向いて黙だまっている晴凛を見て、弦斉は笑った。

「どうしたね？　働くために、私に雇ってもらうために、はるばる、こんな辺境まで来たのではないのかね？　もう一度聞くぞ、君は何ができる？」

　晴凛は顔を上げた。

　なんとなく、弦斉がチャンスをくれたような気がした。

　──お前は確かに何の資格も無い、毎日ぶらぶらしているただの若わか僧ぞうだ。でも、そんなお前にも何か誇ほこれるものがあるんじゃないのか？

　そう言って謎かけをしているような気がした。

　──そうか、ダメでもともとじゃないか。せっかくここまで来たんだ、自分ができることを胸を張って言ってやろうじゃないか！

　腹を決めた晴凛は顔を上げて、胸を張って言った。

「私にできることは、通つう詞じです！　小さい頃から市場を遊び場にしておりましたので、さまざまな国と民族の言葉を聴いて、話すことができます！　南なん方ぽう語、西さい方ほう語、海の向こうのランダル語、そして何より、この北ほつ方ぽう辺境一帯の蛮ばん族ぞくであるシムール語について、自在に話す自信があります！　この能力を弦斉閣かつ下かのお仕事に役立てることができれば、と思っております！」

　弦斉はしばらく黙ったまま晴凛の顔を見上げていたが、やがて静かに笑って立ち上がった。

「よろしい、それが君にできることならば、私に異論は無い。太たい守しゆとして君を雇うことにする……君の前にも、何人か似たような人間と会ったが、みんな『何でもやります』と言うばかりで『何ができます』とは言わなかった。

　やれることと、できることは違う。できる、というのはやって、そして結果を出せることを言うのだ。

『何でもやります』と言う人間ができることは、大たい概がいが『誰でもできます』という仕事でしかない。私は素人しろうとが欲しいのではない、玄人くろうとが欲しいのだ……君には期待している。よろしく頼む！」

「はい！」

　──やった！　これで僕は、弦げん斉ざい閣かつ下かの部下だ！　上司といえば親も同然、部下といえば子も同然！　都に帰れば超人気者！　モテモテだ！　実家の父親や、僕を馬ば鹿かにしていた兄貴どもの驚く顔が見たいぞ！

　だが、採用が決まったことを、喜ぶ暇は無かった。

　弦斉は真ま面じ目めな顔で話を始めた。

「この北部辺境は、長い間シムールと呼ばれる蛮ばん族ぞくの土地だったことは、君も知っているだろう。帝てい国こくは百年にわたって、このシムールと戦い続けて来た。だが、戦いは何も生み出しはしない。長く続く戦いに疲れているのは、帝国もシムールも同じことなのだ。

　父や兄が兵士として出しゆつ征せいすることなく、家族と供に暮らせるということは、働き手が家にいることによって得られる豊かさに繫つながる。

　家々が豊かになれば、子が増える。民たみが増え商人から品を買う。商人が豊かになれば、より多くの品物を商うようになる。品物を作る職人も豊かになる、品物を運ぶ馬うま方かたも豊かになる。誰も不幸せにならんのだ。

　戦いの無い日々こそが、帝国のためになり、民のためになる。国を守るということは、民を豊かにすることだ。民を戦いに駆かり立てることではない。私はそう考えていた。そして五年前、この地に赴ふ任にんしたのを機会に、私はシムールたちに対話を呼びかけた。

　最初は相手にしてもらえなかった。当たり前だ、私は父や兄や先祖を殺した敵なのだからな……だが、交易を続けるのと同時に粘ねばり強く対話を進め、私は、ついにシムールの十二支族の一つ、シャン族の長老と、和平を結ぶことに成功した。シャン族はシムールの掟おきてを守りながら、延えん喜ぎ帝国の皇こう帝ていと友ゆう誼ぎを結ぶ道を選んだのだ……」

　弦斉はそこで言葉を切ると、執務机の上に積み上げられた書類の山の中から一枚の書類を抜き出した。

「辺境の王族が延喜帝国と友誼を結ぶことは、ごく当たり前のように行われてきた。通常ならば、王、もしくは王に連なる一族の誰かが帝都に赴おもむき、王宮で友誼の礼を結ぶ儀礼の式典を行って、それで終わりだ。だが、今回のシャン族の恭きよう順じゆんにあたって、帝国は、その証あかしとして、シャン族の族長の娘を皇帝の後こう宮きゆうに差し出すことを要求してきたのだ。

　なぜ、いきなりそんな要求をしてきたのか、理由は簡単だ。帝てい国こくは、この恭きよう順じゆんをぶち壊したいのだ。いや、正確には、私のやってきたことをすべて無に返したいと望んでいるのだ……」

　晴せい凛りんは思わず聞き返した。

「では……シャン族の恭順は無かったことになったのですか？　シムールとの和平も……」

　弦げん斉ざいは首を振った。

「いや、シャン族の族長イシルは、この帝国の理り不ふ尽じんな要求を受け入れてくれた。しかし、五人の娘のうち上の四人は、すでに許婚いいなずけも決まっており、帝国皇こう帝ていに差し出すことはできぬ。十三歳になる末の娘ならば差し出してもよい、とな……」

「よかったじゃないですか！」

「そうだ、帝国が吹っかけた無理難題もこれで何とかなるだろう……問題は……」

　弦斉はそこで言葉を切ると、晴凛を見た。

　──あ、嫌いやな予感。

「この末娘……ミーネ姫というのだが。族長の末っ子として無条件に可愛かわいがられて育ってきたため、わがまま放題の、どうしようもない娘なのだ。

　蛮ばん族ぞくだから当然言葉はわからない。礼儀作法も常識も、最初からカケラも持ち合わせておらん。なんと言うかな……あれは、人の形をした山やま猫ねこだな、うん」

　自分で自分の言葉に納なつ得とくしたようにうなずいた弦斉は、右手を伸ばして晴凛の肩を叩たたいた。

「そこで、君の出番だよ、晴凛くん。君のその語学力で、ミーネ姫に、帝国の公用語と常識、そして礼儀作法を教えてもらいたいのだ。

　この総そう督とく府ふの南にある別棟の建物が、ミーネ姫の部屋になっている。

　後こう宮きゆうと同じ扱いで、本来なら男子禁制だが、君には師し範はんとして許可証を出す。帝国皇帝にお目通りを願うのは、八ヶ月先だ。それまでに、あの山猫を人間にするのが、君の仕事だ！　頼んだぞ！」

　弦斉は、そう言うと、もう一度晴凛の肩をぽん、と叩たたいた。

「それは……つまり、この私に師範をやれということですか？」

「うむ、そうだ。まず言葉……これは文字も含めてだが、話すだけではなく読み書きも教えてもらいたい。それと……こいつが一番大事だが、まず常識を叩き込んで欲しいのだ」

「常識……といいますと、礼儀作法の常識ですか？　子供の頃に、父に連れられて皇帝陛へい下かにお目通りを賜たまわる際に、教わったことはありますが、私も宮きゆう中ちゆうの作法にはそれほど詳くわしくはありませんが……」

　弦斉は首を振った。

「ああ、いや、宮中の礼儀ではない、文字通りの……常識だ。

　さて、そうと決まれば、話は早いほうがいい。君はこのまま渡り廊下を通って、南みなみ寮りように向かってくれ。南寮を取り仕切る女じよ官かん長のミリンには諒りよう秦そうから話をしてもらおう」

　弦げん斉ざいはそう言うと、机の上に置かれていた真しん鍮ちゆう製の呼び鈴りんを取り上げて振った。

　ちりりりりん！

　澄すんだ音が響ひびき渡るのと同時に扉が開いて、晴せい凛りんを迎えに来た、あの三十過ぎの官かん吏りがやってきた。

　──ああ、そういえばこの人の名前を聞いていなかったけど、この人は諒りよう秦そうって言うのか。官位は低いけど、きっと弦斉閣かつ下かの秘書官みたいな仕事をしているんだな。

　弦斉閣下は、官位や身分に関係なく、能力で部署を決める、というウワサは本当だったんだ。

　晴凛は、そんなことを考えながら、弦斉から話を聞いている諒秦の横顔を見ていた。

　諒秦の顔にはほとんど表情というものが無かったが、すべてを聞き終わった後で、晴凛を見た目には、どことなく『可か哀わい想そうに』と言いたげな色が宿っていた。




　総そう督とく府ふの建物から別棟になっている南みなみ寮りように向かう渡り廊下を、諒秦の後について歩きながら、晴凛は、これから出会うであろう、シャン族の姫君のことを考えていた。

　──姫様の教育係、か。

　姫！

　その言葉に、何とも言えない甘かん美びな響きを感じるのは、仕方が無い。なんせ晴凜は若じやつ干かん十九歳。子供の頃はそれなりにモテた記憶はあるが、科か挙きよに失敗しつづけているここ数年。満足に女の子と話をしたことも無いのだ。

　少し心が浮き立ってきた。なにしろ、姫である。

　それも十三歳！

　年下の女の子である。

　──老ろう師し、この字は何という意味なのでしょう？

　──老師、この詩うたはとても素晴らしいですね！

　なーんて言ったりして。それに対して、

　──うむ、それはな……。

　──さすがは姫、よくわかっていらっしゃる。

　なーんて答えるのだ。

　これで可愛かわいかったりしたら、どうしよう。

　いやいや。後こう宮きゆうに召めされるというのだから、さぞかし可愛いに違いない。

　そんな可愛い子が、俺おれの教え子に！

　どうする、どうするよ!?

　晴凛の心が、そんな『淡あわい』期待でいっぱいになってきた頃。

　渡り廊下の先にある建物の入り口に着いた諒秦が立ち止まって、振り向いた。

「ここから先は、男子禁制でございます。晴凛殿には、さきほど弦斉閣下から、印いん綬じゆが渡されたと思いますが、あれを持った者のみが、この戸を越えて南みなみ寮りようの中に入れます。

　とはいえ、勝手に入ることは許されません。そちらにある呼び鈴りんを鳴らして、まず女じよ官かん長をお呼びください。南寮の中は女官長の管かん轄かつです。女官長の指示に従って頂きます」

　諒りよう秦そうは、そう言って、扉の脇わきに置かれた、真しん鍮ちゆうの鈴すずを指差した。

「これ……私が鳴らすんですが？」

「はい、あなたが鳴らしてください」

　晴せい凛りんが呼び鈴を手に取って

　ちり……ん。

　と、鳴りきる前に、いきなり目の前の扉が、がらっ！　と開いて、晴凛の目の前、息がかかるほどの距離に、二十代後半の女の人の顔が現れた。

「うひゃあ！」

　悲鳴を上げて跳とび下がった晴凛を見ても、その女の人は表情一つ変えなかった。

「こちらは、姫様の師し範はん。本日都から来られた方です」

　諒秦の言葉を聞いた女の人は、半分腰を抜かしている晴凛を見ると、都風に優ゆう雅がに膝ひざを折って、一礼した。

「初めマシて、この南寮の女官長、ミリンと申しマス」

　少しアクセントが変だったが、都の言葉、帝てい国こく語だった。

　帝国の女官の官かん服ぷくを着ているが、顔つきは帝国人というよりも、シャン族に近い。

「……あ、どうも、初めまして、泉せん野や晴凛と申します……」

　晴凛は小さく頭を下げた後で、言葉を継いだ。

「……この地で帝国語を話すシャン族の人を、初めて見た気がします」

　率そつ直ちよくに、そんな言葉が、晴凜の口から出た。

　それに対して女官──ミリンは、

「このミリン、シャンの血を引く者でスが、父の父ハ帝国の兵ダタと聞きまス。もウ死にまシたが、父ノ母かラ言葉は習いまシた」

　表情を変えずに、そう答えた。

「あ……」

　なんだか、聞いてはいけないことを聞いてしまったような気がする。

　晴凜は何と返事をしたらいいのか、迷った。

　──『大変でしたね』？　『すごいですね』？　いや、駄だ目めだろ。それは、駄目だ。

「そ、そうですか」

　結局、それだけしか言えそうにない。だが、なんとか、その後に続けた。

「安心しました。シムール語を話せるから言葉のことは心配していなかったけど、帝国語で生まれ育ったので、それを話せるシャン族の人がいて、やっぱり安心しました」

　その答えを聞いて、ミリンは、表情は変えずにこう言った。

「ソですか。それハ、このミリンも、安心しマした……印いん綬じゆを」

「印綬？　あ、ああ、これですね、はい」

　弦げん斉ざいから預かった、絹けん糸しで編んだ房の先についた碧へき印いんを差し出すと、ミリンはそれを入り口脇わきの出で入いり簿ぼに押して、印いん形ぎようを見比べてから一礼した。

「確認いたしましタ、どうぞ、こちらへ」

　無表情なので、よくわからなかったけれども、どうやら怒おこったりはしていないようだ。

　晴せい凜りんはほっと胸をなで下ろして、女官ミリンの後についていった。

　南みなみ寮りようの奥の一室の扉の前で、女官ミリンは立ち止まった。

「このお部屋ニ、姫様がおラれます」

　くるりと晴凜のほうを向いて、ミリンはアクセントが妙みような帝てい国こく語で、こう続けた。

「『姫』と聞イて、いロいろ想像や期待や妄もう想そうをしてイるでしょうけレど、そレは一切、捨ててくダさい」

「い、いや、そんなっ、そんな無ぶ礼れいなことは、これっぽっちも！」

　ついさっきまで考えていたが、まさか、はいそうですともと言えるわけが無い。

「ソですか？　鼻の下伸ばシていヤがりましタよ。

　けレども、それはあきらめてくダさい。この部屋におラれるのは姫様でスが、山やま猫ねこと思ッてくだサい」

「は？　……山猫？」

　──そう言えば、弦斉様もそんなことを言っていたな。

　それは、あくまで都の後こう宮きゆうに入る女としての基準での話だと、晴凜は考えていた。

　だが、シャン族の血を引くこの人も、同じことを言う。

　いくら何でも、普通自分が仕える主あるじのことを、山猫呼ばわりはしないだろう。

　一体どういう意味なのか。

　──一応、覚悟したほうが、いいのかな。

　ごくりと生なま唾つばを飲み込んで、晴凜はうなずいた。

　それを見て、ミリンは部屋の扉を開いた。




「よっ、兄ちゃん」

　部屋に一歩踏ふみ込んだ晴凜に、まず最初にかけられた言葉が、これだった。

　声の主ぬしは、部屋の中央で、あぐらをかいていた。

　実に涼すずしげな格かつ好こうの、少女である。

　どれくらい涼しげかというと。

　これ以上は無いだろうな、というくらい、涼しげであった。

　別の言葉で言い表すなら、一いつ糸し纏まとわわぬ、違う言葉で言い表すなら、生まれたままの姿。

　さすがに、これは予想していなかった。予想していなかったので、晴せい凜りんは思わずシムール語でこう漏もらした。

「……これが、姫……？」

「はい、残念ながら、姫であらせられます」

　隣に立ったミリンも、生まれついての流りゆう暢ちようなシムール語で答えた。彼女は相変わらず表情を変えていなかったが、言葉からすると、晴凜に同情しているようにも見える。

「うむっ。わしがシャン族の族長イシルの末の姫、ミーネじゃ！」

　元気よくシムール語で返事をしたのは、あぐらをかいている少女だった。右手には大きな器を持ち、それを挨あい拶さつのつもりか、晴凜のほうに高く掲かかげている。
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「この、素っ裸で、あぐらかいて、牛の乳飲んでる、ちび助が、姫……？」

「はい、残念ながら、姫です」

　ミリンが、そう繰り返す。

　彼女が繰り返すのだから、姫に違いないのだろう。だが、その『姫』とやらは、晴凜の言葉通り、部屋の真ん中で、素っ裸であぐらかいて、器に並々と注がれた乳を飲んでいるのだ。

「チビとか言うなっ！」

　不満そうに、素っ裸の少女は吠ほえた。起き伏ふくの無い胸だが、呼吸に使う筋肉は発達しているらしい。素晴らしい大声であった。

「それと、これは牛なんてものの乳ではない、羊の乳じゃ！　うまいぞ！」

　そう言って『チビ助』は右手の器をさらに突き上げた。言うことが本当なら、彼女こそが、姫様らしい。らしいのだが、晴せい凜りんの頭は、それを受け入れることができなかった。

　なにしろ、この『チビ助』、素っ裸なのである。

「だあああっ！　そんなこといいから、せめて服を着ろっ！」

「たった今、遠とお駆がけから帰ってきたばかりなのじゃっ、暑いから脱いだぐらいで、ギャアギャア言うな」

　なるほど、たしかにさっきまで彼女がまとっていたのであろう着物や、汗を拭ぬぐったらしい布が、床のあちこちに散らばっている。もちろん畳たたまれているわけが無い。

「素っ裸であぐらをかくなって言ってるんだあっ！」

　思わず、そう叫さけんでいた。

　そう言われて初めて気がついたかのように『チビ助』は自分の体をまじまじと見回した。

　山とか谷とかの無い、なだらかな体には、髪と眉まゆ以外によけいな体毛は無い。

　そう。全く無かった。

　あぐらをかいている、その足の付け根にも。

　そのことに気がついて、晴凜の顔はますます赤くなった。

　全部、見えているのである。

　いや、果たして全部なのだろうか。晴凜には『全部を見た』経験が無いから、もしかしたら、全部ではないのかもしれないが、とにかく。

　丸見えであった。

　しかし、当の本人は、それが問題なのだとは、全然、理解していないらしい。

「今日きようは風が無い。そういうときは、これが一番楽なのじゃ。おまえだってそうだろう？」

「いいから、服を着ろーっ！」

　晴凜の普段使わない腹の筋肉を精いっぱい使った大声が、南みなみ寮りように響ひびき渡った。

　ミーネは目をつぶると、右手に持っていた羊の乳の入った器を、自分の横にある机の上に、ことり、と音を立てて置いた。

　そして、晴凛のほうを向いて目を見開き、挑戦するような目でにらみつけると、実にえらそーな口調で言った。

「面白い！　そうまで言うのなら、このわしに服を着せてみろ！」

　この瞬しゆん間かん。

　晴凛の意識の中にあった理性が吹っ飛んだ。

　目の前にいる、この素っ裸の女の子はお姫様であり、重要人物であり、尊敬する月つき原はら弦げん斉ざいの努力の象徴なのだ。失礼なことをしてはならない！　と必死にささやきかけていた晴凛の理性が、すぱん！　と消えて無くなった。

「こ……の……！　クソガキがーっ！」

　晴せい凛りんはシムール語で悪態をつくと、ミーネに飛びかかった。

　ミーネは一いつ瞬しゆん驚いたように目を見開いた後で、ぴょん！　と後ろに跳とび下がった。

　その身のこなしは人間離れしていた。

「このっ！　くそっ！　逃げるな！」

「わははは！　どうした！　捕まえてみろ！　何だ、そのどんくさい動きは！」

　部屋の中で、晴凛とミーネの追いかけっこが始まった。

「くそ！」

　伸ばした手の下をするりと搔かい潜くぐったミーネは、晴凛の背中に悪態を投げつけた。

「ウスノロ！」

「何だと！　このあばずれ！」

　飛びかかったその足の下を潜り抜けたミーネは、晴凛の罵ば声せいを聞いて、もっと嬉うれしそうに叫さけんだ。

「悔くやしかったら捕まえてみろ！　よれよれ駄だ馬ば！」

「僕は駄馬じゃない！　まだ若い！」

　晴凛はそう叫ぶと、ミーネを部屋の隅に追い詰めた。

「さあ、おとなしくしろ！　僕の言うことを聞いて服を着るんだ！」

「誰がお前なんかの言うこと聞くもんか！　青二才！」

　ミーネはそう言い返すと、壁に向かって飛んだ。そして壁を蹴けると、そのまま晴凛の頭の上を跳び箱のように足を広げて跳び越した。

「おわ！」

　本物の山やま猫ねこのように壁を走ったり、天井にまで駆かけ上がって逃げ回るミーネに、晴凛は完全に翻ほん弄ろうされていた。

「きゃははは！　こっちだ！　こっち！」

　実に嬉しそうに笑いながら走り回っているミーネの足が、板の間の床の上に脱ぎ散らかした服の上に乗って、そのまま前に向かって、するッ！　と滑すべった。

「にゃっ!?」

「あぶないッ！」

　後頭部が床に叩たたきつけられる、その寸前に、晴凛がダイビングするように身体からだを投げ出して、ミーネの後頭部を両手で受け止めた。

　……つもりだった。

　だが、晴凛の手のひらは勢いのついた頭を支えきれずに、そのまま床と、叩きつけられる頭の間に挟はさまった。

　ごん！

　鈍にぶい音と共に、晴せい凛りんの両手に激痛が走った。

「痛てっ！」

「にゃうんっ！」

　後頭部を打ちつけたミーネも顔をしかめて目を、ぎゅっとつぶった。

　自分の手のひらにミーネの頭を載のせたまま、晴凛は慌あわてて顔を覗のぞき込んだ。

　目の前に、逆さになったミーネの顔があった。

「大丈夫か？」

　晴凛が声をかけるのと、ミーネが目を見開くのは同時だった。

　吸い込まれるような大きな、まん丸になった蒼あおい瞳ひとみがそこにあった。

　まじまじと晴凛を見た後で、ぱちぱちぱちと三回まばたきをして、ミーネは戸惑ったように聞いた。

「……わしの負けか？」

「ああ、そうだ！」

　晴凛は、そう言うと、逃げられないように手の中にあったミーネの髪の毛をぎゅっと摑つかんだ。

　ミーネは顔をしかめて叫さけんだ。

「痛い！　こら！　離せ！　もう逃げん！　そんな卑ひ怯きような真ま似ねはしない！　わしはいやしくも族長イシルの娘だぞ！」

　晴凛はミーネの髪を摑んでいた手を離した。

　ゆっくりと起き上がったミーネは、ちらっと晴凛をにらんだ後で、忌いま々いましそうに、ふん、と鼻を鳴らした。

「仕方ない……服を着てやる。ありがたく思え」

「ありがたくも何も無い、服を着るのが当たり前だ」

「暑いのだから仕方なかろう。風を入れたくとも、ミリンは窓を少ししか開けてくれん」

「窓から逃げるからでございます」

　部屋の入り口に立って、晴凛とミーネの追いかけっこを見ていたミリンが、ぴしゃりと言い返した。

「逃げても、ちゃんと戻ってくるではないか！」

「ええ、確かに、お腹なかがすいたときだけお戻りになりますわね」

「寝るときも戻ってくるぞ」

「ええ、確かに、窓の板戸をがりがり引っかいて、中に入れろ、と私をお呼びになりますわね」

「ちゃんと帰ってくるのだから、いいではないか。何が不満なのだ」

　ミリンは、小さくため息をつくと、晴凛を見た。

「私が……『山やま猫ねこ』と申した意味、おわかりですか？」

　晴せい凛りんは、無言で、カクカク、とうなずいた。

　床に脱ぎ散らかした服を、めんどくさそうに身にまといながら、ミーネが聞いた。

「おい、若いの、名前は何という？」

「晴凛、泉せん野や晴凛だ」

「セイリン？　女みたいな名前だな……言葉はどこで覚えた？」

「都の……市場だ。都の市場にはいろんな国から商人がやってくる。そういった商人から聞いて覚えたんだ」

　下着を身に着け上に一枚羽織ったミーネは、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「おお、それで、さらりと悪態がつけるのか。わしのことをクソガキだの、あばずれだのと呼んだ帝てい国こく人はお前が初めてじゃ……」

　晴凛は思わず頭を下げた。

「あ、いや、申し訳ありません、思わず口をついて出てしまいました……」

「謝あやまらんでもいいぞ！　嬉うれしかった！」

「え？」

　顔を上げた晴凛を見て、ミーネは真っ白な歯を見せて、にかっと笑った。

「家に帰ったようで、懐なつかしかったのじゃ！　わしは家のものから、毎日そう呼ばれておったからな！」

　服を身に着け終わったミーネは、晴凛の前に立つと、腰に両手を当てて晴凛の顔をしげしげと見上げた。

「ふむ、お前は面白いやつじゃな？　わしの師し範はんになるために来た者は男も女も、気取った、実に面白くないやつばかりじゃった。わしを怒ど鳴なりつけ、髪の毛を摑つかんだやつはお前だけだ！　気に入った！　よろしく頼む！」

　服を着て笑うミーネは、年相応の可愛かわいらしさを持つ、普通の女の子に見えた。

「……わかりました、よろしくお願いします」

　そう言って小さく一礼しながら、晴凛は胸の中で、短くつぶやいた。

　──うわあ、前途多難だ……。







　　　第二章「伏龍」







「へい、エらっしゃい！」

　店ののれんをくぐって、晴せい凛りんが一歩中に踏ふみ込むのと同時に、シムール訛なまりの帝てい国こく語が飛んできた。

　そこは、総そう督とく府ふの裏手にある精せい勤きん寮りようと呼ばれる役人たちの宿舎から、路地一本隔へだてたところにある、「愛あい楽ら具ぐ」という名前の小さな飯めし屋やだった。

　侘タ瑠ル徒トの街にある総督府で働いている役人は、およそ百人。その多くがこの侘瑠徒の街以外から赴ふ任にんしているが、さすがにこれほどの辺境ともなると、家族同伴で赴任する役人はいない。

　ほとんどが単身赴任である。

　それなりの地位にある役人は、現地人の使用人を雇い、一戸建てに暮らしているが、地位の低い、要するに金の無い役人は、精勤寮と呼ばれる共同宿舎で暮らしている。

　精勤寮にも炊事施設はあるが、飯を作るのは役人のやることではない、というのが帝国の常識であり、役人たちは、みんな朝、昼、晩の三食を、この「愛楽具」で食べるのが習わしとなっていた。

　愛楽具の主人は生きつ粋すいのシムール人であり、帝国の料理は食べたことは無かったが、客の好みを聞きながら味付けを改良し、今ではしっかり帝国風の料理を出せるようになっていた。

　晴凛は店の中を見回した。

　それほど広い店ではない。木で作られた六人がけの机が八つ。右手の奥に厨ちゆう房ぼうがあり、その仕切りには長い台だい木ぎが置かれ、そこにも座れるようになっている。

　席はほぼ満員だが、店に入って来た晴凛を見て、食事を終えたまま話し込んでいた男たちが、顔を見合わせて立ち上がった。

「ここ、使いな」

「俺おれたちもう食い終わったから」

「あ、ありがとうございます」

　晴凛が小さく頭を下げて礼を言い、その空いた席に座ると、すぐにおかみさんらしい人がやってきて聞いた。

「注文、ナニスル？」

「えーと、何がありますか？」

　おかみさんは、にっこり笑ってうなずいた。

「ハイ、並みアリマス」

「あ、いえ、並みじゃなくて、ナニと……」

「ハイ、並み一丁ね、心配イラナイね、コチラ、並み一丁！」

　おかみさんは厨ちゆう房ぼうに向かって、そう叫さけぶと、そのまま引っ込んでしまった。

「あ……」

　不安そうな顔になった晴せい凛りんを見て、後ろの席で牛乳のようなものを飲んでいた、晴凛と同じか、少し年上くらいの瘦やせた男が笑いながら言った。

「安心しろ、ここの並定食は美う味まいぞ。美味くて安い。小こ洒落じやれた酒しゆ房ぼうなんかより、よっぽどいい」

　その男の言葉に訛なまりは無かった。いや、正確に言うならば帝てい都との上流階級の言葉遣い特有の少し巻き舌風の響ひびきがあった。

「あなたは……帝都から来られた方ですか？」

　晴凛の言葉を聞いて、若い男は軽く目を見開いた。

「なぜそれを？」

「あ、いや、言葉に少し、帝都っぽい響きがありましたから……」

「わかるのか？　言葉だけで？」

「ええ、私も帝都生まれの帝都育ちで、子供の頃から西にし木き小こう路じの市場で遊んでいましたので」

「へえ、すごいな。耳で聞いただけでわかるのか……背中合わせに話してるのもなんだな、そっちの机に行っていいか？」

　一人ひとり寂さびしく食事をするつもりだった晴凛に、断る理由は無かった。

「ええ、どうぞ」

　若い男は、自分の前に置かれていた、料理の小皿と牛乳のような白い液体の入った細長い壺つぼを持って、晴凛の前にやってきた。

　男が移動したとき、ふっ、と酒の匂においが晴凛の鼻をくすぐった。

　──あれ？　この人、酒飲んでいるのかな？　あの壺に入っているのはどう見ても牛乳か何かだけど……。

　晴凛の前に座った若い男は、自分のことを皇こう伏ふせ龍たつと名乗った。年は二十一らしい。

「カッコイイ名前ですねえ」と晴凛が感心すると、男は照れたように答えた。

「あ、いや、本名は『神しん流りゆう　千せん斗と』って言うんだが……故ゆえあって、伏龍と名乗っているんだ……」

　そして伏龍は晴凛の顔を見て、面白そうにつぶやいた。

「君は、この侘タ瑠ル徒トでは見かけない顔だが……」

「あ、僕はですね……」

　慌あわてて自己紹介しようとした晴凛の口の前に、伏龍は人差し指を立てて突き出した。

「ちょっと待ってくれ。君に俺おれが帝都出身の人間だと見破られたのが実に悔くやしい。今度は俺が君の正体を当ててみよう……いいかな？」
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「いいですよ」

　晴せい凛りんが、そう言って笑ってうなずいたとき。

　おかみさんがお盆を持ってやってきた。

「ヘイ！　並み定食オマチ！」

　晴凛の前に並べられたのは、大きな皿に盛られた、菜っ葉と細切りの肉──どうやら羊肉らしい──これの炒いため物、そして揚げた春巻のようなもの、溶き卵の入ったとろみのついた汁物に、麦むぎ飯めしという献こん立だてだった。

「うは、美う味まそう！」

　目を輝かせる晴凛を見て、伏ふせ龍たつは心配そうに聞いた。

「君は羊肉は大丈夫か？」

「ええ、別に嫌いじゃないですけど……何か？」

「このあたりで、肉といえば羊肉を意味する。豚肉や牛肉は、まずお目にかかれない。鶏肉なんざ高級品だ。羊肉が食えないとしたら、明日あしたから食えるものが無くなる」

「そういう意味ですか……」

　晴凛は、そう言いながら炒め物を口の中に放り込んだ。

　羊肉特有の臭においはあるものの、香ばしいピーナッツオイルの風味と菜っ葉の中に入っている香草のために、ほとんど気にならない。

　逆に、塩を主体としたシンプルな味付けが、肉の旨うまみを引き出している。

「これ、美う味まいっすよ。これなら毎日だって食えます！」

　目を輝かせる晴せい凛りんを見て、伏ふせ龍たつは嬉うれしそうにうなずいた。

「そうか、それはよかった。都から塩が届いたから、店の親父おやじも安心して味付けしたみたいだな。昨日きのうまでは、ちょいと塩気が足りなかったがね」

「ええ、僕の乗ってきた隊商の中に塩を山のように積んだ馬車がありましたよ。護ご衛えいの兵士がついていて、近づくと追い払われるので、最初は銭でも運んでいるのかと思いました……」

　伏龍は飯めしを食う晴凛を見て微笑ほほえんだ。

「塩が無いと力が出ないしな。ましてやミーネ姫の教育係を続けるとなれば、体力勝負だからな、飯が食えなくては体が持たないだろう。しっかり食っておけ」

　晴凛は麦飯を喉のどに詰まらせた。

「むぐ！」

　慌あわてて汁物の椀わんに手を伸ばし、スープを飲む。

　麦飯のかたまりが、食道を滑すべり落ちて、胃に落ち着いたのを感じ取った後で、晴凛は大きく息を吐はいた。

「ど、どうして、僕が教育係だと……」

「なに、簡単だ。まず、君は役人ではない。さっき、君にこの席を空けてここを出て行った連中は、総そう督とく府ふの役人だ。身分としてはそんなに高くない。

　もし君が役人として都から赴ふ任にんしてきた人間なら、あいつらはもっと君に遠えん慮りよしたはずだ。都から来る役人はエリートだからね。

　商人だとしたら、商人宿のある朱す雀ざく通りの向こう側の店に行くはずだ。こんなところに来るわけが無い。

　役人でも商人でもない。となると、残りは、この侘タ瑠ル徒トの町を治めている太たい守しゆ、月つき原はら弦げん斉ざいが個人で雇う使用人だ。

　だが、使用人なら普通は現地人を雇う。そのほうが安いし、土地のことをよく知っているからなにかと便利だ。都からわざわざ呼び寄せるとすれば、現地人では使えない特殊技能を持っている人間ということになる。

　そして、さっき、君は俺おれの言葉を聞いただけで、俺の出身地を言い当てた。ということはズバリ、君の特殊技能は言語だ。

　月原弦斉が言語のエキスパートを必要とする理由。それは、総督府の南みなみ寮りようにいる、あの山やま猫ねこ姫の教育係以外考えられない……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、にやっと笑って言葉を継いだ。

「以上、証明終わり。というわけだ」

「す、すごいなあ……伏ふせ龍たつさんって、頭いいなあ」

　素直に感心する晴せい凛りんを見て、伏龍は壺つぼの中の牛乳を杯さかずきに注いで、ぐい、と飲み干して、照れたように言った。

「なに、初歩的なことだよ、そんなに感心されるようなことじゃない」

「いえ、俺おれ、頭のいい人は、尊敬することに決めているんです……なんせ、科か挙きよに立て続けに落ちた落第生でしたから……」

　晴凛は恥はずかしそうに頭を搔かいた後で、話し始めた。

「えーと、俺の名前は晴凛、泉せん野や晴凛といいます。まだ十九歳ですから、伏龍さんより、二つ下になるのかな？

　試験に連続して落ちて、やることもなくて帝てい都とでぶらぶらしていたら、親父おやじが、あの月原弦斉閣かつ下かが、通つう詞じを募集している。お前、ちょっと行って、面接受けてみろ、と言ってきたんで……月原弦斉って、帝都じゃすげえ有名人で人気者だったんで、無理だと思ったんだけど、運試しに面接受けに行ったら、採用されちゃって……」

　晴凛はぺこん、と頭を下げて、言葉を続けた。

「それで、今、ここにいるってわけです。よろしくお願いします！」

　伏龍は笑いながら牛乳の入った杯を差し出した。

「まあ、堅苦しいやりとりは、やめようぜ。この侘タ瑠ル徒トの町にいる若いやつで、帝都生まれで帝都育ち、なんてのはお前さんと俺おれだけだ。仲良くやろうじゃないか。まあこれでも一杯飲め」

　伏龍は、晴凛の手の中にある杯に、細長い小さな壺の中身を注いだ。

　──どう見ても牛乳だけど……。

　でも、何だろう？　ちょっと、ツン、と来る匂においがする。

　酸っぱいような、甘いような、それと乳臭くささの入り混じった、妙みような匂いだ。

「これ……何ですか？」

「いいから、飲んで見な。こいつが飲めれば、シムールの連中と仲良くできるぜ」

　──シムールと仲良くできる……ってことは、あのミーネ姫とも仲良くなれるんだろうか？　晴凛は脳内に、昼間、南みなみ寮りようで見たミーネの裸体を思い浮かべた。

　ぺったんこの胸に、細っこい手足。

　──色気のカケラも無かったけど、あの、まん丸な蒼あおい目は綺き麗れいだったよな……。

　晴凛は脳内の雑念を振り払うように小さく首を振ると、杯の中の液体を一気に飲み干した。

　その液体が舌の上に乗ったとき、最初に感じたのは舌を刺すような酸味だった。喉のどを下りていく液体から鼻の奥に吹き上がってくる香りは、チーズに似た一種の腐ふ敗はい臭しゆうに近い乳臭さだった。

　──うわ、何だこれ。

　思わず顔をしかめた晴凛を見て、伏龍は笑った。

「馬ば乳にゆう酒しゆさ。馬の乳を発はつ酵こうさせて酒にしたものだ。酸味が強いし、乳臭いし、飲みなれていない人間には、受け付けないかもしれんが、飲みなれてくると、こいつが実に美う味まい。

　不思議なもので、身体からだの調子もよくなるんだな、これが。まあ酒というよりも、健康飲料と思って飲むほうがいいかもしれんな」

「こいつを平気で飲める人は、間違いなく健康かもしれませんね」

　顔をしかめる晴せい凛りんを見て、伏ふせ龍たつは真ま面じ目めな顔になった。

「実は……俺おれは酒が好きでね。それで道を誤ったクチだ。でも、これを飲むようになって酒の毒が消えたような気がする……酔っ払うことは酔っ払うけど、そんなにひどくはならないんだ」

「道を誤ったって……何言っているんですか！　まだ若いじゃないですか！」

「いや、二十はたち歳過ぎれば、ただの人さ……お前も帝てい都との人間なら一度は聞いたことがあるだろう『錬れん涯がい塾』って名前を……」

　晴凛は目を丸くした。

「錬涯塾って言えば……天才児ばかり集めた、英才教育ですげえ有名なところじゃないですか！　卒業生のなかには、十六歳で科か挙きよに合格したやつがいるとかいないとか……」

「ああ、沢さわ樹ぎ延えん銘めいだな。あいつは今、帝国の立りつ法ぽう府ふにいる。俺の後輩だったやつだ」

「後輩？　ってことは……」

　目を見開く晴凛を見て、伏龍は自じ嘲ちようするように言った。

「ああ、そうさ、俺はその錬れん涯がい塾の塾生だったんだ。

　十で神童と呼ばれ、十二で律法書を暗あん誦しようし、十四で学府の尊そん師しと政論を戦わせた。

　伝説の天才少年と呼ばれたこともある。だけど、十五の春に俺は悩んだ。俺が生きる意味。この世がある意味。人が生まれ、そして死んでいく意味。それを知らないで、何が天才だ！　俺には何もわからないことばかりじゃないか！

　寝れない日が続いたそんなある日、俺は西にし木き小こう路じの市場の片隅で悩みながら飯めしを食おうとした。

　そのとき、俺の前で、七十過ぎの爺じいさんが、楽しそうに鼻歌を歌って酒を飲んでいたんだ。俺は酒を知らなかった。酒の知識はあった。でも、飲んだことはなかった。俺はその爺さんを拝み倒して、酒を飲ませてもらった。

　たいした酒じゃない。西木小路の中で売られている、どこにでもある、ごく普通の安い濁にごり酒さ……。

　だが、その、十五の春に生まれて初めて飲んだ酒に、俺は魂を奪われた。こんな美う味まいものがこの世にあるのか！　俺はそう思った……。

　以来、俺は酒と共に生きる道を選んだんだ。

　俺が、この侘タ瑠ル徒トの街に来たのは、北ほつ方ぽう辺境にあると言われている「火ひ酒ざけ」という、火をつけると燃えるほど強い酒を探すためと……まあ、逃げるため……かな？」

「逃げるっていうと……仇かたきとか、官かん吏りとか？」

「よせやい、俺おれはお尋ねものじゃねえぞ、俺が逃げているのは、恐ろしい相手だ。人間の魂も尊厳もぐずぐずに融とかし、一匹の獣けものにしようとする、悪魔のような組織さ……俺はそれから逃げるために、ここまでやってきたんだ」

　伏ふせ龍たつの真しん剣けんな目を見て、晴せい凛りんは、ごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

「……そんな、恐ろしい組織が、この延えん喜ぎ帝てい国こくの中にあるのですか？」

「ああ、ある。西さい方ほうのダンスカールあたりに本部を持つ秘密の組織だ。この延喜帝国の中にも何百人という工作員を送り込んでいる。やつらは執しゆう念ねん深い。逃げても逃げても後を追ってくるんだ……だから、俺はここに逃げてきた……ここまで逃げれば、しばらくは安あん泰たいだ」

　伏龍がそう言って自分の杯さかずきに馬ば乳にゆう酒しゆを注いだとき。

　店の中に、鎧よろいの胴どう丸まるを着け、鉢はち金がねと呼ばれる簡単な兜かぶとをかぶった兵士が、のそっと入って来た。

　体力と腕力で生きている人間特有のがっしりとした体つきの兵士は、客の顔を品定めするかのように店の中をじろり、と見回した。

　──誰かを探しているらしいけど……巡じゆん察さつの兵士かな？　この侘タ瑠ル徒トの町にお尋ね者が逃げ込んだのかもしれない。

　そんなことを考えながら、兵士のほうをちらちら見ていると、その兵士はぴたり、と晴凛に目を止めた。

　──え？

　驚く暇もなく、兵士はつかつかと近づいてきて、晴凛の向かいに座っていた伏龍の前に立つと、かぶっていた鉢金を脱いで頭を下げた。

「兄貴！　ここにいたんですか！」

　白い歯を見せて笑う兵士は、まだ若い……伏龍と同じか、もう少し上くらいの年齢の若者だった。

「え？　ああ、なんだ龍りゆう飛ひか。仕事中か？」

　龍飛と呼ばれた兵士は、首を振った。

「いえ、仕事帰りでさあ。今日きようは早番だったんで、詰め所からそのままここに来やした！」

「来るなら、家に帰って鎧と兜を脱いでから来い！　その格かつ好こうで店に入って来られると、客がびびる」

「へへへ、そりゃそうなんすけどね。兄貴と一いつ刻こくも早く飲みたかったんでさあ。頭のいい人と酒を飲むと、こっちまで賢かしこくなれるような気がするんでね」

　龍飛はそういうと、伏龍のとなりにどっかりと座り込んで、店の奥に向かって叫さけんだ。

「おーい、俺にも伏龍兄貴と同じ物を持ってきてくれぃ！」

「あいよ！」

　店の奥から返ってきたおかみさんの返事を聞いて、嬉うれしそうに笑った後で、龍りゆう飛ひは目の前に座っている晴せい凛りんを見て怪け訝げんな顔になった。

「兄貴……こちらさんはどなた様で？」

「ああ、こいつは泉せん野や晴凛、弦げん斉ざい閣かつ下かの傭よう人じんだ。あの山やま猫ねこ姫様の師し範はんとして都からやってきたばかりだ」

　龍飛は目を丸くした。

「なんと！　こっちの方もセンセイでしたか！」

「ああ、そうだ。まだ若いがれっきとした師範だぞ、ちゃんと敬うやまえよ」

「ええ、そりゃあもちろん！」

　龍飛はそう言うと、晴凛に向かって大真ま面じ目めで頭を下げた。

「私は、この侘タ瑠ル徒トの守しゆ備び隊の十人隊長をやっている、正せい剛ごう龍飛、というものでございやす。兵になって五年、歳としは今年で二十三、以後、お見知りおきを！」

「あ、ああ、わざわざどうも、泉野晴凛です。晴凛と呼び捨てにしていただいて結構ですよ。あなたより、四つも年下ですから」

　晴凛の言葉を聞いた龍飛は慌あわてて首を振った。

「いやいやいや、呼び捨てなんて、とんでもありやせん！　あっしは自分より頭のいい人、物知りの人は全部自分の兄貴だと思っていやす。こちらの伏ふせ龍たつさんもあっしにとっては、兄貴も兄貴、二周りくらい年上の兄貴だと思っておりやす！」

　伏龍は皿の中の肉の煮付けを突つきながら、笑った。

「そう言えばそうだな、今の晴凛に対する態度で思いだしたよ。俺おれと初めてここで会ったときも、確かお前さんは同じようなことを言ったっけ……」

　龍飛は大真面目でうなずいた。

「ええ、あのとき、あっしは確信したんでさあ。この人は俺より若いけど、学がある！　さぞかし偉い学者さんに違ちげえねえ！　この人の言うことを聞いていりゃ間違いねえ、ってね！」

　伏龍は小さく首をひねった。

「お前とここで出会ったときのことを、思いだしているんだが……俺はあのとき何かやったか？　これと言って知識をひけらかしたわけでもなければ、論争に勝ったわけでもないぞ？」

「いやだなあ、兄貴、もう忘れちゃったんですか？　あのとき、俺が、この店に飲み代のツケを払いに来ていたじゃないですか」

「ああ、都から銭ぜにが届いて俸給を貰もらったってんで、喜び勇んで払いにきていたよな」

「そうしたら、兄貴が算そろ盤ばんも何も無しで、何百何十両って数を、ぱぱぱーっと計算しちまって。店のかみさんが、慌てて算盤出してきて、うんうんうなって、いいかげん時間が過ぎてから出した数字と、ぴったり同じだったんでさあ。それでみんなでびっくりしたじゃないですか！」「あ、ああ、あったあった、そう言われて思い出した……でも、あんなのは、実に簡単な足し算と引き算だぞ？　お前のツケを足して、持ってきた俸ほう給きゆうから引いただけだ。別に尊敬されるようなことじゃない」

　龍りゆう飛ひは、ぶんぶん、と音がするほどに首を振った。

「何を言ってるんすか、兄貴は！　俺おれたち兵隊は、みんな体力勝負で、誰も頭なんか使いやしやせん！　出世するのは全部腕っ節で決まりやす。五十人隊長も、百人隊長も、みんなそうでさあ。兄貴みたいに、二十以上の数が数えられる人間は、もう神様みてえなもんですよ」

「……何で二十なんだ？」

　龍飛は真ま面じ目めな顔で答えた。

「そりゃあ決まってまさあ、人間の指は両手両足合わせて二十しかねえからです」

「右目と左目、そして口を使えば、あと三つ多く数えられるんじゃないの？」

　晴せい凛りんが笑いながら答えると、龍飛は、真面目な顔で指を折って数え始めた。

「両手で十、両足で二十、右目で二十一、左目で二十二、口で二十三……すげえ！　三つも多く数えられるじゃないっすか！」

　龍飛は真しん剣けんな目で晴凛を見ると、興奮したように言った。

「すげえ、天才だ！　すまねえが、あんたも兄貴と呼ばせていただいてよろしいでしょうか？」

　てっきり冗談だと思っていた晴凛は、龍飛の真剣さにめんくらった。

「あ、いや、そう言われても……」

　困ったような顔をする晴凛を見て、伏ふせ龍たつが肩をすくめた。

「そんな顔するな、龍飛は極きわめて真剣だ。それに、帝てい国こくの兵隊の中では、こいつのように、知識を求めることが面白い、と思うやつは少ない。なぜだかわかるか？」

「……武ぶ人じんは書に拠よらず武力を持って尊とうとしと成なす、だからですか？」

「そのとおり、三代前の皇こう帝ていが定めた、あのやり方が、帝国の軍における出世を決めている以上、知識なんざあったところで、出世はできない。文字や数学を覚えるくらいなら、身体からだを鍛きたえて、瓦かわらを割ったり、模擬戦で勝つ訓練をやるほうがよっぽど出世に近いからな」

　伏龍はそう言うと、机の上の煮物の小こ鉢ばちを指差した。

「この鉢が敵とする。この敵を攻せめるときに、どんな作戦が一番よいのか、そう聞かれたら、晴凛ならどうする？」

「僕ですか？　そうですね、まず退路になるところに兵を伏ふせて、それ以外の三方向から攻めます。敵が、開いている退路から逃げるところを伏ふく兵へいで討うちます。逃げているときの兵は弱いので、少数の伏兵でも討てると思います」

　伏龍はにやっと笑った。

「三十点だな」

「そんなに悪い作戦とは思わないけどなあ？」

　晴凛が首をひねると、伏龍は笑いながら答えた。

「その作戦は、お前と同じ程度の頭を持って、考えることのできる兵士なら、効果的だろう。だが、わが帝てい国こくの兵士、軍人では、そんな複雑な……つまり先を読んで動くような作戦は無理だ。わが帝国の戦い方は、こうだ」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、杯さかずきや壺つぼや小皿を持ってきて、小こ鉢ばちをぐるりと取り囲んだ。

「大軍をもって取り囲み、敵を殲せん滅めつする……戦いはこれすべて、数である……これが満点の回答だ」

「え？　だって、そんなの作戦でも何でもないですよ」

「いいや、これが帝国の軍隊の作戦なんだ。数を揃そろえて、正面からガチで殴なぐり合う。これしかない。最も単純でわかりやすい。将軍から一兵卒まで、すべて同じ考え方だな。いわば、腕っ節の強いやつが集まって徒党を組んだもの、それが我が延えん喜ぎ帝国の軍隊だ」

「よくそれで、今まで勝ってきましたね……」

　あきれたようにつぶやく晴せい凛りんを見て、伏龍は机の上の小鉢を取り囲んだ食器を指差した。

「さっき、見せただろう？　これと一いつ緒しよだ。帝国は常に数をそろえてきたからな、数で圧倒する限り、帝国は負けないのさ……もっとも、最近はさすがにこのやり方はまずいだろう、ということで、弦げん斉ざい様とかが中心になって、帝国軍の改革を始めたんだが……」

「辺境に島流し、というわけですか……」

「都に戻るのは、そう遠くないと俺おれは思うんだ。何だかんだ言ったところで、例え支族といえどもシムールの一族を帝てい国こくの臣しん下かにした功績は大きい。弦斉様を嫌きらっている帝国の中ちゆう枢すう部と言えどもこいつを無視することはできんだろう」

　そう言って伏龍が、杯に注いだ馬ば乳にゆう酒しゆをあおったとき。

　龍りゆう飛ひがさらっと言った。

「あ、そういえば、弦斉様は、都に戻るみたいなウワサが流れてます」

「何だと？　誰から聞いた！」

　目を見開く伏龍を見て、龍飛は慌あわてて首を振った。

「あ、いや、だからウワサですって……あっしもよく知らないんですけどね、新しい総そう督とくが来るって話が流れてるんですよ。新しい総督が来るってことは、今の総督、つまり弦斉様はここからいなくなる、ってことですよね？」

「そりゃあそうだが……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、晴せい凛りんを見て、言葉を続けた。

「お前さんの仕事……こりゃあどうなるかわかんねえぞ」

「勘弁して下さい！　僕は、今日きよう、この侘タ瑠ル徒トに来たんですよ！」

　晴凛が思わず半泣きになった、その頃。




「姫様？　聞いておられますか、姫様？」

　南みなみ寮りようの一室で、ミリンがミーネに話しかけていた。

　ミーネは食事として用意された羊肉にかぶりついているところだった。

「もひゅひひゅうもはは、ほもひひぇ」

「……何とおっしゃっているのか、このミリン、さっぱりわかりません」

　ミリンは表情を変えずにそう答えたが、羊肉に大口を開けてかぶりついた姫君の、眉み間けんに寄った皺しわを見れば、何と言ったかは大体想像がつく。

「わかりませんでしたが、姫様はお食事中でもなければ一所にとどまって下さいません。大事なお話ですので、このミリン、あえてお食事中にお伝えしているのです」

「ひょむむむほむむむ。むめむむももも！」

「何とおっしゃっているのか、このミリン、さっぱりわかりませんでしたが、現に姫様は、お食事のご用意が整ったと大声で叫さけぶまで、いつまでたってもお戻りにならなかったではないですか。お伝えせねばならないことがある、とお起きになってからからあれほど申し上げましたのに、全くお聞きにならずに今日きようも日が昇ったかどうかという頃から馬遊び。そのくせお食事だとお伝えすれば、馬より先に走ってお戻りになるって、それはいったいどんな山やま猫ねこですか」

　あくまで無表情に、淡たん々たんと思ったことをいうミリン。相当に無礼なことも言ったような気がするが、主あるじであるミーネが礼儀などを『全く』『一切』『全然』『これっぽっちも』気にしないので、問題にもならずにかれこれ八年、この山猫に仕えている。

　ミリンがそんな風に話している間に、ミーネは羊肉をむぎりっと嚙かみ切り、もぎゅもぎゅと咀そ嚼しやくして、ごきゅんと嚥えん下げした。嚥下したのと『それはどんな山猫ですか』が同時だった。

「今日の肉は、火を通しすぎじゃないか？」

「何を聞いておられたのやら、この山猫は。普通、口の中のものを飲み込んだのでしたら、私がお伝えしていたことについて、お返事をいただけると思いますのに」

「何を言う。大事なことだ。肉に火が通りすぎている。もっと生っぽいほうが美う味まいだろう」

「一体どこまで姫様は山猫なのですか。帝てい国こくの都から来た、あの教育係の男は、珍めずらしく姫様の行ぎよう状じようにめげもせず、本気でお相手してくれるようです。あんな一生懸けん命めいな教育係は、まずおりません。あまりからかってはいけませんよ？」

　あくまで淡たん々たんと言うミリン。

　彼女は族長の遠い血縁に当たる。血縁のことを言ったら、部族というのは血縁社会なのだからみんな遠い血縁に当たるのだが、ミリンの血筋を八人ぐらいたどると、族長イシルにたどり着く。そのぐらいの遠さなのだ。

　彼女のつとめは、末姫ミーネの世話係である。普通、部族の姫の世話係というと、着るものの用意とか化粧の手伝いだと思われているが、実際は。

　──山猫の、エサ係よ。

　実家に帰ったときに、ミリンはさらりとそう言ってのけ、両親の顔色を真っ青さおにさせたり真っ赤かにさせたりしたそうな。

　それはさておき。

「帝てい国こくの都から、遠路はるばる来られたのです。今度こそ、泣いて逃げ帰らせたりしないように、お願いいたします！」

　先日きた教育係とやらは、半日で都に逃げ帰ってしまった。なにしろ、ミリンも顔を見ていないのだ。ミーネにまみえたときに、教育係に何が起こったのか、誰も知らないのである。唯一真実を知っているはずのミーネ自身は、

　──つまらんやつだった。

　の一言しか言わなかった。

　──どんな『面白いこと』しやがりましたか、この山やま猫ねこは。

　ミリンはそう思ったのだが、結局、真実は不明である。

　その次の教育係は、ミリンも顔を知っている。

　二日目に、痣あざだらけになった顔を見せて。泣きながら都へと戻っていってしまった。

　その日に、一体何が起こったのか、誰も知らない。唯一真実を知っているはずのミーネは、

　──退屈なやつだった。

　の一言しか言わなかった。

　──どんな『楽しいこと』しやがりましたか、この山猫は。

　ミリンはそう思った。真実は闇やみの中である。

　そして、今日きよう、やってきた若い男が三人目。

「よろしいですか、姫様。せめて五日は持たせてくださいまし。あまり早く帰らせると、イシル様の面目が立ちません。私にはあまり関係のないことですが、姫様には関係のあることです。これ以上『面白いこと』や『楽しいこと』をしないように、してくださいまし」

　ミリンの言葉を聞き流しながら、ミーネは口のまわりを脂あぶらでぎとぎとにしたまま、

「やっぱり、火の通しすぎだな、うん……」

　と、だけ答えた。







　　　第三章「シムールの宝物」







　机に向かっていたミーネが、突然、ばたん！　と仰あお向けに倒れてわめいた。

「つまらん！　つまらん！　つまらんぞぉおおおお！」

　そばに座っていたミリンがたしなめるように言った。

「老ろう師しさまは、耳で聞いて覚えるように、まず簡単な帝てい国こく語から教えているではありませんか。言われたことを、そのまま口にして話すだけの、実に簡単なことでございます」

　ミーネは床に転がったまま、ミリンを見上げた。

「わしは子供でも、モノマネ鳥でもない！　『コニチハ』『コニチハ』『イイテンキデスネ』『イイテンキデスネ』なんてくだらんことを、繰り返してやる気は無い！」

「繰り返すから、身につくのでございます」

　正論である。

　正論ではあるが、それで納なつ得とくするなら、騒さわぎはしない。

　ミーネは足をばたばたさせてわめいた。

「つまらんものはつまらんのだ！　文字だの言葉だの知らんでもいいではないか！」

　ミーネは顔を上げると、机の向こうで途方にくれている晴せい凛りんを見上げて聞いた。

「おい、晴凛！　そもそも、そんなものが何の役に立つのじゃ？　文字を知ってれば、馬の足が速くなるわけではあるまい？　言葉を話せれば羊が多く子を産むわけでもあるまい。ならば文字や言葉に何の意味があるのじゃ？」

「そうですね、確かに馬の足が速くなるわけでも、羊が増えるわけでもありませんが……いろいろな人と話ができて、本が読めると、面白いことがたくさんありますね」

　ミーネはがばっと起き上がると、机の上に身を乗り出して聞いた。

「面白いこと？　それは何じゃ！　どんなことじゃ！」

　晴凛は目の前にいるミーネの顔を指差した。

「あなたですよ、あなたみたいな人と出会えるのはとても面白いことです」

「……にゃっ？」

　ミーネは何のことだかわからない、という顔になってしばらく考えていたが、やがて何かに思い当たったのだろう、晴凛をにらみつけて叫さけんだ。

「きさま！　わしの顔が面白いと抜かすか！」

「そうは言っていません。今まで会ったことの無い人に会って話をしたり、やったことの無いことに挑戦してみる、というのは面白い、という意味です」

「にゅ……？」

　ミーネは再び考え込んだ。

「うむ、確かに、馬に乗って、今まで行ったことの無い場所に行くのは面白い。行ったことのある場所でも、そこに行くときに初めての道を通るのは面白い。それは、新しい何かを見つけるからじゃな……」

「そういうことです」

　もっともらしくうなずいた晴せい凛りん。その仕草を見て、

「……ふぅん」

　ミーネの口元が、ふにゅっ、と動いた。

　──あ。これは……。

　ミリンは嫌いやな予感がしたのだが、晴凜は気付かない。

「晴凛、お前、馬に乗って遠とお駆がけをしたことはあるか？」

「え？　あ、いえ、ありませんね。そもそも僕は馬に乗ったことがありません」

　ミーネは蒼あおく丸い目を見開いた。

「何じゃと？　いい若い者が、今まで何をやっておったのじゃ！　わしは馬に乗れんようなやつを老ろう師しとは呼ばんぞ！　バカタレが！」

　バカタレと呼ばれた晴凛は、思わず、むっとなって言い返した。

「帝てい都とでは、馬に乗れなくても馬ば鹿かにされたりはしません！」

「ここは、侘タ瑠ル徒トじゃ！　帝都ではないわ！　侘瑠徒では子供でも馬に乗れるぞ！　郷ごうに入いれば郷に従えと言うではないか！　お前が馬に乗れるようになるまで、わしはお前から何も教わる気は無い！　さあ、書を仕舞え！　行くぞ！」

「行くぞって……どこにですか？」

「何を聞いておったのだ！　遠駆けじゃ！　きっと面白いぞ！」

「いえ、無理です……馬に乗ったことも無い人間に、できるわけがありません！　面白いわけないじゃないですか！」

　慌あわてる晴せい凛りんを見て、ミーネはにやっと笑った。

「ほう……？　やったことの無いことに、挑戦するのは面白い、と言ったのは、どこのどいつじゃ？　自分で言っておいて、それは無かろう？」

　自分の言葉が自分に返ってきた。晴凜は答えに詰まる。

「え、あ、いや、その……」

　ミーネは勢いよく立ち上がった。

「ごちゃごちゃ抜かすではない！　行くぞ！　今日きようは天気もよい！　遠駆けにはもってこいじゃ！」

「いや、ちょっと！　待ってください！　姫っ!?」

　座ったままだった晴せい凜りんの首根っこを摑つかみ、引っ張り上げる。

「さあ行くぞ！　さっさとついてこい！」

「うわぁあっ!?」

　問答無用の勢いで、ずるずると晴凜は引きずられていく。

　意気揚よう々ようのミーネの背中と、半泣きの晴凜を見やって、ミリンは何もなかったかのように、こう言って、手を振った。

「老ろう師しさまの負けでございます。無事のお帰りを、このミリン、お待ちしております」




　それから半刻が過ぎた頃。

　侘タ瑠ル徒トの街から少し離れたところにある丘の上に、晴凛とミーネの乗った白馬が一頭、ゆっくりと歩いていた。

　手た綱づなを取っているのは当然ミーネである。自分で馬に乗ることのできない晴凛は、ミーネの後ろに同乗している。

　一頭の馬に二人ふたりで乗るということは、要するに身体からだをくっつけて、後ろの人間は前の人間の腰に手を回し、しがみつく、ということである。

　細いミーネの腰に当てた手から伝わってくる、子供特有の柔やわらかな筋肉の動きを感じながら晴凛は思った。

　──いきなり馬に乗れって言われたときは、どうなることかと思ったけど……さすがは遊牧民のシムールの姫様だな。

　まるで馬と話ができるみたいに、自由自在に扱っているじゃないか。

　晴凛のそんな感かん慨がいに気づかぬまま、ミーネは西の空を眺ながめた。

　地平線のすぐ上にたなびく筋雲の他に、雲らしい雲は無い。抜けるような初夏の青空が広がっている。

　高原である北部辺境は空気が薄うすいせいだろうか、遠くの山々も近くの丘も、実にくっきりと浮かび上がっている。

「よし！　今日きようは夜まで天気がよい！」

「えっ？　何でわかるんですか？」

「西の空を見ればわかるだろう！　今日はずっと晴れじゃ！」

「え、あ、そ、そうか」

　天候は基本的に西から変わる。西の空を遠くまで見渡せるこの辺境の高原では、西を見れば、大体の天気がわかるのだ。

　晴凜も知識としては知っていたが、都で空を眺めたことは、めったになかったので気がつかなかった。

「わかったか！　では行くぞ！　まずタリム川までじゃ！　シムールの宝を見せてやる！」

　晴せい凛りんは驚いた。

　──シムールの宝？　何のことだ？

　もしかして……考えてみればこの子は姫様だ。族長にしか知られていない、膨ぼう大だいな財宝のありかを知っているのかもしれない……。

　もしかして、僕、あっという間に大金持ちになれるかも！

　晴凛が抱いだいた邪じや念ねんを知りもせずに、ミーネは、自分の背中にしがみついている晴凛に振り向いて、言葉を続けた。

「しっかり摑つかまっておれ！　さっきのように無ぶ様ざまに転げ落ちるんじゃないぞ！」

「えっ、摑まれって……」

　晴凜が聞き返す間もなく、ミーネが白馬の横腹を蹴けると、白馬は、その合図を受けて早はや駆がけに移った。

　後ろに乗っていた晴凛は、いきなり大きくなった馬の動きに、思わず悲鳴を上げた。

「お、おわっと！　ゆ、揺ゆれる！　落ちる！」

「早駆けに移ったのじゃからな、揺れるのは当たり前じゃ。それよりも、ちゃんと鐙あぶみに体重をかけて尻しりを浮かせろ！　馬の背にどっかり座り込むんじゃない！」

「わ、わかったよっ！」

　腰を浮かせた晴凛に向って、ミーネの声が飛んだ。

「口でわかったと言ったなら、ちゃんと身体からだも動かすのじゃ！　行くぞ！」

　ミーネはそう言うと、馬に鞭むちを当てた。

　白馬は一気に走り出した。

「うひゃああああ！」

「情けない声を出すな！」

　ミーネの乗る白馬は、悲鳴を上げる晴凛を後ろに乗せたまま、走り始めた。




　二刻ほど過ぎた頃。

　タミル川のほとりに広がる草地に、うつぶせに倒れ込んで息荒くうめいている晴凛の姿があった。

「はあ、はあ……ううう……」

　馬の背というのは揺れる。馬が歩くときは、鞍くらの上に尻を置いて座ることができる。だが、その場合でも常に腿ももの内側の筋肉を使い、内腿で馬の背中を挟はさんでいる必要がある。

　この内腿の筋肉というのは普通に生活している時には、まず使わない。その使ったことの無い筋肉に力を入れ続ける、というのは、はっきり言って地獄である。

　ましてや、気を緩ゆるめれば、そのまま馬の背中から転がり落ちる。走っている馬から落ちれば、運がよくても打撲、捻ねん挫ざ。運が悪ければ手足の骨折、もっと運が悪ければ首の骨を折ったり、折れた肋ろつ骨こつが内臓に刺さって死ぬことだってあるのだ。

　やっとのことで疲労と恐怖から開放された晴せい凛りんは、生きていることの喜びを嚙かみ締めるようにつぶやいた。

「ぜえ……ぜえ……足が……動かない……けど……生きてる……」

　そのすぐ横で、出会ったときと同じようにあぐらをかいているミーネが、あきれたように言った。

「まーったく、だらしがないのう。馬で駆かけている間、ずーっと泣きわめき続けるとは」

「泣いては、いないです……悲鳴は……上げたかもしれませんが……」

　晴凜は辛かろうじて反論した。

　ミーネは顔をしかめた。

「細かいことを言うでない、泣くのも悲鳴を上げるのも同じようなものじゃ！　帝てい国こくの……それも都から来たやつってのは、どうしてみんなお前のように細かいことばかり言うのじゃ」

　──もしかして自分は、やっぱりいちいち細かい男なのかな……？

　そう思わなくもない。

　ミーネの言葉は続いていた。

「あの弦げん斉ざいという男はそうでもないが、都から来た帝国の人間は、実に細かいぞ！　去年シャン族のところに来た役人は、わしらが飼っている馬の数、羊の数、これを全部数えて帳面につけていきおった。そして、今年ことし、また数えに来て、数が合わんと言って怒おこっておった。

　馬も羊も生き物じゃ、病気で死ぬこともあれば、産まれて数が増えることもある。帳面の数と合わんのが当然じゃ。じゃが、役人は、帳面に合わせろ、と言いよった……大馬ば鹿かじゃ」

　晴凛は弦斉の言葉を思い出した。

　──その役人は、現実じゃなくて書類のほうに力がある、と思い込んでいるんだろう。

　弦斉様が言っていた、書類に使われて書類に潰つぶされる役人って、そういうやつのことなんだろうな。

　ミーネは首を振って、目の前に流れるタリム川と、その両側に広がる地平線まで広がる草原を見て言葉を続けた。

「帝国の役人どもは……広くて、柔やわらかくて、気持ちのいいこの草原を見ても、何も思わんのじゃろうな……」

　ミーネは大きく息を吸い込んで、晴凛に向き直った。

「お前、この草原の匂においがわかるか？」

「……土の匂いがします」

「……そりゃお前が、うつぶせだからじゃ！」

　ミーネはなぜか不機き嫌げんそうに叫さけぶと、うつぶせのままの晴凜の襟えり元を摑つかんで、彼をひっくり返した。

「ぐげぇ!?」

　襟を持ち上げられて首が絞しまった晴せい凛りんの喉のどから、蛙かえるを踏ふみ潰つぶしたような音が漏もれた。

　ごろん、とひっくり返された晴凜の目に飛び込んできたのは、吸い込まれそうな蒼あおい空だった。

　雲ひとつ無い、どこまでも蒼い空に、ミーネの言葉がかぶった。

「そうやって空を見ながら、息を吸ってみろ！」

　晴凜は深く息を吸い、そして吐はいた。

「……ええと……」

「わかるか、それが草原の香りじゃ」

　これまでに吸ったことの無い香りだった。

　あえて言うなら、青物市場で、菜っ葉を大量に並べた店先の匂においに似ているだろうか。

　いや、それよりももっと、透き通った香りだ。

　強く鼻の奥を刺激する、それでいて優しく包むような香り。

　そして、蒼一色の空が、眼前に広がる。

　──僕は、こんな景色を見たことが無い。こんな匂いも嗅かいだことは無い。すべてが初めての体験だ。

　でも、心のどこかで、僕はこれと同じ光景と、同じ匂いを嗅いだことがあるような気がする。

　現実に……じゃない。

　そう、僕は、こんな光景を、こんな匂いを、心の中に思い浮かべたことがあるんだ。

　そう、あれは、こんな……。

　晴凛の口をついて、言葉がこぼれた。




『陽ひハ傾かたむケド草未いまダ蒼あおシ

　空澄すメドモ月未ダ見エズ

　果テニ見ユルハ故郷ノ邑むら

　遠カラン也憶おぼユル友輩』




　それは、誰が書いたのか憶えていない、古い詩うただった。

　いや、書で見たときには作者の名も書いてあったと思うが、忘れてしまっていた。

　それどころか、正しく口ずさんだかどうかも怪あやしい。韻いんも平ひよう仄そくもぐちゃぐちゃである。間違えて憶えているかもしれない。

　だが、この香りと蒼い空を感じたとき、口から出たのは、この詩だったのだ。

　そしてそれは、隣に座り込んでいたミーネにも聞こえていたらしい。

　仰あお向けに寝転がっている晴凛の目の前に逆さになったミーネの顔が現れた。

　ミーネは、空の蒼あおさに似た、その深く蒼い瞳ひとみをまん丸にして聞いた。

「今つぶやいていたのは、何じゃ？」

「え？」

「今つぶやいていた、まじないみたいなのじゃ」

「ああ、まじないなんかじゃないですよ。詩うたというやつです。うろ覚えですけどね」

　晴せい凛りんは、そっと身体からだを起こした。

　足に力を入れると、そのまま痙けい攣れんしそうなので、肘ひじを使って上半身をゆっくりと起こす。

　ミーネは、晴凛の横に、ちょこんと座って聞いた。

「ウタ？　今のも、歌なのか？　都ではそんな歌を歌うのか？」

「ああ、えーと、ウタといっても、歌とはちょっと違います。詩しとも言って、様々な情景を短い言葉で表すんですよ」

「うーん……よくわからんが、さっきつぶやいていたのは、いいと思った……今まで聴きいたことが無いからなのかもしれんが、こう……なんというか、響ひびきが心地よかったのだ」

「そうですか？　書物に載のっていたのをうろ覚えで思い出していただけです」

　少し照れたように頭を搔かきながら答えた晴凛の顔を覗のぞき込んで、ミーネが言った。

　蒼い瞳が、真っすぐに晴凜の顔を見つめる。

「ワシも、その詩とやらをやってみたい！　教えろ！」

「え!?　姫様が、詩を？」

　驚く晴凛を見て、ミーネは悲しそうな顔になった。

「だめなのか？」

「いや、ダメじゃないですけど、帝てい国こくの言葉や文字……国字というものを知らないと、ちょっと難しいですよ？」

　ミーネの目がぱかっと見開かれた。

「そうか！　なら、まずはその文字を教えろ！　そしたら詩もできるようになるんじゃろ!?」

「そんな簡単なものでもないですけど……いいですよ、文字なら、教えてあげます」

「よし、約束じゃっ！」

　実に嬉うれしそうに微笑ほほえんだミーネの顔を見て晴凛は思った。

　──ころころ表情が変って、見ていて飽きないよなあ、この姫様は。

　ホントに裏も表もない、そのまんまの子だ。

　ミーネは、ふっと笑った。

「約束じゃ、お前にシムールの宝を見せてやる」

「え？」

　思わず顔を上げた晴凛に、ミーネは晴凛が座っている地面を指差してみせた。

「これじゃ！」

「これって……？」

「お前が尻しりの下に敷いているその草、一本一本が、わがシムールの宝じゃ。草は羊を肥えさせ、数を増やす。草こそが、シムールの財産じゃ。そしてこのタリム川の水が、この草を育ててくれる。

　侘タ瑠ル徒トの街の東に広がる荒あれ地ちは、水が無いゆえに草が生えぬ。弦げん斉ざい殿は、侘瑠徒の街に引いているこのタリム川の水を、東にあるロンドの荒地にも引いてくれると約束した。

　水があれば、石と砂しかないあの荒地が、草地に変わる。草が生えれば風で砂が飛ばぬ。シムールも、砂で悩まされている帝てい国こくの民たみも喜ぶ。誰も不幸にならぬ……だから、シャン族は帝国と和議を結んだのじゃ！」

　晴せい凛りんは、目の前に広がる草原と、侘瑠徒の街に来る途中で通ってきた、赤茶けた砂と石が転がる広大な荒地を脳内で比較していた。

　──本当に、あの荒地が緑の草原に変わるんだろうか？

　乾ききった土地は、ひたすらに川の水を吸い込むだけで、きっと一年や二年じゃ目に見える変化なんかないだろう。

　──でも、五年、十年過ぎればわからない。

　大河の源流が、あの霊れい峰ほう山ざんの雪解けの水の一滴であるように、きっと弦斉様の引いた水は、長い時間の末に、あの土地を緑豊かな土地に変えるだろう。

　五年先、十年先を見越して考え、手を打つ……言うのは簡単だ。でも、それをできる人が、今の帝国の中にどれだけいるのだろう……。

　そのとき、晴凛の耳が、ぎゅっ！　と引っ張られた。

「痛ててててて！」

「何を難しい顔をして考え込んでおるのじゃ！」

「この草原のことを考えていたんですよ……ああ、痛てえ」

　耳を押さえながら、唇くちびるを尖とがらせた晴凛が答えると、ミーネはつん、と横を向いた。

「おまえも、都の役人と一いつ緒しよで細かいからな。どうせ、この草原に何本草があるのか、数えて帳面につけよう、とでも考えていたんじゃろう」

「そんな馬ば鹿かなこと考えるわけありません！　僕が考えていたのは、弦斉様のことです！」

「弦斉殿のこと？」

「ええ、そうです。僕が辺境に来た理由は弦斉様に憧あこがれたからなのです。姫様の師し範はんをやることになったのも弦斉様の命令なんです。あなたを、都に連れていっても恥はずかしくないお姫様にしてくれ、って言われたんですよ」

　ミーネはきょとんとした顔になった。

「そんなこと、誰も言わなかったぞ？　今までわしのところに来たやつはみんな、人を小馬鹿にしたような顔で見て、ああしろこうしろと命令するばかりで、何のために、という理由を一言も言っておらんかった……弦げん斉ざい殿の名前も、今、初めて聞いた……」

　ミーネは真ま面じ目めな顔になった。

「そうか……弦斉殿の言いつけか。わしは、てっきり、シャン族のところに来て、馬や羊の数を数えていった、あの役人どもがやらせているのだとばかり思っておった……なぜなら、わしのところに来て、ああせい、こうせいと言ったものどもは、みんなあの役人と同じ、人を小馬ば鹿かにした目でわしを見ていたからじゃ……」

　そして、ミーネは白い歯を見せて、にかっと笑った。

「お前は弦斉殿に似ておるな……弦斉殿も、シャン族の族長の家である大包建タオパイクーに初めて来たとき、わしをクソガキと呼んだのじゃぞ」

　あの思慮深い弦斉様が、怒いかりで我を忘れ、交こう渉しよう相手である、大事な族長の娘に向かって、クソガキ呼ばわりするということは……よほどひどいことをしでかしたのだろう。

　一体何をやってのけたのか……。

　それを聞く勇気は、晴せい凛りんには無かった。

　黙だまりこんでいる晴凛を、そのままにして、ミーネは乗ってきた白馬に近づくと、地面に垂らして石で抑おさえてあった馬の手た綱づなを手に取ってつぶやいた。

「さて、こいつに水を飲ませてやらんとな……晴凛、ちょっと手綱を持て。馬に乗ることはできなくとも、馬を引くくらいはできるじゃろう？」

「え？」

「いいから、立て！　さあ、早く！」

「は、はあ……」

　ガクガクする膝ひざで、よろよろと立ち上がった晴凛を見たミーネは、眉まゆをひそめた。

「何じゃ、足がふらついておるぞ、だらしないやつじゃなあ……まあよい、とにかくここに来て、馬の手綱を持て」

　晴凛は筋肉の疲労でおぼつかない足取りで馬に近づくと、ミーネの手から手綱を受け取った。

「ロヘリンはおとなしい馬じゃ。嚙かみついたり蹴けったりすることは、まずないから安心しろ」

「は、はい……」

「よし、ロヘリンを連れて、後からついてくるのじゃ」

　手綱を渡したミーネは、そう言うと、目の前を流れているタリム川に向かって歩き始めた。その後を追って晴凛も歩き出した。だが、ロヘリンと呼ばれた白馬は、一歩も動かなかった。

「あ、おい、動けよ、お前のご主人様が先に行ったんだぞ？　後を追うのが名馬ってやつじゃないのか？」

　晴せい凛りんは手た綱づなをぐい、と引いた。

　ロヘリンは、その乱暴な引き方にへそを曲げたのだろう。一回首を振って、ぶるるるる、と鼻を鳴らして歩き出した。

　……ミーネとはまったく違う方向に。

「あ、おい、違うぞ！　歩く方向が違う！　そっちじゃない！　おい、どこに行くつもりだ！」

　晴せい凛りんは手た綱づなを引っ張ったが、馬は言うことを聞かない、逆に晴凛は、馬に引きずられるような形で、まったく違う方向に連れていかれ始めた。

「おい、ロヘリン！　いえ、ロヘリンくん……いや、ロヘリンさま。お願いですから言うことを聞いてください。ねえ、ちょっと、おーい！」

　馬に引きずられるようにして遠ざかっていく晴凛を見て、ミーネが言った。

「おーい、晴凛、お前、どこに行くつもりだ？」

「そ、それは……その……馬に聞いて下さぁい！」

　ミーネはため息をついた後で、怒おこったような、でも、どこか嬉うれしそうにつぶやいた。

「ああ、もう！　ホントに情けないやつだ……わしがついてないと、何もできんのか、あいつは！」

　ミーネはロヘリンに駆かけ寄ると、鞍くらの脇わきに下げてあった皮袋の中に手を突っ込んで、砕くだいた小石のようなものを取り出して握ると、ロヘリンの鼻先に突き出した。

「ほら、これをやる、こっちに来い！」

　ロヘリンは鼻をふんふん、と鳴らすと、ミーネの握りこぶしのほうを向いた。

「今じゃ、手綱を引け！」

　晴凛は慌あわてて手綱を引っ張った。

　ロヘリンは、一いつ瞬しゆん、嫌いやそうに首を振ったが、ミーネの握った小石のようなものが気になるのだろう。そのままポクポクと歩き出した。

「よし、いい子じゃ。何も知らんやつに手綱を引かれても、へそを曲げるでないぞ」

　ミーネはそう言いながら、ロヘリンの鼻先で握っていた手を開いた。

　ロヘリンは長い舌を伸ばして、嬉しそうにミーネが握っていた小石のようなものを舐なめた。

「……それ、何ですか？」

「塩じゃ」

「塩？　そんなものを喜んで舐めるんですか？」

　晴凛の言葉を聞いたミーネは、半分あきれたように答えた。

「当たり前じゃ。馬は草を食う生き物じゃ、わしらのように肉を食わん。肉を食わん生き物は塩が足りなくなる。ましてや馬は汗をかく生き物じゃ。汗をかけば、もっと塩が欲しくなるのじゃ……そんなことも知らんのか？」

「ええ、今まで馬に触さわったこともありませんでしたし……」

「まったくもう、どうしようもないやつだな。仕方ない、わしが馬の扱い方をすべて教えてやる！」

　ミーネは、そう言うと、得意そうに胸を張った。




　次の日、南みなみ寮りようにある一室では、机に向かっている晴せい凛りんの横に座ったミーネが、目を輝かせて、晴凛の書く文字と、広げられた書物に見入っていた。

「これが帝てい国こくの文字か……難しいのう、晴凛はやはり頭がよいのじゃな。こんな難しい文字を書いたり読んだりできるのじゃからな」

「国文字は、口に出して読むときの音だけではないんですよ。文字そのものに意味があるのです」

「どういう意味じゃ？」

　怪け訝げんな顔になったミーネの前に、晴凛は『水』という字を書いてみせた。

「例えば、これは水という文字です。この水という文字を簡単にしたものは『さんずい』、と呼ばれます……」

　晴凛は『水』の文字の脇わきに『氵さんずい』を書いた。

「この三つの点が、それです。これは水の意味です。つまり、これがついている文字は水に関係するものを意味するわけです」

「ほう……面白いのう、パズルのようじゃ」

　興味を示すミーネはさらに身を乗り出し、晴凛の膝ひざの上に手をついて、机を覗のぞき込んだ。

　ミーネの身体からだの重みが、手のひらを通じて膝の上にかかってくる。とはいっても、小柄なミーネのことだから、大した重さではない。

　大したことはないが、逆にその重みがなんともむず痒がゆい。

「あの、姫様、そういう風に乗りかかられると、私が本を開けないのですが」

「気にするな。重くはないだろう？」

　──重くなければいいというものではありません。

　そう言ってミーネを押しのけようかと思ったが、晴凜は我が慢まんした。

　何はともあれ、あの山やま猫ねこ姫が自分から本を見ているのである。

　ここは我慢するべきだろう。

「ふむー……この『ちょんちょんぴょんっ』が水の意味なのか。帝国の文字は面白いのう」

　ミーネはそう言いながら、正座している晴凛の前にもぐりこんで来ると、そのまま膝の上にちょこんと座った。

　遠慮も何もあったものではない──というか、最初から無い。

　ミーネはと言えば、さっき晴凜が書いてみせた『ちょんちょんぴょんっ』を指でなぞり、筆跡を真ま似ねしている。

　その指は、どちらかといえば華きや奢しやな晴凜の指よりも、さらに小さくて細い。

　筆跡をたどる度、ミーネは『ちょんちょんぴょんっ』と口にして、それに合わせて頭も上下する。

　その髪からは柔やわらかな香りがしてきて、晴せい凜りんの鼻をくすぐるのだ。

　しかも、小さなお尻しりが膝ひざの上に乗っていて、『ちょんちょんぴょんっ』の度に、軽く揺ゆれるのである。

　柔らかい。

　瘦やせっぽちの、ガリガリの体形からは想像もつかないが……いろいろと柔らかいのである。

　蒸ふかしたての饅まん頭じゆうや、つきたての餅もちの柔らかさなら知っている。だが、今、晴凜の感じている柔らかさは、そういったものとは一線を画かくしていた。

　あえて言うなら『いろいろと、柔らかい』としか言いようが無い。

　しかし、この『いろいろ』は……。

　──よくない。いろいろとよくないっ。

　何がどうよくないのかは晴凜にもわからないが、この状態が続いたら、自分は一体どうなってしまうのだろう。

　困り果てた晴凛が辺りを見渡すと、そばにいるミリンと目が合った。

　晴凜は助けを求める視線を送ったが、ミリンは相変わらずの無表情である。

　──勉強をする気になっているようだから、我が慢まんしろってことか……。

　何ともむず痒がゆいこの状況、どれだけ耐えられるだろうか。

　不安になった晴凜は、とにかく声を出すことにした。
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「い、いかがですか、姫様？」

　声がちょっと裏返っていたが、何とか冷静に話しかけられたような気がする。

　ミーネはくるりと顔を向けて、

「つまり、このちょんちょ……じゃない、ええと……『さんずい』と他の文字を組み合わせて、水に関係のあるものの意味にする、ということか？」

「ええ、その通りです。例えばこれは『龍りゆう』という文字です……龍はご存知ですね？」

　ミーネは晴せい凛りんをにらんだ。

「馬ば鹿かにするな！　知っておる！　龍というのは、あれじゃ……すごくでっかいヘビのような生き物じゃ！」

「その、龍に水を意味する『さんずい』をつけると『瀧たき』という字になります、水が龍のように落ちている、という意味ですね」

　ミーネは目を輝かせてうなずいた。

「おお！　そうじゃ！　瀧じゃ！　わしはウルサムの山の奥で雪解け水が流れ落ちる大きな瀧を見たことがある。あれはまさに水でできた龍じゃった！　面白い！　他にもあるのか？」

「ええ、ございます。この字典という本には、色々な文字が載のっております」

　ミーネは手を伸ばして、字典を引き寄せて自分の前で開いた。

「どれ、見せろ！　うお、本当じゃ！　この本には、同じような『さんずい』がついた文字がいっぱい並んでおる！　これはすべて水に関係あるものを意味しているのじゃな？」

「そうでございます」

　うなずく晴凛を見上げた後で、ミーネは考え込むように顎の下に手を置いてうなずいた。

「うむ、考えてみれば水は大切じゃ。よい草を育てるのは雨と水じゃ。ロンドの荒れ野を沃よく野やに変えてくれるのも、タミル川の水じゃからな。大切なものだからこそ、さまざまな文字があるのじゃろう……この文字は、何と読む？　どういう意味じゃ？」

　目をキラキラ輝かせて、字典の文字に興味を示しているミーネは可愛かわいかった。

　──これだよ、これ。俺おれが求めていたのはこういう関係なんだ。

　命がけで馬に乗って、次の日に筋肉痛でのた打ち回る、なんてのは、俺の仕事じゃない！

　気を許すと、すぐに痙けい攣れんを起こしそうな筋肉痛に襲おそわれている晴凛は、幸せを嚙かみ締めながら、ミーネの質問に答えた。

「これは流、りゅう、と読みます、川などが流れ下るさまを意味します」

「ふむ、おもしろいのう、では、これは何と読む？　どんな意味じゃ？」

「それは……」

　晴凛は絶句した。

　ミーネが指差していた文字は、なんと『淫いん』の文字だった。

「えーと、あの、何というか……それは……」

「これも『さんずい』がついておる。さぞかしきれいな意味があるのであろう？」

　わくわくするような、期待する目で、じっと顔を見つめられた晴せい凛りんは、脇わきの下に冷たい汗が流れ落ちるのを感じた。

　──どうする。どうするよ。

　何と言って説明すりゃいいんだ？　ホントのことを言えばいいって？　馬ば鹿か言うな。こんな天てん真しん爛らん漫まんな……というより、性悪山やま猫ねこと言ったほうがしっくり来るような女の子だけど。

　こっち方面に関しちゃ、まるっきりの子供だし。ぶっちゃけ、僕も、その文字に関する知識は、悪い友達から聞いただけの耳学問だし……。

　晴凛の心が青春の光と影の間で揺ゆれ動いていた、そのとき。

「……おおっ」

　ミーネが叫さけび声を上げた。

「どうしました？」

　覗のぞき込むと、ミーネは字典の次のページを開いて、文字を指差していた。

「見ろ見ろ見ろ！　これじゃこれ！　これ、晴凜の字じゃろ？」

「『凜』……ええ、そうです。僕の名前の文字です」

　ほっとしたように晴凛が答えると、ミーネはさっきよりも、もっと興奮したように目を輝かせた。

「晴凜の字も『さんずい』なのだな！　いい水なのだ、お前も！」

「……えーと。さんずいじゃありませんよ。『にすい』です」

「『にすい』？　違うのか？　水ではないのか？」

「近いけど、違います。『にすい』は氷を意味します」

「氷……」

　晴凛は言葉の端に自じ嘲ちようの響ひびきを込めて答えた。

「ええ、そうです。水の仲間に入れてもらえない……使えない、氷です」

「……」

　ミーネは、黙だまったまま晴凛の顔を見上げていたが、いきなりその顔に抱きついた。

「そんなことはないっ！」

「え……わぷっ!?」

　晴凛の頭に抱きついたまま、ミーネは叫んだ。

「晴凜はあたたかい！　いい水だ！　こ、凍こおっているというなら……わたしが、あたためてやる！　遠とお駆がけにいくぞ！　誰かおる？　馬を持て！」

　晴凛は慌あわてて答えた。

「あ、ちょっと！　今は勉強の時間です！　私は馬は苦手で……」

「うるさいっ！　苦手なのは乗らんからだ。乗れば嫌いやでも上う手まくなる！」

　晴せい凛りんとミーネのやり取りを黙だまって聞いていたミリンが、すっと立ち上がった。

「え？　あ、ちょっと！　ミリンさん、どこへ？」

「馬の用意をして参ります……」

「おお！　頼むぞ！　今日きようは昨日きのうより、もっと遠くまで駆かけさせるからな！」

　ミリンは、にっこり笑ってうなずいた。

「かしこまりました」

「いや、いいから、馬はいいから、ちょっと！　ミリンさん！　待ってよ！　待てってば！」

　晴凛の見ている前で、ミリンは部屋の外に出ると、部屋の扉を閉めた。

　扉を閉めるときに、ちらりと見せたその横顔に、面白がるような微び笑しようが浮かんでいたように晴凛には見えた。







　　　第四章「悪の秘密結社」







　晴凛がミーネの教育係になってから二週間が過ぎようとしていた。

　もともと、頭の回転が速いのだろう、ミーネは、この二週間で簡単な会話なら聞き取れるくらいにまで帝てい国こく語が上達していた。

　話すほうと文字の読みは、まだ基礎的な単語を並べることしかできなかったし、書くほうに至っては、筆の持ち方から始めなければならなかったため、やっと画数の少ない字をいくつか書けるようになった程度だが、二週間前、晴凛と出会った頃に比べれば格段の進歩だった。

　勉強を教えると言っても、晴凛は教育の専門家ではないし、教科書があるわけでもない。晴凛は自分が言葉を覚えたときの方法をそのままミーネに当てはめた。

　つまり、知識を一方的に詰め込むのではなく、帝てい都との景色や名物、ファッションなどという話題でミーネに興味を持たせ、その流れの中で会話や文字や、帝国の歴史や風習、礼儀などを教えていったのである。

　興味を持たせることを前提にして教える、こういったやり方は暗記ができない。

　いかに効率よく正しい答えを記憶するか、ということに特化した受験勉強には向いていない。だが、視野を広め、知識が増えることを楽しいことだと思わせる……いわゆる教養を身につけるには、こういったやり方が最適である。

　この晴せい凛りんの教え方が天てん衣い無む縫ほうな性格のミーネに合っていたのだろう。ミーネは以前のように一人ひとりで勝手に南みなみ寮りようを抜け出すことも無く、晴凛が来るのを心待ちにするようになっていた。

　……とはいえ、晴凛を馬に乗せて街の外に出かける遠とお駆がけは、ほぼ毎日続いていた。

　午前中は、真ま面じ目めに晴凛の授業を受けているが、午後になると、なんだかんだと難なん癖くせをつけて、晴凛を引っ張り出し、馬に乗せて走り出すのである。

　この日、いつものように遠駆けから帰ってきたミーネは、南寮の庭先に馬を乗りつけると、後ろにしがみついていた晴凛に言った。

「晴凛！　お前もずいぶん上達したな。馬を走らせても悲鳴を上げなくなったし、馬の動きとわしの身体からだに合わせて身体が動くようになった。次からはお前一人でも乗れるように練習をするぞ！　いいな！」

「……はあ……そうですか……」

　疲労困こん憊ぱいし、息も絶え絶えになった晴凛は、そう答えると、まるで小麦粉の入った大きな袋が落ちるときのように、どさり、と音を立てて馬から下りて、その場にしゃがみこんだ。

「おかえりなさいませ……」

　庭先に出迎えていたミリンが、小さく一礼して馬の手た綱づなを取ろうとしたのに、ミーネは首を振ってみせた。

「よい、ロヘリンの世話はわしがやる！　明日あしたからロヘリンは晴凛の馬じゃからな。暴れぬようにしっかり言い聞かせてやるのじゃ」

　ミリンは目を丸くした。

「ロヘリンをお譲りになるのですか？　他の馬ではなく？」

「うむ、ロヘリンは、おとなしくて聞き分けがよいからな、晴凛のようなシロウトにはちょうどいいのじゃ。ロヘリンの世話が終わったら、水浴びをするぞ！　用意を頼む」

「かしこまりました」

　ミリンはそう言ってミーネを見送った後で、しゃがみこんでいる晴凛の顔を覗のぞき込んだ。

「おツカレのようですね？」

　返事をするのも億おつ劫くうなのだろう、晴凛は眉み間けんに縦たて皺じわを寄せたまま黙だまってうなずいた。

「……もしかシて、姫様の遠駆けをイジメだと思ってマスか？　イヤガラセしていると……」

　晴凛は顔を上げた。

「違うんですか？」

　ミリンは、やっぱり……という顔で、小さくため息をついた。

「コレは姫様の恩返シです。シムールニハ、乳には乳を血には血を、という掟おきてがありマス。恩を貰もらったら恩を返ス、仇あだを受けたら仇を返す。とイう意味です。姫様は、帝てい国こくの言葉やシキタリを教えてくれる、アナタに、乗馬を教えることで恩返ししてイるのデス」

「……いりません、と言うわけにはいかないのかな？」

「シムールにとって貰った恩を断られるトいうことハ、絶縁を意味シます。お前の顔など見たくもないわこのクソ野郎……という意味になります。末代まで恨うらまれマスヨ」

「……それは……嫌いやだな」

　参ったな、という顔をする晴せい凛りんを見て、ミリンは諭さとすように言った。

「がんばって姫様の恩返しを受け止めてヤッテクダさい。ロヘリンは姫様にとって特別な馬デス。姫様が十歳のトキに、姫様の母上が亡くなりマシタ。そのときに、族長であり、父親であるイシル様が姫様を元気づけるために贈ったのが、あのロヘリンなのデす。姫様はロヘリンを本当に可愛かわいがってオリました。まさかロヘリンを他人に預けるトハ思ってもみませんデシタ……姫様ハ本気デす」

「……これ以上、本気でやられたら……死にます」

　半分泣きそうな声で答えた晴凛の顔を覗のぞき込んで、ミリンはつぶやいた。

「……確かに、顔色がどす黒イですね、死相が現われてます……」

「ひえ……」

　ミリンは視線を西の空に投げ、しばらくじっと見つめていたが、やがて、にっ！　と笑った。

「大丈夫デす。明日あしたから雨デす。遠とお駆がけは無理。あなたハ休めます」

「え？　わかるの？」

「雲の流れ、風の湿気、これが読めれば大丈夫……では、姫様の水浴の用意がありますので」

　そう言い残して井戸のほうに歩いていくミリンを見送った晴凛は、顔を上げて西の空を眺ながめた。

　夕日の手前に、何本もの赤紫色の雲が流れているのが見えるが、これといって普段の夕日と違いは無いように見えた。

　──本当に明日から雨が降るのかな？　もし、本当に雨が降ってくれたら、ありがたいけどな……。

　晴凛は、そんなことを考えながら、ゆっくりと立ち上がった。

　太ふと腿ももの付け根から、骨盤にかけて、骨の奥のほうが、みっしりと重い。背筋も硬かたくこわばっているのがわかる。

　晴凛は足を引きずるようにして、南みなみ寮りようの玄関に向かって歩き始めた。




　次の日の朝。空は灰色の雲に覆われていた。

　昼少し前になって、ぽつぽつと降り始めた雨は、昼過ぎには本降りになった。

　雨雲が引く垂れ込めた空を見上げて、晴凛は思った。

　──よかった、雨だ。これで今日きようは馬に乗らないですむ。

　今まで生きてきて、今日ほど雨がうれしいと思った日は無いな……。

　雨は二日間降り続いた。

　そして三日目の朝。空は見事なまでに晴れ渡っていた。

　大気の中の埃ほこりが洗い流されたのだろう。透明度の高い澄すみ切った空を背景に、万年雪を頂いた霊れい峰ほう山ざんがくっきりと見えている。

　精せい勤きん寮りようの前の道の、あちこちに残る大きな水溜たまりに映る青空と霊峰山を見て、晴せい凛りんは考えた。

　──道がぐちゃぐちゃだ。きっと街の外の草原にも、泥でぬかるんでいる場所があるんじゃないかな？

　……と、いうことは、天気がよくなっても、馬で遠とお駆がけに行くのは無理だってことだな、うん。

　晴凛は嬉うれしそうにうなずくと、ミーネのいる南みなみ寮りように向かって歩き始めた。




　いつものように机に向かって文字の勉強を始めてから、四し半はん刻ときが過ぎた頃だろうか。

　ミーネがぐずりだした。

　昨日きのう、一昨日おとといは、なんとか半刻は集中していたのだが、今日はどうにも我が慢まんができないらしい。

「晴凜ー……つまらんー……」

　机に顎あごをつけて、頰ほおを膨ふくらませて、ブツブツ言い始めた。

「つまらんつまらんー……これ以上机に向かっていては、カビが生えそうじゃー」

　昨日、一昨日は一日中雨が降っていたので、遠駆けにも出ずに南寮にいたせいだろう。イライラが募つのっているらしい。

「一日や二日外に出なくても、カビは生えませんよ」

　晴凜は、そう言って次の文字に移ろうとしたが、

「つーまーらーんー……」

　かたんかたんと、ミーネは机を揺ゆらし始めた。

　字の読みを教えていたから、筆や墨は乗せていなかったが、字典や詩経の写しやらの教材が、ばさばさと落ちていく。

「ああっ、駄だ目めですよ、本は大切に扱わないと！」

　慌あわてて晴凜は本を拾うが、ミーネは委細構わず、机を揺らし続ける。

「だぁーってーっ、つー・まー・らー・んー！」

「つまらんつまらんって、単に身体からだ動かしたいだけでしょう、姫様は」

「当然じゃ。身体は動かさねば衰おとろえる」

「もっともらしいことを言わないで下さい……」

　晴凜は、さて、どうしたものだろうかと考えた。

　──一応、昨日きのうは予定よりも進んだんだよな。それに、この様子では、無理矢理勉強させようとしても、ロクなことにはならないだろう。例えばまた馬の遠乗りに引っ張り出されたら。今度は筋肉痛ではすまない……いや、今度は死ぬ。

　三日前の遠とお駆がけのとき、僕は死神の声を聞いた。間違いなく今度は死ぬ。

　──それならば……。

　晴せい凛りんはうなずいた。

「……よし。わかりました。では姫様、今日きようは、街に出ましょう」

「つーまーらー……ん？　街？　街に行くのか!?」

　机を揺ゆらす、かたんかたん、という音が、がたんがたん、に変わり始めていたところで、ぴたりと止まって、ミーネの目の色が変わった。

「ええ、街の市場を見てみましょう。僕も一度ゆっくりと見てみたかったですし」

「よしわかった！　行くぞ！」

　ミーネはそう叫さけぶと、立ち上がって部屋から走り出そうとした。

「ちょっと待って！」

　晴凛は慌ててミーネの腕を摑つかんだ。

「どうしたのだ？」

「そんな格かつ好こうで街に行くつもりですか？」

　ミーネは、下穿ばきの上に、白い肌着のようなものを上から着ただけの自分の格好を見下ろした後で、怪け訝げんな顔になった。

「……いかんのか？　いつもこの格好でいるではないか」

「その格好が許されているのは家の中だからです。家の外に出るときは、それなりの格好をしなくてはいけません」

「なぜじゃ？」

「家の外では誰に出会うかわかりません。恩のある人、尊敬する人、そういった人と出会ったときに、恥はずかしくない服装をするのは礼儀です。別に着飾る必要はありませんけど、やはりそのあたりのけじめはつけておくべきだと、僕は思いますよ」

　ミーネは唇くちびるを尖とがらせて不満そうに言った。

「晴凛は、人を外見で判断するのはよくないことだ、と言ったではないか……ならば外見にこだわることは無いのではないか！」

　晴凛は微び笑しようを浮かべて首を振り、姿勢を下げてミーネと目を合わせた。知らないことを教え導く時は、晴凛はミーネを目上の人間として語る。けれども、ミーネがすでに知っていることを思い出してもらう時は、晴凛は対等の友人として語る。晴凛はそれを半ば無意識にやっていた。

「僕は、そんなことは言っていないよ。僕が言ったのは、人を外見『だけ』で判断してはいけない、と言ったんだ。

　その人がいい人なのか悪い人なのか、信用できるのかできないのか。そういった判断をするときは、態度や、言葉や、今までどんなことをやってきたのか、いろんな角度から見て判断しなくちゃいけないってことさ。

　人を騙だましてお金を取る詐さ欺ぎ師は、みんな立派な紳士の格かつ好こうをしている。見た目だけで判断して、お金を騙し取られてしまう人が後を絶たないのは、それだけ見た目が大事だってことの証明だろ？」

　晴せい凛りんはちょっと真ま面じ目めな顔になってミーネを見た。

「君はシャン族のお姫様だ。シムールの代表者だと言ってもいい。君がだらしない格好をすれば、シャン族が……いやシムールの人たちが馬ば鹿かにされることになる。そして、シャン族と和議を結んだ弦げん斉ざい様も、同じように馬鹿にされるんだ……君は、そういったことを考えたことがあるかい？」

　ミーネははっと目を見開いた後で、恥はずかしそうに下を向いた。

「……いや、そんなことなど、考えたことも無かった。わしを、こんなところに閉じ込めている帝てい国こくの役人どもを困らせてやろう、としか考えていなかった……」

　晴凛は静かに答えた。

「知らずに、わからずに、やってしまったことは仕方ありません。でも、知って、わかっても、やり方を変えようとしないのは愚おろか者と言います」

　ミーネは素直にうなずいた。

「わかった、着替える。着替えて街に行く！　ミリン！　服を用意してくれ！」

「服はいつも用意してあります。姫様が着ないだけです」

「うるさい！　今日きようからちゃんと着る！　わしは愚か者ではないぞ！」

　晴凛は笑いながら立ち上がった。

「では、私は渡り廊下でお待ちしています……」

「うむ、着替えたらすぐに行く、待っておれ」

　その言葉が終わらないうちに、服を脱ぎ始めたミーネを見て、晴凛は慌あわてて部屋から逃げ出した。

　南みなみ寮りようの入り口に立って、ミーネの着替えを待っていた晴凛のところに、誰かが近づいて来る足音がした。

　──南寮は男子禁制のはずだけど……誰だろう？

　振り向いた晴凛は目を見開いた。

　足音の主は弦斉だった。

「おお、晴凛くん。そこを通りかかったら、君の顔が見えたのでね。ちょっと様子を見に来たのだ……南寮の中には入るつもりはない」

　弦げん斉ざいはそう言って笑った後で、少し真ま面じ目めな顔になった。

「……で？　どうだね？　山やま猫ねこ姫の様子は。相変わらず馬に乗ってあっちこっち出歩いているようだが……勉強、というか常識を教えるほうは上う手まく行っているのか？」

「え、ええ。まあ、何とか私の言うことを聞いてくれていますね……確かに、乱暴で奔ほん放ぽうで手に負えない山猫みたいなお姫様ですけど、逆を言えば純粋で人を疑うことを知らないというか……根は素直な子だと思います。

　時間はかかると思いますけど、きっと大丈夫……だと思います」

　弦斉はほっとしたような顔になった。

「うむ、山猫姫が君になついている、という話は聞いている。教師として一番肝心なことは信頼されることだからな。まあ、色々大変だろうが、がんばってくれたまえ」

　弦斉がそこまで言ったとき。

　南みなみ寮りようの入り口の戸ががらっと開いて、ミーネが飛び出してきた。

「晴せい凛りん！　着替えたぞ！　これでいいのか？」

　ミーネは、晴凛の前に立っている弦斉を見て、目を丸くして口を押さえた。

「な、何で、こんなところに弦斉殿がおるんじゃ！」

「弦斉様は、僕の仕事ぶりを見に来られたのさ、僕が真面目にやっているかどうかをね……」

　晴凛の言葉を聞いたミーネは、はっとしたように顔を上げると、弦斉に向き直った。

　そして、帝てい国こくの宮きゆう中ちゆうの作法と同じように、手を体の前に添えて、膝ひざを曲げ、小さく頭を下げる挨あい拶さつをしてから、帝国語で言った。

『ごきゲンいかガでしょウカ、弦斉ドの……今日きようハ、いい天気デすね』

　弦斉は信じられないものを見たかのように目を見開いたまま、ぽかんと、口を開けた。

　その顔を見て、晴凛は思った。

　──無理も無いよな。弦斉様から見れば、山猫が目の前でいきなり立ち上がって、人間の言葉をしゃべったようなものだものな……。

　弦斉は、しばらく無言で、口をぱくぱくさせた後で、やっとのことで答えた。

「あ、いえ……こちらこそ、ミーネ姫にはご機き嫌げん麗うるわしゅう存じます」

　弦斉の丁寧な帝国語が聞き取れなかったのだろう。ミーネはちょっと困ったような顔で晴凛を見上げた。

「弦斉様は、ご機嫌いかがですか？　とおっしゃったのですよ」

　ミーネはにっこり笑うと、弦斉に向き直った。

『よい！　とてもよい』

　その、あまりにくだけた言い方を聞いて。晴凛は焦あせった。

「あ、いや、まだ丁寧な言葉遣いを教えておりませんので……申し訳ありません」

　弦斉はミーネをしげしげと眺ながめて、感嘆するような口調で言った。

「いやいや、とんでもない。まさかミーネ姫に、帝てい国こく語でご挨あい拶さついただけるときが来るとは思ってもいなかった……貧民街の物もの乞ごいのような格かつ好こうで走り回っていたクソガキ……あ、いや、おてんば娘を、たった二週間で、これほどまでにしてのけるとは……いや、たいしたものだ……」

「恐縮です……」

　頭を搔かいた晴せい凛りんの腕を、ミーネが引っ張った。

「挨拶は終わったのじゃろう？　晴凛！　行くぞ！」

　ミーネの様子を見た弦げん斉ざいが聞いた。

「これからどこかに行くのかね？」

「あ、はい、ちょっと街に出て、生きた帝国語を聞かせてあげようかと思いまして……」

「うむ、言葉というのは机の上だけでは学べないからな。実践があって、初めて身につくものだ……気をつけて行って来なさい」

　その、弦斉の言葉の中にあった、「行ってきなさい」という単語を聞きつけたのだろう。ミーネはにっこり笑って帝国語で答えた。

『行ってキマす！』

　ミーネに腕を引っ張られて、去っていく晴凛の後ろ姿を見送って、弦斉は感心したようにつぶやいた。

「……最初にここで会ったときは、どうなるかと思ったが……いや、見直した」

　──あの山やま猫ねこ姫が、あれほどまで慕したうということは、おそらくあの男もまた、根は素直で純粋なのだろう。

　正直で素直な性格は、すべての根こん本ぽんだ。仕事をするにも、人の上に立つにも、人徳が無ければ成り立たぬ。

　──あの男、意外な堀出し物かもしれんな。

　弦斉が、そんなことを考えているとも知らず。晴凛とミーネとミリンの三人組は、街の市場に向かって歩いていた……いや、正確には、走るミーネを追いかけていた。

「早くするのじゃ！　何をぐずぐずしておる！　先に行くぞ！」

「待ちなさい！　道がぬかるんでマス！　走ると転びますヨ！　転んで泥だらけになったラ、誰が洗濯すると思っていやがりますか！　この山猫は！」

　ミリンの言葉などどこ吹く風。ミーネはそのままてけてけてけ、と市場に向かって走っていく。

「こら！　待ちなさい！」

「待てよ！　勝手に行くな！　おい！」

　晴凛とミリンの驚き慌あわてる声を聞いたミーネは、ちらっと振り返ると、舌をぺろっと出してそのまま市場の中に消えてしまった。

　侘タ瑠ル徒トの街には、都から様々な商人や旅芸人がやってくる。

　この地方でしか得られない産物もあるし、さらに遠方から渡ってくる産物もある。そういうものを求めて商人がやってくるのだ。

　そして、人が集まれば、そこには娯ご楽らくのために、旅芸人もやってくる。

　街の市場の入口には、そんな旅芸人たちがしばしば見せ物小屋を立てる場所がある。

「あノ山やま猫ねこ、街の中でモお構いなしデす！　どウしますカ？　二ふた手てに分かれまスか？」

「うーん。そこそこ人出も多いし、分かれても後で合流できないかもしれませんね。もうすこし、一いつ緒しよに探しましょう」

「わかりまシた」

　晴せい凛りんは、ふう、と小さくため息をついた。

　──市場に着くなり、これだ。おとなしくしていると思った僕が馬ば鹿かと言えば馬鹿だよな。

「参りましたね。小さい子供みたいに、手を繫つないでいるべきだったかなあ」

「老ろう師しさま、あノ山猫のこトまだわかっておられませンね。アレにハ、首に縄をかけておかないト駄だ目めでス」

「いくらなんでも、そこまでは……いや、でもなあ……」

　首に縄をかけられ、憮ぶ然ぜんとした表情のミーネを想像して、晴凛は思わず苦笑いを浮かべた。

　商人たちや、買出しに来た近隣の遊牧民や、村の住民たちが忙せわしげに歩き回る市場を見回して、ミリンが言った。

「あノ山猫は、きっと珍めずらしいもノや、おもシろそうナもノを探していルと思いマす」

「なるほど。それじゃあ、そこの見せ物小屋にいるかもしれないですね」

　晴凛の指差す先には、テントの上から色とりどりの布を掛けて風になびかせ、金属製の打楽器を叩たたきながら真しん鍮ちゆうのラッパ型の楽器を吹いて客を呼び込んでいる小屋があった。

　入り口の脇わきに、ユーモラスな顔をした人形が三体ほど置かれているのを見ると、どうやら、それは人形劇を見せる旅の芝居の一座らしかった。

「あれハ、人形げキですネ……姫様ガ真っ先ニとびつキそうですネ」

「じゃあ、あそこの小屋の前に集まっている人だかりを覗のぞいてみましょうか？」

「それガいいト思いマす」

　ミリンがそう言ってうなずき返す。すると、

　パンパパンパパパパンパンッ！

　あたりの空気をはじけさせるような甲かん高だかい轟ごう音おんが響ひびき渡った。

「ヒあウっ!?」

　ミリンは驚きのあまりその場でしゃがみ込んでしまった。

「ナ、なンですかいまノは!?」

　怯おびえた荒あれ地ちウサギのような目になって、あたりを見回したミリンに声がかかった。

「ああ、いまのは爆竹ですよ、お嬢さん」

　答えたのは、晴せい凜りんではなかった。

　ちょうどその後ろにいた、瘦やせぎすの男。

「伏ふせ龍たつさん？」

　そう。先日飯めし屋やで会った、伏龍であった。

「よう、教育係殿。今日きようは市場の見物かい？」

「ええと……まあ、そうです」

「ふうん……おっと、お嬢さん、手をお貸ししましょう」

　晴凜の返事に、ちょっと考えるそぶりを見せてから、伏龍はミリンに手を差し伸べた。

　その手のひらをじっと見てからミリンは、

「いエ、結構でス。このミリン、知ラぬ男に手を借りるほドやわではありまセん」

　と、手を軽く払って、一人ひとりで立ち上がった。

「おっと。それは失礼を」

　そのとき、再び、

　パンパパンパンパンッ！

「きゃアっ!?」

　また爆竹の音がして、ミリンは耳を手で押さえてしゃがみ込んでしまった。

「ははは、爆竹は初めてですか？」

　そう言いながら、伏龍はまた手を差し伸べた。

「爆竹？」

　伏龍は、見世物小屋の支柱の先にぶら下がっている細い竹を短く切って、並べたものを指差した。

「ええ、そうですよ。あれが爆竹です。細い竹の中に化か薬やくというのを詰めて火をつけて破裂させて、激しい音を出す道具です。都でもまだ珍めずらしい代しろ物ものですがね。向こうの芸人が客寄せに使っているんですが、ここにきた芸人も真ま似ねをし始めたようですね」

「……こンな物ぶつ騒そうな音で集まってくるトか、延えん喜ぎの人ハ何考えていやがるンですか」

　差し伸べられた手を、また払いながら、ミリンは立ち上がった。

「何考えていやがる、って……ははは、厳しいですね『山やま猫ねこ姫』の女じよ官かん長さまは」

「……何のコとですカ？」

　伏龍は、晴凜がミーネの教育係であることを見抜いたときのように、どうやらミリンの正体を見抜いたらしい。

　ミリンは相変わらずの無表情のまま、半歩下がる形で右足を引いた。

　その姿は体術や拳けん法ぽう家の仕草に似ていた。

　伏龍は、そのミリンの警けい戒かい心に気がついていないような、屈くつ託たくの無い顔で、さらりと言った。

「いやあ、晴せい凜りんと一いつ緒しよにいるなら多分姫様絡がらみの人だろうなと。そして帝てい国こく語を話せるシャン族の見目麗うるわしい女性となれば、これはもう、姫の直属の御家来に違いない。そう考えただけのことですよ……」

「……」

　とうとうと述べる伏ふせ龍たつを、ミリンは黙だまって見つめていた。

　表情は動かない。ただ、晴凛には、その切れ長の目が、さらに細くなったような気がした。

「……まあそれはそれとして、爆竹に驚いて可愛かわいらしい悲鳴を上げるようなお方というのは、俺おれは嫌いじゃないですな」

「……私はそういうコとを言う男は好きじゃナいでス」

　──表情変わってないけど、もしかしてこれはにらんでいるんじゃないか？

　横で見ていた晴凜は、そんな風にも感じた。何となく、そんな気がする。

　このままだと、この二人ふたり、喧けん嘩かになるんじゃないだろうかと思えてきて、何か話を逸そらそうと口を開きかけるが、今度は別の言葉に遮さえぎられる。

「やっと見つけたぞ、晴凜！　何をぐずぐずしていたのじゃ！」

　聞きなれた甲かん高だかい怒ど鳴なり声と共に、いきなり袖を、ぐい、と引っ張られた。

「え……ああっ、姫様っ!?」

　そう。さっきまで姿の見えなかったミーネが、そこにいた。

「まったく、どこにおったのじゃ！」

「……そりゃ、こっちの台詞せりふです」

「まあよい、晴凜！　ついてくるのじゃ！」

「え？　な、何ですかいったい!?」

「いいから早くしろ！」

　と、ずるずると晴凜を引きずるように、見せ物小屋のほうに突き進みはじめた。

「ちょっと待ってくださいよ、ねえっ、っていうか勝手にどこでも行かないでくださいよ！」

　その様子を見たミリンは、伏龍に向かって身構えるように引いていた右足をすっとひきつけると、軽く一礼した。

「失礼しマす。姫様のオ守もりをシなくてハなりませんノデ」

「え？　あ、ああ、お気をつけて」

　そう言って頭を下げた伏龍に見向きもせずに、ミリンはミーネと晴凛のもとに向かう。

　それを一いつ旦たんは見送った伏龍だったが、ふと思い立って、後からそれを追いかけていった。




「見ろ見ろ、晴凜！　あれは何だ!?」

「あれ、って……からくり人形の芝居ですね」

「おお、おおおおお……すごいぞすごいぞ、おお……動く動く！」

　ときおり、からからというからくりの音を立てて、人形が棒から棒に飛び移るさまに、大声で騒さわぐミーネを見て、晴せい凛りんは小さくため息をついた。

　──やれやれ。やっぱり子供だなあ。

　僕も、帝てい都とにからくり人形の芝居が来るのが楽しみで、よく出かけたものだ。

　そういえば、このからくり芝居一座も、昔、帝都で見たことがあるような気がする……。

　もっとも、似たようなからくり芝居をしている旅の一座って、帝てい国こく中にいるんだろうし、どれもみんな同じように見えるから、僕が子供の頃に見ていた一座とは違うのかもしれない。

　そんなことを考えていた晴凛の袖を、ミーネが引っ張った。

「晴凜晴凜！　芝居を見るなら飴あめを買えというのじゃ！　ワシは金を持っておらん！　買ってくれ！」

「ええ!?　全く、本当に子供だな……一番小さいのでいいか……」

　ミーネは慌あわてて首を振った。

「ダメじゃ晴凜！　お前は何もわかっておらん！　おっきいのじゃ！　一番おっきいのに決まっておる！　シャン族の族長の娘が、そんなちっぽけな飴で満足したとあっては、シャン族の沽こ券けんに関わる！」

「ええ!?　三倍の値段ですよ!?　……全く、ホントに子供だなあ……」

　根負けした晴凛が、懐ふところから財布を出そうとしたとき、ミリンの声が飛んだ。

「いけませン！　ゼイタクは敵でス！　小さいので充分でス！」

「えええっ！　いやじゃ、大きいのが欲しいのじゃ！」

「ダメでス！」

　きっぱりと答えるミリンに、ダダをこねるミーネ、そして困ったようにそれを見ている晴凜の三人を見て伏ふせ龍たつは思った。

　──何だかんだ言って晴凛のやつ、山やま猫ねこ姫としっかり馴な染じんでいやがるな……。

　あいつは根が素直、というか正直者だから、他人を警けい戒かいさせないんだ。

　その素直で正直な部分で損をするときもあるだろうが、逆に得をすることも多いだろう。他者に愛されるは徳にして得なり……。

　伏龍がそんなことを考えていると、また客寄せの爆竹が鳴った。

　パパパパパパンパンパパパン！

　ぴゅん。

　彼の目の前を、白い煙の帯を引いて何かが飛んでいった。

　──何だ？

　前にいた男の背中に当たって、地面にぽとりと落ちたそれは、一本の爆竹だった。

　伏龍は数歩歩いて、拾い上げた。

　穴から白く細い煙を上げているその爆竹は、どうやら破裂せずに、ここまで飛んできたものらしい。

　伏ふせ龍たつは思わず、爆竹が吊つるされている丸太を見た。

　──飛んできた？　あそこから、ここまで？

　どう見ても二十短里メートルは、いや三十短里はある……。

　これだけの距離をどうやって飛んできたんだ？　他の破裂した爆竹に煽あおられて飛んできたとは思えない。もし、ここまで飛ぶのなら、破裂した爆竹の破片もここまで飛んで来なくちゃおかしい。

　伏龍は、手の中にある爆竹が目の前に飛んできたときのことを、脳のう裏りに思い浮かべた。

　──こいつは確か……白い煙を吹いて、飛んできた。そう、まるで流星のように……。

　もしかしたら、こいつに詰めてある化か薬やくってやつには、破裂するだけじゃなくて、物を飛ばす力があるのかもしれない……。

　伏龍が、破裂しなかった爆竹を持って、じっと考え込んでいると、化薬の燃えた、つんとする刺激臭に混じって、ふわっと脳ミソが蕩とろけるような、甘い、悩ましい匂においがした。

　その匂いを嗅かいだ瞬しゆん間かん。

　伏龍の全身の毛が逆立った。

　その匂いは、伏龍の忌いまわしい記憶に直結していた。

　──まさか、あいつがいるのか？　この侘タ瑠ル徒トの街に！

　ついに、ついにここまで、やつらの手が伸びたというのか！

　そのとき、伏龍の後ろから若い女の艶なまめかしい声が聞こえた。

「あらあ、相変わらず、知的な思索に耽ひたっていらっしゃるのねえ……す・て・き♥」

「うわぁあああああ！」

　伏龍は悲鳴じみた叫さけび声を上げると、文字通り飛び上がった。

　振り向くと、そこには、いつの間にやら、見目麗うるわしい女が立っていた。白磁のような肌と、服の下からも明らかにわかる、張りだした胸と腰の持ち主だ。

「何をそんなに驚いていらっしゃるのですか？　ご主人様……」

「お……俺おれは、オマエの主人なんかじゃねえ！」

「オマエ呼ばわりなんて……私にはアイリーンという名前がありますのに。でも、そんな乱暴な呼び方も、ス・テ・キ♪」

「ち、近づくな！　いいか、近づくなよ……それ以上近づいてみろ……」

「あらあ？　近づいたら……どうなさるのぉ？」

　アイリーンと名乗った女が、一歩足を踏ふみ出すのと同時に、伏龍は叫んだ。

「逃げる！」

　くるりと背を向けた伏龍は、その一言を言い残し、全速力で走り出した。

「あ、ちょっと！　お待ちになって！　千せん斗と様！」

　アイリーンの言葉が背中に届く前に、伏ふせ龍たつは恐ろしいほどの速さで市場の向こうに走り去っていった。

「……ん、もう！　せっかくお会いできたのに……」

　アイリーンは唇くちびるを尖とがらせて不満そうにつぶやいた後で、目を丸くして一部始終を見ていた晴せい凛りんたちに振り向いた。

　晴凛の目は、色っぽいアイリーンの顔と、何よりも、その豊かな胸の谷間に吸い付けられた。

　──うわ、すごい。

　帝てい都との花祭りの色街行列のときに見た、色街のお姉さんより色っぽい。

　アイリーンは脚線美と身体からだの曲線を見せつけるような足取りで、晴凛に近づいていく。

　それを遮さえぎるように、静かに滑なめらかに、だが素早くミリンが間に立った。

「……どチら様でござイますカ」

「うふふ。私、アイリーンと申しますの」

　にっこりと微笑ほほえむアイリーン。だが、ミリンはその顔よりももう少し下のほうに視線を向けていた。

　ゆさっ。

　そんな感じで、呼吸の度に揺ゆれるアイリーンの胸に。

　一度だけ、自分の胸と見比べてから、

「……敵でスね」

　と言って、ミリンは胸をにらみつけた。

「あらあ、怖い。そんな脅おどかさないでくださいまし♪　視線が刺さっていたいですわあ、胸に♪」

　あくまで笑みを湛たたえたまま、アイリーンは腰を揺らしつつ、すいっとミリンを避けて晴凜の前に立った。

「……!?」

　その動きは速く、ミリンは全く反応できなかった。そのことに驚く彼女には構わず、アイリーンは穏やかそうな声で晴凜に問い掛ける。

「あの……もしかして、千せん斗と様とお知り合いの方でございますか？」

「……千斗？」

　晴凛は、精せい勤きん寮りようの近くにある愛あい楽ら具ぐという飯めし屋やで、伏龍と初めて会ったときのことを思い出した。

　──そういえば、あのとき伏龍さんは、たしか、本名は「千斗」だとかなんとか言っていたような……。

「もしかして、伏龍さんのことですか？」

「伏龍？」

　アイリーンの目が丸くなった後で、急にすっと細くなった。

「……あの人……また名前を変えていたのね……どうりで、わからなかったわけだわ。あの人、どこに住んでいるか、ご存知ありませんか？」

　口に含む香こうを使っているのだろうか。アイリーンが話すたびに、甘くしびれるような香りがあたりに漂う。

　その香りは鼻から吸い込むと直接脳に作用する効能でもあるのだろうか、晴せい凛りんの意識が、一いつ瞬しゆん、ふわっと飛びそうになった。

「あ、いえ……その……住まいまでは知りません」

　アイリーンはさらに一歩近づいて、晴凛の腕を取った。口は耳元に。柔やわらかな二の腕は肩に。豊かな胸は腕を挟はさむように身体からだを寄せる。

「……本当に？」

　腕から伝わってくるふにゃっとした感触に晴凛の理性が飛びかけたそのとき。

　げし！

　ミーネが晴凛のむこうずねを思い切り蹴け飛ばした。

「うぎゃっ！」

　晴凛は蹴飛ばされた右足を押さえて飛び上がった。

「体重と気持チの乗った、いい蹴りでございマす」

　相変わらずの無表情でうなずきながら、ミリンが言う。

「な、何をするんですか！」

「何か知らんが、むかっ腹が立ったのじゃ！」

　ミーネは眉まゆをつり上げて叫さけぶ。

「お前はわしの老ろう師しであろう！　老師ならば、もっと、しゃっきりするのじゃ！　呆ほうけたようによだれなど垂らしおって……」

「え？」

　晴凛は慌あわてて口元を拭ぬぐった。

　──あ、あぶなかった……こう、いろいろと柔らかくって、いい香りがして、ふわふわで、どきどきして、熱くなって……いろいろと危なかったっ。

　必死に自制心を保とうとあせっていた晴凛の耳には、ミリンの、

「山やま猫ねこのくセに、一丁前にヤキモチ焼いていヤがリますね」

　というつぶやきが届かなかった。

　ミーネは晴凛の腕を、ぐい！　と引っ張ると、不ふ機き嫌げんそうな声で言った。

「おい、晴凛！　からくりを見に行くぞ！　飴あめを買ったのだから、もう入れる！」

「あ、はい、わかりました……」

　我に戻った晴凛の腕を放したアイリーンは、胸元から赤い小さなお札ふだのようなものを取り出すと、晴せい凛りんの腕を引っ張っているミーネに差し出した。

「これ、あげる。私はこの一座で働いているの。この次にお芝居を観に来たときに、呼び込みしているおじさんにこれを出せば、タダで入れるわよ」

　帝てい国こく語がわからないミーネは、怪け訝げんな顔で晴凛を見た。

　晴凛は通訳した。

『このお札ふだがあれば、お芝居を無料で観ることができるそうです』

　ミーネは、一いつ瞬しゆん、嬉うれしそうに目を見開いた後で、慌あわてて不ふ機き嫌げんそうな顔を作った。

『わしは飴あめが欲しかっただけじゃ、芝居はついでじゃ！』

　晴凛から答えを聞いたアイリーンは、にっこり笑った。

「飴ももらえるわ、一番小さいやつだけどね」

『何と言ったのじゃ？』

「飴ももらえるそうです、小さいやつですけど」

『本当か！』

　ミーネは目を輝かせた後で、慌ててつまらなそうな顔を作って手を差し出した。

『ならば……もらってやってもよい……』

　アイリーンはにっこり笑うと、ミーネの手に赤いお札を渡した。

　それをぶんどるようにしてもぎ取って、ミーネはずるずると晴凜を引っ張って小屋のほうに向かった。

　そしてその後を、アイリーンを、というかアイリーンの胸を、ちらりとにらみつけてからミリンが追った。

　芝居小屋の中に消えていくミーネたちを見送ったアイリーンは、侘タ瑠ル徒トの街を見回して、自信満々の笑え顔がおでつぶやいた。

「今度こそ、逃がしませんわよ、千せん斗と……いえ、伏ふせ龍たつさま……」




　その日の夕方。

　仕事を終え、ミーネのいる南みなみ寮りようから精せい勤きん寮りように戻った晴凛は、ミーネが書き散らかした国字の練習帳の入った包みを机の上に置くと、腰を押さえて顔をしかめた。

　──ううう、まだ、腰と足が痛い。でも今日きようは遠とお駆がけに付き合わされなかっただけよかったな。ミーネ様は、からくり芝居が大層お気に入りみたいだったし、あの一座がこの街に来ているうちは、遠駆けに行こうとか言い出しそうにないな……からくり芝居が来てくれて、ホントに助かった。

　そこまで考えたとき、晴凛は芝居小屋の前で出会ったアイリーンという女を思い出した。

　──あの色っぽいお姉さんは、何者なんだろう？　伏龍さんの本名を知っていたところを見ると、まんざら知らない相手でもないみたいだし……でも、あの逃げっぷりは普通じゃないよな、どう見ても……。

　そのとき、晴せい凛りんの腹が、ぐう、と鳴った。

「ま、いいや、とりあえず晩ばん飯めしを食ってくるか……」

　晴凛は独り言をつぶやくと、財布を持って自分の部屋を出た。

　一本路地を入ったところにある、行きつけの飯めし屋や「愛あい楽ら具ぐ」は例によって、勤めを終えた役人たちで混んでいた。

「へい、エらっしゃい！」

　いつものシムール訛なまりの挨あい拶さつを聞いた晴凛は、これまたいつものように「並み定食」を注文してから自分の定席になりつつある、奥から二番目の机に向かった。すると、そこに伏ふせ龍たつと、今日きようは非番日なのだろう、平へい服ふく姿の龍りゆう飛ひがいた。

「ああ、伏龍さんと龍飛さんも来ていたんですか」

　そう言って近づいた晴凛の鼻に、酔っ払い特有の甘ったるい臭においが、むわっと襲おそいかかった。

　龍飛はそうでもないが、伏龍は真っ赤かな顔になって完全に酔っ払っているようだった。

　見ると、机の上に酒を入れる細い壺つぼがいくつも並んでいる。

　いつもの馬ば乳にゆう酒しゆではなく、それよりもはるかに強い穀物から作られた白ぱい酒ちゆうと呼ばれる酒の入った壺だった。

「こんなに飲んじゃったんですか？」

　龍飛は慌あわてて顔の前で手を振った。

「いえ、あっしが飲んだのは、ほんの一杯か二杯でさあ。あっしがこの店に来たときは、もう伏龍の兄貴は、すっかりでき上がってまして……やつが来た……としか言わねえんでさあ」

「……やつが来た？」

　晴凛は考え込んだ。

　──そういえば、伏龍さんは、恐ろしい組織に狙ねらわれている、とか何とか言っていたけど……。

　そこに、店のおかみさんが注文した定食を持ってきた。

「あいよ、ナニ定食！」

「あ、どうも……」

　晴凛は料理の載ったお盆を机の上に置いたおかみさんに聞いた。

「伏龍さんは、どれくらい前からここで飲んでるんですか？」

「昼間からダヨ。店が開いたらすぐに駆かけ込ンデ来て、酒をクレと言って、それからズッと飲んでルヨ」

「開店からずっとですか！」

「ソウヨ、身体からだに悪いから、そろそろ酒オシマイにしたほうガいいね……店としては飲んデくれたホウがウレシイけど、お客さん、毎日ゲンキに来てくれたホウガウレシイネ」

　店のおかみさんは、そう言って笑うと、厨ちゆう房ぼうに戻って行った。

　定食を食い始めた晴せい凛りんに、龍りゆう飛ひが聞いた。

「伏ふせ龍たつの兄貴は、どうしちゃったんでしょう？　もともと、酒好きな人っすけど、こんな飲み方は、ついぞ、したことのねえ人だったんすけどねえ」

「何か、嫌いやなことでもあったのかなあ？」

「それとも、嫌なやつに出会ったとか……」

「伏龍さんが会ったのは、アイリーンって女の人だけだったと思うけど……」

　その言葉を口にしたとたん、机に突っ伏して酔い潰つぶれていた伏龍ががばっと身を起こして、晴凛をにらんだ。

「馬ば鹿か！　その名前を口にするな！　呼ぶとあいつが来る！」

「あいつって……あの、アイリーンさんのことですか？」

「だから……名前を呼ぶなって！」

　そのとき、酒場の戸ががらり、と開いて、えもいわれぬ甘い匂においを含んだ空気が店の中に吹き込み、一人ひとりの妖よう艶えんな美女が立った。

　店の中にいた客たちの会話が、ぴたりと止やんだ。

「あの、申し訳ありませんが、伏龍という方がこちらにお見えではないでしょうか……」

　実に色っぽい声が、愛あい楽ら具ぐの店内に響ひびいた。

　店の中にいた常連客全員の視線が、背中を丸め、顔をそむけようとしている伏龍に集中した。

　アイリーンを見て目を丸くしていた龍飛が、はっと我に返ると、嬉うれしそうに手を挙げた。

「あ、伏龍兄貴なら、ここにいますよ？」

　伏龍は、ぎくっと背筋を震わせると、小声で言った。

「馬鹿！　黙だまってろ！」

　アイリーンの美び貌ぼうと色気に気を取られていた龍飛に、その言葉は届かなかった。

「いやあ、すげえなあ……兄貴は、いつのまにあんな美人さんと知りあいになったんすか？　俺おれにも紹介して下さいよ、水臭いなあ……」

　龍飛の言葉を聞いて目を見開いたアイリーンは、蕩とろけそうな微び笑しようを浮かべて伏龍に駆かけ寄って、後ろから背中に抱きついた。

　彼女の通った後には、昼間嗅かいだ、頭の奥のほうから順に蕩けてしまうように痺しびれる、あの香りが濃密に漂う。

「こんなところに、いらしたのですね。千せん斗と様……」

　伏龍は顔をそむけると、吐はき捨てるように言った。

「死んだ男の名前を呼ぶのはやめろ。そいつはもうこの世にいない！」

　アイリーンは、胸をぴったりと伏龍の背中に当てて微び妙みように揺ゆすりながら言った。

「では、ここにいる、あなた様は、どなたなのですか？」

「俺おれは皇こう伏ふせ龍たつ……ただの酔っ払いの遊び人だ」

　と伏龍が言い捨てると、アイリーンは、

「あらあらまあまあ」

　と答えた。

　頂いただきを中心に、伏龍の背中の上で、胸をこねるように動かしながら。

　紅を塗ぬった唇くちびるを、伏龍の耳元に寄せて、暖かな息で産うぶ毛げをくすぐるようにして。

「って言うか、耳元に顔寄せるなっ！　あと当たってる！　当たってるから！」

「あら、あなた♪　ナ・ニ・が？」

　そう言いながら、アイリーンは片方の手をするすると、伏龍の身体からだに這はわせて下ろしていく。

「あ、こら！　触さわんな！　つうか下腹はやめろ！」
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　身体に這わせた手を邪じや険けんに降り払われたアイリーンは、悲しそうな目で伏龍を見た。

「……私のことを愛してはくれないのですか？　私はこんなにもあなたのことを愛しているというのに……」

　潤うるんだ瞳ひとみが伏龍を見つめるが、彼はそれを見ずに、

「……ふん、その手には乗らないぞ。お前は俺を愛してなんかいない……お前にとって俺はただの道具だ……血統を維持するためだけのな！　帰れ！　お前の顔なんか見たくもねえ！」

　伏龍の言葉に答えたのは、アイリーンではなく、龍りゆう飛ひだった。

「兄貴、そりゃあねえよ。この人が兄貴とどういう関係があったのかとか、そんなことはまったくわかんねえけどよ。この人は兄貴に会いたくて、兄貴を探して、わざわざこんなド辺境まで来たんだろう？　そんな冷たい言い方しちゃなんねえとあっしは思うぜ？」

「お前は、この女の正体を知らねえからそんなことが言えるんだ……こいつの殊しゆ勝しような顔つきに騙だまされるんじゃねえ。こいつの胸の中には、計算しかねえんだ！」

「何言ってるんっすか、兄貴！　こんなべっぴんさんに惚ほれられたなら、それだけで充分じゃねえすか！　もったいない！　もったいないお化けが出やすぜ！」

　伏ふせ龍たつはアイリーンを指差して答えた。

「お化けはこいつだ！」

　その言い切りっぷりに、アイリーンが胸をこぼれんばかりに揺ゆらしながら、

「ひどい！　ひどいわ、私は、ただ、あなたの子供と一いつ緒しよに幸せに暮らしたいって思ってるだけなのに！」

　泣きそうな顔になったアイリーンを見ても、伏龍は表情を変えなかった。

　酒に酔った真っ赤かな顔のままで伏龍は言った。

「お前は俺おれを愛しているわけでもない、俺が好きなわけでもない。ただ、俺の血統が欲しいだけだ……そんな女と一緒に暮らせるわけが無いだろうが！」

　アイリーンは、慌あわてて首を振った。

「あら、誤解よ！　私はあなたも好きよ、あなたもちゃんと愛しているわ！」

「その『も』ってのを外してから来い！」

　伏龍は叩たたきつけるような口調でそう言うと、抱きついていたアイリーンの手を振りほどいて、立ち上がった。

「俺は……帰るぞ……代金はつけておいてくれ……後で払いに来る……」

　ろれつの回らない口でそう言った伏龍は一歩踏ふみ出して、そのままその場に倒れ込んだ。

「伏龍さん！」「兄貴！」「あらあ」

　晴せい凛りんと龍りゆう飛ひは、慌あわてて伏龍に駆かけ寄った。アイリーンは口に手を当てたものの、その叫さけびは吞のん気きなものだった。

　伏龍は泥のように酔っ払って、完全に意識を失っていた。

「完全にでき上がってやすね。こりゃあ、歩いて帰るのは無理でさあ……連れて帰らないと……」

「龍飛さんは、伏龍さんの家、知ってます？」

　龍飛は首を振った。

「いえ、大方の見当はついてやすけど、家までは知りやせん」

「そうか……」

　晴凛はしばらく考えた後で、うなずいた。

「じゃあ、とりあえず、今夜は僕の部屋で寝てもらおう……すぐそこの精せい勤きん寮りようだ」

　そこで、アイリーンがすっと割り込むように口を出した。

「あ、それでしたら、伏ふせ龍たつ様は私の宿へ運んでいただければ、私のほうで介抱いたします！」

　どことなく嬉うれしそうに言うアイリーンを見て、晴せい凛りんは一いつ瞬しゆん、

　──そのほうがいいかな？

　と考えたが、すぐに思い直した。

　──どんな事情があるのかわからないうちは、余計なことをしないほうがいいかもしれないな。伏龍さんに恨うらまれたくないし……。

　晴凛は首を振った。

「あ、いえ、僕の部屋はすぐそこですから、ご心配なく……龍りゆう飛ひさん、そっちの腕を持って！　起こすよ、せーの！」

「あらあ、そんな……」

　龍飛と晴凛の二人ふたりで、というか、ほとんど龍飛一人ひとりの力で伏龍を連れて、二人は店を後にした。

　アイリーンはそれを見送ってから、ウィンクを店の中の男たちに振りまきながら、表に出た。

「うふふ……それでは皆様あ、おじゃまいたしました♪」

　龍飛と二人で伏龍を引きずるようにして精勤寮に向かう途中で、晴凛は、後ろをアイリーンがつけているのに気がついていた。

　──あの人は、伏龍さんの身を案じている。というよりも、逃げられる心配をしているってのが正解かもしれないな……。

　伏龍さんの言っていた、計算づくで付き合おうとしているっていうのは、あながち間違っちゃいないのかもしれない。

　伏龍を晴凛の部屋に運び込んだ龍飛は、狭せまい単身赴ふ任にん用の居室を見回して言った。

「兄貴を……どこに寝かせやすか？」

「え？　あ、ああ寝台に寝かせてくれ」

「この寝台は一人用ですけど……晴凛の兄貴は、どこで寝るつもりですか？」

「まあ、どこかその辺の板の間に適当に寝るよ。家具も何もまだ買い揃そろえてないから寝る場所はいくらでもあるしね……」

　伏龍を寝台に転がした龍飛は、ほっとため息をついた後で、晴凛を見て言った。

「いや、下へ手たをすると家具を買い揃えるどころの騒さわぎじゃないかもしれやせん……」

「え？　どういうこと？」

「どうやら弦げん斉ざい様は帝てい都とに呼び戻されるようですぜ。新しい総そう督とくが決まったそうです。あっしは、その話を伏龍の兄貴にお知らせしようと思って店に行ったんですけど……」

「それ、ホントですか？」

　目を丸くする晴せい凛りんを見て、龍りゆう飛ひはうなずいた。

「ええ、総そう督とく太たい守しゆと一いつ緒しよに守しゆ備び隊の隊長も一緒に代わるみたいで、上のほうから流れてきたウワサっすから、十中八九はホントだと思いやす」

　晴凛は真しん剣けんな顔でつぶやいた。

「弦げん斉ざい様が都に戻るってことは……僕は弦斉様に個人的に雇われているという立場だから……僕も一緒に都に戻るってことなのかな？　どうなんだろう？」

「あ、いやあっしに言われても、あっしは一介の十人隊長っすから……」

　困ったように頭を搔かく龍飛を見て、晴凛は慌あわてて頭を下げた。

「あ、そうだよね。龍飛さんに聞いたって仕方ないことだよね、ごめん」

「いえいえ、そんな、晴凛さんはあっしより年下だけど、シムールの言葉はぺらぺらだし、詩うたとか文とか書けるれっきとした才人です。

　あっしは才のある人は全部兄貴だと思っていやす。兄貴と思う相手に頭を下げられちゃあ、あっしの身の置き所がありやせん。もっと、こう、偉そうに、呼び捨てにしていただいたほうが、あっしとしてはありがたいんでさあ」

　晴凛は笑いながら首を振った。

「そんなこと言われても、自分より四つも年上の人を呼び捨てにするなんて、僕にはできないよ、だから龍飛さんのほうが慣れてくれないかな？」

「そうっすか？　そりゃあ慣れろって言われれば慣れやすけど……晴凛兄貴は変わりモンですねえ」

「僕が？」

　驚く晴凛を見て龍飛はうなずいた。

「ええ、世の中には、相手が学がねえとか、身分が低いとか、それだけで最初っから自分のほうが上だ、と決めつけて威い張ばるやつであふれていやす。そのほうが普通です。なのに晴凛兄貴は、あっしが威張ってくれって頼んだのに、威張るのは嫌いやだと言う……そんな人は見たことがありやせん。ですから、変わりモンだな……と」

「それは単に僕に自信が無いだけだよ。だから他人に強く出られないだけなんだ……あ、いや、違うな。こんなこと言うとまるで自分に実力があるみたいに聞こえるよな……僕には実力も自信も無い……それだけのことさ」

　肩をすくめて自じ嘲ちようするように答えた晴凛を見て、龍飛は笑って首を振った。

「なあに、落ち込むことはありやせん。自分の実力がわかんねえくせに『俺すげえ！　俺最強！』と思い込んで空威張りしている馬ば鹿かなんかよりはるかに立派でさあ……じゃあ、明日あした早番なんで、あっしはこれで失礼させていただきやす……伏ふせ龍たつの兄貴のこと、よろしくお願いいたしやす」

　そう言って龍飛が帰って行った後で、晴凛は寝床に腰かけて、寝ている伏龍の顔を覗のぞき込んだ。

　──色々謎なぞの多い人だよな、この人も。

　物知りだし、頭の回転は速いし、それなりに男前で……それでいて偉ぶらないで、龍りゆう飛ひさんみたいな無学の人とも、兄弟のように付き合えるし……。

　何で、こんな人がこんな北部辺境にいるんだろう？

　晴せい凛りんの見ている前で、伏ふせ龍たつは小さくうめくと、ごろん、と寝返りを打って、壁際に張り付いた。

　漆しつ喰くいを塗ぬった壁が酔っ払って火ほ照てった身体からだに気持ちよかったのだろう。伏龍はそのまま気分よさそうに寝息を立て始めた。

　晴凛は、伏龍の手前に空いた寝台の幅を見て思った。

　──床に寝るつもりだったけど……これだけ広ければ僕も寝ることができそうだ。

　かまやしない、どうせ男どうしだ……。

　晴凛は小さくうなずくと、壁のところにあった灯とう火かを吹き消して、寝台にもぐり込んだ。

　──弦げん斉ざい様が総そう督とく太たい守しゆの任を解かれ、代わりの総督太守が来るということは無役になるのだろうか？　それとも他の役職に就つかれるのだろうか？

　僕も一いつ緒しよに連れて行ってもらえるのだろうか？　あ、いや、でも、僕の仕事はシャン族のお姫様に言葉を教えるという仕事だから、ここを離れるわけにはいかないよな……。

　──明日あした、南みなみ寮りように行く前に、総督府に顔を出して、それとなく聞いてみよう。

　晴凛はそんなことを考えながら眠りに落ちていった。







　　　第五章「大抜擢と大誤算」







　次の日、まだ寝ている伏ふせ龍たつをそのままにして、総そう督とく府ふに出勤した晴せい凛りんは、いつものように南みなみ寮りように入るための印いん綬じゆを貰もらうために、政務係の諒りよう秦そうのところに顔を出した。

「おはようございます」

　机の上に積み上げられた書類の山を整理していた諒秦は、顔を上げて晴凛を見ると、にこっと微笑ほほえんだ。

「ああ、来たかね。弦げん斉ざい閣かつ下かがお待ちだ」

「弦斉様が？」

　不安そうな顔をする晴凛を見て諒秦は、元気づけるように言った。

「安心したまえ。悪い話ではないと思うぞ」

　執務室に通された晴凛を見て、弦斉は立ち上がった。

「おお、待っていたぞ……例の山やま猫ねこ姫とは上う手まくやっているようだな」

「ええ、まあ、何とか嫌きらわれない程度には……」

「人を教える基本は信頼関係だよ。嫌きらいな人間の言うことを聞くやつはいない。君は間違ってはいない」

　弦げん斉ざいはそう言ってうなずくと、少し真ま面じ目めな顔になって言葉を続けた。

「君もウワサを聞いているだろうが、私はこの北ほく緯い庁ちよう総督と侘タ瑠ル徒トの太たい守しゆを解任されて都に戻ることになった。私には、まだやり残したことが山のようにある。帝てい国こくと和議を結んでくれたシャン族との約束も果たしていないというのに……」

「シャン族との約束とは……東の荒れ野へ灌かん漑がい用水を引く話ですか？」

　弦斉はちょっと驚いたように目を見開いた後で、ああ、そうか、と言う顔になった。

「山猫姫から聞いたのか……その通りだ。帝国と戦うよりも、帝国と共に生きるほうが、豊かで実り多く生きられるということを、見せてやらねばシムールは我々を信頼しないだろう。帝国の土木技術で荒野に水を引き沃よく野やにして、帝国に恭きよう順じゆんしたシャン族を豊かにしてみせて、初めて他のシムールの一族は我々を信頼するだろう。百の口約束より一の実行だ。

　シャン族を優遇し、信頼を得ることがどれほど重要なことか、帝国の中ちゆう枢すう部は理解しておらん。やつらは、シャン族も他の支族もすべてシムールであり、全部ひっくるめて帝国の敵、という考えしか持っておらん……」

　弦斉はそこで言葉を切ると、晴せい凛りんを正面から見つめて言葉を続けた。

「おそらく私の後任者は、このシャン族との約束を反ほ故ごにし、シャン族を他のシムールと同じように敵として扱おうとするだろう。ミーネ姫の教育だの後こう宮きゆうに送る約束だの、そんなことも頭から無視し、南みなみ寮りようから追い出し、娘を差し出したシャン族の族長イシルを辱はずかしめるに違いない……私がやってきたことはすべて喪うしなわれるだろう……」

「でも、ミーネ姫はすごく頑張っています！　帝てい国こく語に興味を持ってくれているし、言葉だって一生懸けん命めい覚えようとしています！　あの子が頑張っているのに、灌かん漑がい事業も何もかも全部なかったことにしたのでは、シャン族は帝国を信用しなくなります！

　外交とか、難しいことはよくわかりませんが、信用されることの大切さについては知っているつもりです。例えば、信用を失った商売人は大損をします。信用を失うのは一いつ瞬しゆんで、取り戻すのには何年もかかるのと同じです！」

　弦げん斉ざいは、もっともだ、という風にうなずいた。

「ふむ……君が必死になるのも無理はない。ミーネ姫の輿こし入いれの話が無かったことになれば、君も職を失うわけだしな」

　晴せい凛りんは目を見開いた。

「え？　あ！　そうかっ！　僕もクビなんだっ！」

　いまさらのように驚く晴凛を、自分の子供を安心させるような目で見た弦斉は、小さくうなずいた。

　だが、晴凛はそんな弦斉の表情など見ていなかった。

　──まただ。またダメだった。

　なんとかなる、上う手まくいく、と思うと必ずこうやって振り出しに戻るんだ。

　何のとりえもない、言葉を話せるというだけの僕でも、ちゃんと教育係として働いていたつもりだ。

　そう、僕は本気だった。本気でミーネ姫に言葉と礼儀作法を教えていた。最近は、ミーネ姫だって、山やま猫ねこというより家猫に近いくらいには落ち着いてきていた……。

　僕は最初、自分の仕事は、ただの教育係だと思っていた。でも、ミーネ姫に帝国の言葉や常識を教えることは、シャン族と帝国との信義を深めることになり、シムールと帝国との和解に繫つながるんだということがわかってきたとき、僕は嬉うれしかった。

　親や、兄貴たちに、胸を張って自慢できる仕事だって気がついたんだ。

　──でも、それも終わりなんだ。

　都に戻れば、きっと父親に怒られる……いや、もう怒りさえしないだろう。市場をうろつく野の良ら犬いぬを見るような目で僕を見るだけで、声もかけないかもしれない。

　──僕は泉せん野や家に生まれて来てはいけない人間だったんだ。

　打ちのめされた晴凛を見て、弦斉は力づけるように言った。

「おい、あきらめるな！　私はそんなことを許すつもりは毛頭ないぞ！」

「え？」

　怪け訝げんな顔になった晴せい凛りんを見て、弦げん斉ざいはゆっくりと言葉を続けた。

「シャン族の族長イシルとの信義を裏切るつもりはない、ということだ。君には引き続きミーネ姫に言葉と常識を教えてもらいたい」

　晴凛は耳を疑った。

「え？　今、何と？」

「だから、君には今の仕事を続けて欲しいと言ったのだ」

「で、でも、僕は太たい守しゆの傭よう人じんです。太守が変われば、僕の仕事も無くなるんじゃないんですか？」

　弦斉はうなずいた。

「そうだ。現地採用の傭人は太守の個人的な使用人に過ぎない。太守の権限であっさりクビになる。だが、傭人ではなく、正式に官かん吏りとして雇用された雇こ人じん、それも統とう卒そつ以上の階級を持つものは、太守の権限でも総そう督とく府ふの総督の権限でも解任することはできない。統卒を罷ひ免めんするには、帝てい国こく皇こう帝ていの勅ちよく印いんが押された辞令が必要になる。たとえ新任の総督太守でも、勝手に解かい雇こすることはできん」

「はあ……確かにそうですが……」

　晴凛は、ぼんやりとした顔で答えた。

　官吏になるための科か挙きよを何度も受けたことがある晴凛は、この延えん喜ぎ帝国の官吏の採用の仕組みをよく知っていた。

　帝国で官吏と呼ばれる役人には二種類ある。一つは雇人と呼ばれる下級官吏。もう一つは殿でん人じんと呼ばれる高級官吏である。

　雇人は、県理、州理と呼ばれる地方にある役所の出張所などで、試験を受けて合格したものの中から採用される、いわば地方公務員であり、殿人は、帝てい都とで行われる科挙に合格した者のなかから採用される国家公務員の上級職である。

　殿人は皇帝が指名し採用する、という建前になっていることから、勅印と呼ばれる皇帝の押した印のある辞令でなければ異動、解任、降格などができないとされていた。

　弦斉が言っている「統卒」という位は、科挙に合格し採用されたときに最初に貰もらうものであり、地方の小さな県令の副官などと同じ権限を持つ。

　傭人として採用された下級官吏でも、長年勤めた成績優秀な者であれば推すい師しと呼ばれる抜ばつ擢てきによって、統卒に任用されることがあるが、それはよほど優秀な者に限られていた。

　今ひとつ飲み込めない、という顔で弦斉を見ている晴凛に、弦斉が苦笑いを浮かべて言った。

「わからんのかね？　私は自分の権限を使って、君を統卒に推すい師ししようと言っているんだ」

　晴凛は目を丸くした。

「は？　いや、でも、僕は雇人じゃありませんし、年功も積んでいませんが？」

「そんなことはわかっている。だが、君を私の後にこの侘タ瑠ル徒トに赴ふ任にんしてくる新しい総督太守の人事権から守るには、それしか方法は無いのだ」

　弦げん斉ざいは、晴せい凛りんを正面から見つめて、ゆっくりと言った。

「五年以上一つの任地に勤めた殿でん奏そう以上の階級の者は、異動する際に前任地の役所から一名を推すい師しできるのだ。その権限を使って君を統とう卒そつにするつもりだ。

　君のやっている仕事は、私が、この地で五年にわたって進めてきたシムールとの和平の最後の仕上げなのだ。私がこの地を離れた後でも、君は今の仕事を続け、帝てい国こくとシムールとの確かく執しつを取り除くことに全身全霊を傾けてもらいたい！」

　やっと話が晴凛の腑ふに落ちた。

　──それって、つまり、科か挙きよに合格しなくても科挙に合格した殿でん人じんと同じ「統卒」の官位を貰もらうってことだよな……いわば、無試験で科挙に合格するのと同じことじゃないか！

　官位は一生変わらない。よほどのことをしない限り、官位を剝はく奪だつされることはない。この弦斉様の「推師」を受ければ、僕は難関の科挙に合格して「統卒」になった人間と、まったく同等に扱われるってことなんだ！

　都に帰ったら、親父おやじも兄貴も、みんな腰を抜かすに違いないぞ！　今までさんざん僕を馬ば鹿かにしていた連中を見返してやることができるんだ！

　晴凛は舞い上がりかけた。

　それは当然だろう。今まで、何度も何度も科挙に挑戦したが一次試験すら通らず、親や兄弟、親戚一同から白い目で見られ、自分自身もすっかりあきらめていた晴凛にとって、この弦斉の推師は降って湧わいたような幸運なのだ。

　以前の晴凛なら、間違いなく「ひゃっほう！」と叫さけんで手放しで喜んだだろう。だが、この侘タ瑠ル徒トの街で過ごした二週間……いや、ミーネの教育係として過ごした二週間が、晴凛を変えていた。

　人にものを教えるということは、それについて深く考えるということである。晴凛は帝てい国こくの仕組みや、礼儀作法、他人への敬意の払い方などをミーネに教えることで、自分自身もまた学んでいたのだ。

　舞い上がりそうな自分を感じつつ、晴凛の中には、素直に自分を見つめる意識が働いていた。

　──いや、僕は自分の器量をよく知っている。僕はお世辞にも仕事ができるような人間じゃない。地位には責任が伴う。僕はそんな責任を果たせるような人間じゃない。

　それに「推師」というのは、本来、十年、二十年と真ま面じ目めに勤めてきた役人の功績を認めて行われる抜ばつ擢てき人事だ。僕のような臨時雇いの青二才が受けるようなものじゃない。

　晴凛はおずおずと答えた。

「お言葉はありがたいのですが、あまりにも話が大きすぎて……統卒の官位なんか貰っても、僕にはその責任を果たせるだけの能力がありません。弦斉閣かつ下かの推師の権限は、もっと真面目で有能な方……たとえば諒りよう秦そうさんのような方を抜擢するためにお使い下さったほうがはるかに世のため人のためになると存じます」

　弦げん斉ざいは、晴せい凛りんの言葉を聞いて少し意外そうな顔をした。

「……私は、君はもっと手放しで喜ぶのではないかと思っていたが……いや、失礼。君は私が思っていた以上の人間のようだな」

「いえ、そんな……」

　慌あわてて顔の前で手を小さく左右に振る晴凛を見て、弦斉は静かに言った。

「君を統とう卒そつに推すい師しして、シャン族との信義を守る命令を与えろと私に助言したのは、その諒りよう秦そうなのだよ」

「諒秦さんが？」

「そうだ……私は最初、諒秦を推師するつもりだった。彼は実に有能な官かん吏りだ。こんな地方の総そう督とく府ふなどで仕事をさせておくのはもったいない男だ。彼のような人間こそ、帝てい国こくの中央に引き抜いて、その腕を振るわせるべきなのだ。

　だが、彼は私の推師を断った。自分の出世と帝国の未来とを天てん秤びんにかけるわけにはいかない。シムールとの和平は、帝国の未来に繫つながる仕事である。推師すべきは私ではない、と言い切った。

　今回の私の推師が、彼の長い役人生活の中で、おそらく最初で最後のことになるだろう。次に来る総督太たい守しゆが、彼を推師するとは限らない。これは彼にとって千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だ。その機会を、彼は君に譲ゆずったのだ。酒や食事の順番を譲るのではない。彼が譲ったのは自分の人生なのだ……私の言っている意味がわかるかね？」

「わかります……いえ、本当の意味でわかってるわけではないのかもしれません。でも、何と言ったらいいのでしょう……足が震えるような怖こわさを感じます」

　その言葉は、想像していたものの中に無かったのだろう。弦斉は少し意外そうな顔になったあとで、小さくうなずいた。

「怖い……か、そうだろう。その怖さがわかるのなら、君はきっと理解しているのだと私は思う。その怖さは責任の怖さだ。私が侘タ瑠ル徒トでやってきた五年間の仕事とそれに懸かけた想い、そして官吏として二十年近く勤めてきた諒秦の想い、その両方を君は背負うことになる。それを怖くないと思うような人間には、それを背負う資格は無い……つまり、私は安心して君に私の仕事を託たくせるということだ」

　弦斉は悲しさと悔くやしさの入り混じったような表情を浮かべて言葉を続けた。

「私がこの侘瑠徒を去った後、代わりにここに赴ふ任にんしてくる新しい総督太守の名前は菰こ野もの真しん元げん、私を敵視している摂せつ政しようの縁えん者じやだ。菰野真元は、私がここでやってきたことをすべて否定し、私の存在の痕こん跡せきすら無くすだろう。シムールとの和平も、それによってもたらされるであろう、帝国百年の安あん泰たいも、彼らの目には見えない。

　菰野盛せい元げんの一派に見えているのは、国家百年の大計ではない。どれだけ自分の懐ふところに金が入るのか、ということだけだ……」

　そこまで言った後で、弦げん斉ざいは、はっと目を見開いて、恥はずかしそうな顔になった。

「あ……いや、その場にいない人間を勝手に決めつけて、貶おとしめるのはよくないな。もしかしたら私の後任の総そう督とく太たい守しゆは、私などよりも、はるかに有能で、人徳の高い人間かもしれん……そうであることを願おう」

　──そうかもしれない。新しい総督太守がそういう人間なら、僕は、ここで仕事を続けていくことができる……僕もそれを願おう。

　晴せい凛りんは自分に言い聞かせるように小さくうなずいた。




　その日から一週間が過ぎた。

　月つき原はら弦斉は、侘タ瑠ル徒トの住民のほぼ全員が並んで手を振る中を、送迎の馬車に乗り込んで、都へと去っていった。代わりに、新総督が自分の子飼いの官かん僚りようたちを引き連れてやってきた。

　晴凛が弦斉の推すい師しによって統とう卒そつの位に抜ばつ擢てきされた、というウワサは侘瑠徒の街に広まっていたが、街の人々の話題は、晴凛のことよりも弦斉の後任となって、この侘瑠徒の街にやってきた新しい総督太守と守しゆ備び隊長についてのウワサで持ちきりだった。

　総督府の下級官かん吏りが住む精せい勤きん寮りようの近くにある飯めし屋や「愛あい楽ら具ぐ」でも、客たちが新しい総督太守の話題で盛り上がっていた。

　常連客の半分以上が精勤寮の住人、つまり下級官吏であり、新しい上司のことが気になるのは当然と言えば当然である。

「新しく来た総督太守は菰こ野もの真しん元げんって言うんだって？　俺おれは帝てい国こくの上級官吏については、それなりに知ってるが……聞いたことが無い名前だな」

　伏ふせ龍たつはそう言って、龍りゆう飛ひの杯さかずきに酒を注いだ。

「あ、どうもすいやせん！　じゃあご返杯を……」

　龍飛は伏龍の杯に酒を注ぎながら答えた。

「伏龍の兄貴が知らないのも当然ですよ。なんでもここの総督太守になる前は、南なん方ぽうの海沿いにある製塩業の監かん督とく官かんをやってたそうで、新しい守備隊長も、そのときの部下だったやつで、元々は塩商人だった舫もやい連れん衡こうって男だそうですけど……監督官ってのはどんな仕事なんですか？」

「お前、塩は専売品で勝手に作って売るのはご法はつ度とだってことは知ってるよな？」

「ええ、知ってます。だから都から塩を運んで来る塩商人は殺気立ってますよね。運んだやつが袋からこぼれた塩を舐なめたのを殴なぐりつけて、大喧げん嘩かになったこともあります……あんときは仲裁に入るのが大変だったっけ……」

「このあたりじゃ塩が手に入らねえから貴重品だが、南方の海沿いじゃ塩なんてのは目の前にある海の水を汲くんで乾かせば作れるんだ。だから塩の密造をするやつが後をたたねえ。監督官ってのは、その密造された塩を取り締まる仕事だ」

「へえ、カッコイイっすね、正義の味方ってわけだ」

　伏ふせ龍たつは皮肉な微び笑しようを浮かべて肩をすくめてみせた。

「表向きはな。だが、実際には押おう収しゆうした密造の塩を横流ししたり、賄わい賂ろを貰もらって密造を見逃したり、監督官ってのは金でどうにでもなるってのが、もっぱらのウワサだ」

「へえ、どう考えても下っ端ぱの小役人っすねえ。そんな仕事していたやつがどうして総そう督とく太たい守しゆなんかになれたんでしょう？」

「簡単な理屈だよ。名前を見ればわかる。幼い皇こう帝ていに代わって摂せつ政しようをやっている菰こも野の盛せい元げんの親戚か何かだろう。盛元が摂政になって最初にやったことは、自分たちの一族を帝てい国こくの要職につけることだった。大方そのツテで引っ張ってもらったか、または裏金を贈って総督太守になれる殿でん奏そうの身分を買ったんだろうな」

「官位ってのは金で買えるもんなんですかい？」

　伏龍は首を振った。

「買えねえ……いや、表向きは買えねえってことになってる。でも、抜け道はいくらでもあるのさ。帝てい国こくの役所には、晴せい凛りんが統とう卒そつの身分を貰えたように、能力のある下級の役人を抜ばつ擢てきできる推すい師しという制度がある。上級役人の中には、この制度を能力のある人間じゃなくて財力のある人間に適用するやつもいるってことさ。

　昔は陰でこそこそやっていたもんだが、最近……特に今の摂政が実権を握ってからは、堂々とやるようになりやがった……新しい守しゆ備び隊長も、間違いなくそのクチだな。軍隊経験も何も無い、塩商人上がりの人間が、太守のいるの街の守備隊長になるなんて、聞いたこともねえ」

　伏龍は杯さかずきを飲み干すと、龍りゆう飛ひに突き出して言葉を継いだ。

「新しい守備隊長の……舫もやいとか言ったっけ？　そいつが来たからには、上役に付け届けと裏金を渡すのを忘れるなよ。今度から、勤務成績の基準は真ま面じ目めさとか勤勉さじゃねえ。上役にいくら包むかで決まることになるぜ」

　龍飛は突き出された伏龍の杯に酒を注ぎながら怒おこったように言い返した。

「いくら尊敬する兄貴の言葉でもそれは頂けやせん。あっしの上役の五十人隊長も百人隊長も、ちゃんとした人ですぜ。裏金なんか包んで持って行った日には、その場でずんばらりんと切り殺されちまいます」

「今はそうかもしれん。でもな、龍飛よ。役所とか軍隊ってのは上が腐れば下も腐っていくものなんだ……一番上の総督太守がそういうやつで、その一の子分が守備隊の親玉になるとしたら、これはもうどうしようもねえ。下っ端が上を変えることはできねえ、組織ってのはそういうものだ」

「気が滅め入いりやすねえ……へっ、酒が増えそうだ」

　龍飛はため息をつくと、杯の中の酒をあおった。

　空になった龍飛の杯に酒を注ぎながら、伏龍が聞いた。

「話は変わるけど、晴凛のやつはどうなったんだ？　統卒になったって話は聞いたけど……」

「統とう卒そつは高級官かん僚りようですからね。都から辞令が届いて初めて任命されることになるそうで……部署とかも、その後で決まるそうですよ。帝てい国こくの歴史に残る異例の出世っすからね。なんでも都のほうでも前例が無いってことで大騒さわぎだったらしいっすよ……」

「そういえば、今日きようの昼過ぎに都から公く文もん書しよを持った伝でん令れい使しが来ていたな……ってことは今頃新しい総そう督とく太たい守しゆの前で辞令交付と任命式でもやっているんだろう」

「辞令交付が終わったら、晴せい凛りんの兄貴は、きっとここに顔を出すと思うんですよ。俺おれたちでお祝いの宴会をやってあげませんか？」

　伏ふせ龍たつは考え込んだ。

「うむ、そうだな。普通、こういうときは家族とか一族が集まって、祝宴を開いて祝ってやるものだが、あいつは単身赴ふ任にんで家族も誰もいないしな。俺たちが家族の代わりに祝ってやるのもいいかもしれんな……うん」

　そう言ってうなずいた後で、伏ふせ龍たつは立ち上がった。

「おーい、おかみさん、頼みがある！」

　愛あい楽ら具ぐで、伏龍たちが晴凛の祝宴を用意し始めていたその頃。

　主しゆ賓ひんとなるはずの晴凛は、総督府ふの奥にある控え室に待たされていた。

　扉の向こうにある、総督執務室から、新総督である菰こも野の真しん元げんが諒りよう秦そうを怒ど鳴なりつけている声が聞こえてくる。

「だから、本当の数字を教えろと言っているのだ！　中央収税局に報告していた表向きの数字ではなく本当に徴収できる、いわば、本当の収入の額だ！」

　欲の深そうな声でわめいているのは、新しく来た総督だ。

「ええ、ですから、これが本当の数字です。この総督府が管かん轄かつする北ほく緯い庁ちよう全体の税収が、この数字です。主な産物である羊毛と穀物、その生産量のすべてがこの台帳に書かれております。これ以外に台帳はありません。我々は毎年この数字をそのまま帝国の中央に報告してまいりました」

　冷静に答えているのは諒秦の声だった。

「ふざけるな！　生産量を実数より少なく報告し、中央収税局に納める税を少なくするのが常識ではないか！　実数との差がなくては儲もうけにならん！　もうよい、回りくどい話は無しだ！　実際のところ、弦げん斉ざいはどれくらいの裏金を作っていたんだ？　正直に言え！」

「……ありません。弦斉閣かつ下かは、そのような二重帳簿の作成を一切行っておりません」

　諒秦の声には、やれやれ……という感情がにじみ出ていた。

「な……何だと？」

　驚く菰野真元の声に別の男の声が答えた。

「いや、真元さま、この男の申すこと、もしやすると本当かもしれませんぞ……わたくしは軍隊のことはよくわかりませんが、商売と帳簿の読み方には自信があります」

　その声は、どうやら、新総そう督とくが連れてきた、新しい守しゆ備び隊の隊長である舫もやい連れん衡こうという男らしい。

　声だけを聞いている晴せい凛りんにも、なんとなく顔が想像できそうな陰険な声だった。

「確かにお前はそっちのほうの才がある。だからここに連れてきたんだ！　で？　何が言いたい！」

「この帳簿に書かれている、今まで弦斉が中央収税局に報告していた数字は、本当の数字かもしれない、ということです」

「そんなことがあるわけがない！　弦げん斉ざいが、この北ほく緯い庁ちようの総督になってから、北緯庁が報告してきた羊毛や穀物などの収穫量は、二倍近くに増えた！　この土地は実に豊かだ！　数字を見ればわかる！」

「ええ、実に豊かな数字ですが、実数だから豊かなのかもしれません……もしかしたらわたくしたちは、大きな勘違いをしていたのかもしれませんぞ」

「どういう意味だ？」

「弦斉がこの北緯庁総督に赴ふ任にんしていた五年間、摂せつ政しよう様は弦斉の失脚を狙ねらって監査係を何十人も送り込んでいますが、やつは、その査察をことごとくすり抜けてきました。

　弦斉が、なぜ、査察をすり抜けることができたのか。それは……もしかしたら、そこに一切のごまかしが無かったからなのかもしれない、ということです」

　新総督である真しん元げんが、ごくりと、喉のどを鳴らす音がした。

「で、では、何か？　つまり、ここにある数字……つまり、帝てい国こくの中央収税局に報告されていた収穫量は実数だということか？　実際の数字より少なく報告して、その差益を儲もうけにしていなかったのか？」

「そういうことです」

「馬ば鹿かな！　この帝てい国こくにそんなことをやる馬鹿がいるものか！　差益を出して儲けるのが常識ではないか！　役人どもは、みんな、その旨うまみがあるから役人をやっているのだ！

　おい！　舫！　もしそれが本当なら、わしの儲けはどうなる！　わしは、この北緯庁の収穫量の数字を見て、中央収税局に報告している数字がこれなら、さぞかし実数は大きいだろうと読んで、大金を払ってこの北緯庁総そう督とくの席を手に入れたのだぞ！」

　新総督の真元の言葉を聞いて、晴せい凛りんは思った。

　──そうか、あの男が意気揚よう々ようとこんな辺境に赴ふ任にんしてきた理由はそこにあったのか。

　あいつの言っていることは要するにこういうことだ。

　例えば、この北緯庁で一年間に羊毛が百包の収穫があるとする。税率は五割だから総督は、収穫した羊毛百包みの五割、つまり五十包を中央収税局に納めることになる。

　だけど、収穫量を実数の半分、五十包しか収穫できないとして報告すれば、中央収税局に納める羊毛は二十五包でいい。残りの二十五包は自分の懐ふところに入れることができる。

　きっと、この北ほく緯い庁ちよう以外の他の土地の総そう督とくは、みんなそうやって、自分の領地の収穫量を実数よりはるかに少なくして報告しているのだろう。

　でも、弦げん斉ざい様は違った。清せい廉れん潔白な弦斉様なら、そんなことを考えすらしないだろう。

　それに、弦斉様は自分が摂せつ政しようから煙たがられていることを知っていた。何かミスを犯せば、それを理由に罷ひ免めんし、懲ちよう罰ばつを与えるつもりでいることを見抜いていた。

　だから、弦斉様は収穫量をごまかしたりはしなかった。ありのままの数字を中央収税局に報告していたんだ。

　あの新総督は、その数字を見て、こう考えたんだ。

　──総督は誰でもみんな私腹を肥やすために、実数より少なく報告している。

　ということは、この北緯庁の実数は、この報告よりはるかに多いに違いない。北緯庁に赴ふ任にんすれば、がっぽがっぽ儲もうかるに違いない……と。

　──欲ボケの大馬ば鹿かめ！　弦斉様の仕事を、自分の尺度で計るから墓ぼ穴けつを掘るんだ！

　思わず声を上げて笑いそうになった晴凛は、慌あわてて自分の口を押さえた。

　執務室の中の会話は続いていた。

「では……どうすればいいのだ？」

「真しん元げんさま、こうなれば……しかありません……を……して……」

　声が急に低くなったところを見ると、どうやら舫もやいという男が真元とひそひそ話を始めたらしい。

　扉の向こうから漏もれ聞こえてくるのは「経費節減」とか「解かい雇こ」とか「税率」というあまり嬉うれしくない単語ばかりだった。

　──何を話しているんだろう？

　晴凛が、そっと扉に近づいて聞き耳を立てようとしたとき。

　扉ががらっと開いて、中から出てきた諒りよう秦そうと鉢はち合わせしそうになった。

「わ！」

　驚く晴せい凛りんを見た諒秦は、悲しそうな顔でつぶやいた。

「……運が悪かったな」

「え？」

　驚く晴凛を見て、諒秦はため息をついて首を振った。

「弦げん斉ざい閣かつ下かの予想した通りになったよ……私にはどうすることもできん。心を強く持って、弦斉閣下のお気持ちを忘れないでくれ」

「は、はい……」

　晴凛がそう答えていると、執務室の中から名前を呼ぶ声がした。

「晴凛！　泉せん野や晴凛！　来ているか？」

「はい！　ただいま参ります！」

　晴せい凛りんはそう答えると、諒りよう秦そうに向かって小さく会え釈しやくしてから、執務室のドアを開けた。

　部屋の真ん中にある大きな執務机の向こうに、五十歳くらいの太った男が座って、不ふ機き嫌げんそうな目で晴凛を見上げていた。

　色白で、ふてぶてしそうに見える割に、どこかおどおどした目つきの、その中年男の顔を見て、晴凛は思った。

　──着任早々に、侘タ瑠ル徒トの街の人々から「白饅まん頭じゆう」というあだ名がつけられたそうだけど、確かにそんな感じだな。

　その横に立っている、軍服を着ているものの、どう見ても軍人と言うには程遠い貧相な体格の男が、新しく守しゆ備び隊長として赴ふ任にんしてきた舫もやい連れん衡こうだろう。

　──こっちのあだ名は確か「骨将軍」だったと思うけど。世の中には、ぴったりの名前をつける達人がいるもんだ。

「ほう、お前が帝てい国こくの歴史に残る一番出世の英才様か。政務局から辞令が来ているぞ、受け取れ」

　晴凛の顔を見た白饅頭はそう言うと、丸めた辞令を放り投げて寄こした。

　統とう卒そつ以上の官位の者に対する辞令は、皇こう帝ていの名前で出される。本来ならば、正式な儀式として辞令を授与しなくてはならないはずなのだ。

「科か挙きよに受からずとも統卒の官位を手に入れることができるほどの英才様に、わしのような下げ賎せんの者の手から辞令をお渡しするのは恐れ多いですからな。どうぞご自分でお拾いください」

　手を伸ばして自分の辞令を拾った晴凛が、不満そうな顔を見せたのを白饅頭は見逃さなかった。

「泉せん野や家のご子息ともなれば、その辞令一枚にさぞかし金を積んだのだろうが、そんなものは紙切れにすぎん！　わしは、この北ほく緯い庁ちようの総そう督とくで、殿でん奏そうの官位を持っておる！　わしのほうが身分も役職も上だ！　そのことをよく覚えておけ！」

　いきなり怒ど鳴なり始めた白饅頭を見て、晴凛は一いつ瞬しゆんあっけにとられたが。すぐにその理由を理解した。

　──そうか、こいつは僕を威い嚇かくしているんだ。

　僕は、弦げん斉ざい様に抜ばつ擢てきされた、いわば弦斉様の一の子分だと思われているに違いない。

　自分の地位を危あやうくする恐れのある人間を畏い怖ふさせて、脅おどしをかけておこう、というわけだな。

　白饅頭の思惑を見抜いた晴凛の態度には、一種の余裕が窺うかがえた。

　その余裕を感じ取ったのだろう、白饅頭は憎にくしみをむき出しにして叫さけんだ。

「お前は、総督では自分を解任できないと知って、うすら笑いを浮かべているのかもしれんが、お前の職務を決めるのは総督の権限だ！　お前は今日きようをもって無役となる！　一切の職務を与えない！　仕事をしないのだから、当然給金も無い！　今住んでいる官舎も出て行ってもらう！　いいな！」

　晴せい凛りんは驚いた。

「仕事が無い……って？　僕にはシャン族のミーネ姫に帝てい国こく語を教えるという仕事が……」

「シャン族？　ああ、あの野や蛮ばん人の小娘か。あいつは追い出すに決まっているだろう。あいつはシムールだぞ。何で敵のガキに帝国の税金で無む駄だ飯めし食わせて住まわせなくちゃならんのだ！　その経費だけでもかなりの額になる！」

「……しかし、シャン族と帝国の間に結ばれた和わ睦ぼくの条件として、シャン族の娘を皇こう帝ていの後こう宮きゆうに送るということが決められているはずです！」

　白饅まん頭じゆうは忌いま々いましげに答えた。

「ふん、それは弦げん斉さいが勝手にやった売名行為だろうが！　弦斉め、蛮ばん族ぞくの小娘をさらって来て床とこ上じよう手ずに仕込んで後宮に送り込んで、自分の名前を売り込むつもりだったのだろうよ。

　皇帝はまだ十一歳だが、あと五年もすれば、色気づいて女の尻しりを追いかけるようになるだろう。帝国の美女に飽きたら、毛色の違う蛮族娘に手を出すに決まっているからな。そうすれば、もう一度帝国の中ちゆう枢すうに返り咲けるってわけだ……まったく悪知恵の働く親父おやじだな！」

　晴凛は怒おこるのを通り越してあきれてしまった。

　──そうか、こいつの脳内にあるモノサシで弦斉様のやった一連の仕事を見ると、こう見えるのか。

　こいつに、いくら、それは違うと言っても、絶対に納なつ得とくしないだろう。こいつは自分を疑わない、疑う理由が無い。こいつにとっては、それが正解なんだ。

「……というわけで、精せい勤きん寮りようを出て行ってもらうからな！　即刻荷物をまとめろ！　仕事が無いのだから、出勤しなくていい、好きにしろ。だが、役人であり、わしの部下なのだから、他で働くことは許さん。統とう卒そつ以上の官位のあるものは副業禁止だ！　いいな！　わかったら帰れ！」

　今まで黙だまっていた骨将軍が、にやにや下品な笑いを浮かべて付け足した。

「統卒の官位を手に入れてなければ、自己都合で退職できて、都に帰れたのにな。恨うらむなら弦斉を恨め。まあ、泉せん野や家のお坊ちゃまじゃあ、親父に泣きつけば金を送ってもらえるだろうから、飢え死にすることはないだろう？　適当に遊んで暮らせるんだ、感謝してもらいたいくらいだな」

　晴凛ははらわたが煮えくり返るような怒いかりを抑おさえ込んで一礼すると、執務室を出た。

　そして、五、六歩歩いたところで、思わず本音が口をついた。

「……下げ衆すどもめ」




　総そう督とく府ふの建物を出た晴凛は、南みなみ寮りように視線を向けた。

　──弦斉様の言う通りになったってことか……あそこから追い出されたミーネ姫とミリンさんは、きっと、そのままシャン族のところに帰るんだろうな。

　晴せい凛りんは視線を西の空に沈む夕日に移して、ため息をついた。

　──帰るところがある人はいいよな。

　僕は、これからどうすればいいいんだろう？　職も無ければ住むところも無くなっちゃうなんて思ってもいなかった。

　脳のう裏りに浮かんだのは、伏ふせ龍たつの顔だった。

　──そうだよな。伏龍さんに相談してみよう。何かいい知恵を授けてくれるかもしれない。

　晴凛は小さくうなずくと、精せい勤きん寮りようの先にある愛あい楽ら具ぐに向かって歩き始めた。




　愛楽具に近づいた晴凛の耳に、にぎやかに歌い騒さわぐ声が聞こえて来た。

　──どこかで宴会でもやってるのかな？　景気のいい人たちもいれば、僕のようなどん底の人間もいる。

　世の中って不公平だよなあ……。

　そんなことを考えながら、愛楽具に近づいた晴凛は、怪け訝げんな顔になった。

　宴会のにぎやかな声は愛楽具の中から聞こえてくる。

　──何だろう？　何かいいことでもあったのかな？

　晴凛が、そんなことを考えながら、愛楽具の戸を開けると、一いつ瞬しゆん、店の中が静まり返った後で、大歓声が上がった。

「おお！　出世頭のご帰還だ！」

「帝てい国こくの歴史に名を残した、最年少の統とう卒そつさまが帰ってきた！」

「おめでとう！」

「いやあ、あやかりたいものですなあ！」

　常連客たちが、笑いながら出迎える中で、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす晴凛に、龍りゆう飛ひが笑いながら言った。

「いやあ、晴凛の兄貴が、辞令もらって、今日きよう付けで統卒になるって言うんで、みんなでお祝いをしようって話になりましてね……」

　伏ふせ龍たつが笑いながら後を続けた。

「んで、まあ、俺おれと龍飛でささやかにやろうと思ったら、常連さんが一いつ緒しよにやらせてくれって話になってな。店のご主人とかも一緒になって、こうなったってわけだ、まあ座れ。話を聞かせろ」

「は、はあ……」

　腕を摑つかまれて、座らされた晴凛の前に、祝杯が出てきた。

「酒は飲めないだろうけど、まあ縁起物だ。とりあえず一杯いけ」

　伏龍に言われて、晴凛は杯さかずきを取った。

「じ、じゃあ、一杯だけ……」

　その杯さかずきに酒を注ぎながら、伏ふせ龍たつは聞いた。

「で？　どうだった？　辞令は貰もらったのか？　本物だったか？　ちゃんと皇こう帝ていの勅ちよく印いんが押してあったか？」

「え、ええ、押してありました。本物だと思います」

　真ま面じ目めに答える晴せい凛りんを見て、店の中にいた全員が笑った。

　晴凛が杯を持ったのを見て、伏龍たちもそれぞれに自分の杯を持った。

「ようし！　泉せん野や晴凛の、統とう卒そつ任命を祝して、乾杯！」

「乾杯！」

　全員が唱和して、拍手が巻き起こった。

　タイミングを見計らったように、厨ちゆう房ぼうからおかみさんが出てきて、晴凛の前に料理を並べ始めた。

「コレは、お祝いの料理ネ。縁起がいいトキに、みんなで食べるノヨ。さあみんな食べて食べて！」

　愛あい楽ら具ぐの中で大宴会が始まった。

　困ったような顔をしている晴凛の前に、龍りゆう飛ひがやってきて、杯に酒を注ぎながら聞いた。

「辞令も貰って、晴凛兄貴も晴れて統卒になったわけですけど、部署はどこですか？　統卒になったとなれば、さぞかし給金も上がるんでしょうねえ」

「あ、いや、その……実は……仕事無しで、給金無し、ついでに寮りようも追い出されて、宿無しになっちゃった……」

「な、何だってー？」

　愛楽具の店内にいた全員の返事が見事なまでにシンクロした。

「それって、どういう意味だよ！　普通、辞令が来て任官すれば、職務が決まるモンだろうが！」

「そうですよ！　それに、兄貴には、シャン族の姫様に言葉を教えるって仕事があったじゃないっすか！　それはどうなっちまったんですか？」

「ミーネ姫は南みなみ寮りようを追い出されるんだ。シムールは敵だ。敵を帝てい国こくの税金で食わせておく理由はない、後こう宮きゆうに入れる約束も反ほ故ごにする。みたいなことを、新総そう督とくの「白饅まん頭じゆう」が言っていたよ……」

　晴凛の言葉を聞いた伏龍の顔色が変わった。

「おい、それは本当か？　その……新総督がシャン族の姫様を後宮に入れる約束を反故にしようとしているってのは！」

「あ、はい、そういうことを言っていましたね……あれは弦げん斉ざい様の売名行為だから、意味は無いぐらいの言い方でしたが……」

「何のために、弦げん斉ざい閣かつ下かが、あの話をまとめたのか、まったく理解してないのか、新総そう督とくの白饅まん頭じゆうは！　シムールの一族が帝てい国こくの後こう宮きゆうに入って皇こう帝ていの血筋を引いた子供が生まれれば、その子は皇こう位い継けい承しよう権を持つことになる！　帝国はシムールを敵として見ていない。延えん喜ぎ帝国の一員として迎え入れ、共存共栄を図ろうとしているのだ、という明確な和平へのメッセージなんだ！　それを一方的に破棄すれば、どうなるかわかってない！」

「どうなるんですか？」

　伏ふせ龍たつは怪け訝げんな顔をする龍りゆう飛ひを指差した。

「お前の命が危なくなるのさ……」

「へ？　それって、どういう意味ですか？」

「簡単な理屈だ。この北部辺境一帯は、ほんの十年前まではシムールの土地だった。ここ五年ばかりシムールは攻せめてこないが、この侘タ瑠ル徒トの街が最前線になったことは数知れない……」

　伏龍は机の上の小こ鉢ばちを箸はしでつついてから言葉を継いだ。

「この小鉢が侘瑠徒の街とする……」

　そして伏龍はその小鉢を半円形に囲うように、杯さかずきを並べた。

「周りの杯がシムールだ。つまりこの侘瑠徒の街はシムールの海の中に突き出している半島みたいなものだ……ここまではわかるな？」

　龍飛だけではなく、伏龍の話を聞いていた晴凛や、愛あい楽ら具ぐの店内にいた常連客も一いつ緒しよになって、こくこく、とうなずいた。

　伏龍は小鉢の周りを囲んだ、八つの杯を指差した。

「シムールというのは八つの支族から構成されている。族長の個性にもよるが、強きよう硬こう派もいれば、穏おん健けん派もいる。そして、この侘瑠徒の周りにいるシャン族は、長い間、帝国の商人と交易をしていたために、帝国に対してそれほど敵意を抱いだいていない。

　弦斉閣下は、まず手始めに、このシャン族と講和して友好関係を結ぶことにした。シャン族と友好関係を結べば、シャン族に他のシムールの強きよう硬こう派支族との間に立ってもらえるからだ。紛争とか軍事衝しよう突とつというのは、些さ細さいな誤解が原因で始まることが多い。互いに相手の情報が入ってこないまま、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいってどんどん悪いほうに行ってしまう。だが、帝国とシムールの間にシャン族という緩かん衝しよう地帯を作っておけば、シャン族を通じてシムールに帝国の情報が、帝国にはシムールの情報が、それぞれ流れて誤解を生じることは少なくなる。

　それと、これが一番大事な部分だが……もし、再びシムールとの大規模な戦争が始まったとき、シャン族が帝国の味方についてくれる可能性がある……あ、いや、味方にならなくてもいい。積極的に敵対しなければ、それだけ軍事的圧力は軽くなる。どっちに転んでも悪いほうにはいかないんだ」

　伏龍は目の前にいる龍飛を指差して言葉を続けた。

「つまり、あの白饅まん頭じゆうは、弦斉閣下がこの五年間の間に積み上げた、こういった安全保障のことなんか、これっぽちも考えちゃいないってことさ……お前が「霜そう弊へい経けい」の生まれ変わりなら、たとえシムールが全力で攻せめてきても撃げき退たいできるだろうけどな……」

「やめてくださいよ、あっしはただの下っ端ぱの十人隊長なんすから。霜弊経みたいな、あんな、死んだ後も護ご国こくの神様として祀まつられるような大英雄と一いつ緒しよにしないで下さい」

「七十年前の北ほく擾じようの役えきのとき、霜弊経が光こう来らい河がの渡し場に押し寄せたシムールの騎き兵へい千人をたった一人ひとりで射止めたって話は伝説で、まぁ実際にはその半分くらいと言われているが。半分でも五百人だ……まあ、化け物に違いは無い。

　そして、今の帝てい国こくには、龍りゆう飛ひみたいな一兵卒は一杯いるが、霜弊経みたいな化け物はいない。シムールの全部族が蜂ほう起きした北擾の役みたいなことが起きたら、えらいことになるわけだ……」

　伏龍の言葉を聞いていた龍飛が首をひねった。

「でも……そういったことは、ちょっと考えればわかりそうなものですけどねえ。どっちのほうが、帝国のためになるのか、あっしのような無学な人間だってわかりますよ。何でそんな簡単なことがわかんねえんでしょう？」

「なに、簡単なことだ。やつらだって、弦げん斉ざい閣かつ下かのやり方が優れていて、そっちのほうが帝国のためにいいことだってことはわかっているんだ。でもな、そんなことを認めるわけにはいかねえのさ。そんなことを認めたら弦斉閣下に負けたことになると思ってやがるんだ。

　やつらの頭の中には、個人の面子めんつとか意地とか利害しかねえんだ。帝国のためとか臣しん民みんのためなんか、これっぽっちもありゃしねえのさ。あの白饅まん頭じゆうは、弦斉閣下が五年間にわたって育ててきたシャン族との友好関係の絆きずなをぶった切ろうとしている……ここで信頼の絆をぶった切ればどうなるか、なんて考えていない。戦いの無い平和な日々は、存在しているのが当然で、日光や雨のように、何もしないでも天から降ってくるものだと考えていやがるんだ」

　伏龍がそこまで言ったとき、愛あい楽ら具ぐの入り口の扉ががらりと開いて、女の声がした。

「話はゼンブ聞かせてもらイまシタ！」

「ミリンさん！」

「わしもいるぞ、晴せい凛りん！」

　驚く晴凛の目の前に立ったミリンの後ろからミーネが顔を出した。

「何でここに……」

「さっき、新シイ総そう督とくの子分がやってきて、明日あしたにでも荷物まとめて出てイけと言われたノです」

「ええっ、もう!?」

　白饅頭がミーネを追い出すとは言っていたが、明日にでも出て行けとは、話が急すぎる。一体どれだけせっかちなんだ、と晴凜はむしろあきれた。

　いつものように無表情ではあるが、少し早口で、ミリンは話を続ける。

「南みなみ寮りように勤めテいたシャン族の女たチで話し合いまシた。そシて、よくわからなイけど、帰っていいナら帰っちゃおう、という話になったのデス。そしたラ、この山やま猫ねこが、アナタも連れテ行く、と言い出しやがリました。話聞いたら、アナタも仕事無クなって、住むところも追い出さレたそうですが、どうシますか？　一いつ緒しよにシャン族のところに来ますか？」

　ミリンが早口で帝てい国こく語を話すと、少し聞き取りづらい。だが、最後の『一緒に』というところは、帝国語を習い始めたばかりのミーネにも聞き取れたらしい。

　えへん、と胸を張って、ミーネはこう言った。

「うむ、わしのところに来れば、客人としてもてなすぞ！　給金は難しいが、食べるものと寝るところには不自由はさせん！」

「えっ？　シャン族のところに僕が行くの？」

　──うわ、どうしよう？　こんなことになるなんて考えてもいなかった。行ってもいいけど、遊牧民ってアレだよね、家とか持ってなくて、白い大きなテントを張って、そこで暮らしているんだよな。

　──テント暮らしなんて、想像もつかないな……でも、確かミーネ姫は、分ぶ厚あついフェルトのような毛織物の敷物を敷き詰めた上で寝るので、帝国風の寝台より寝心地がよい、と胸を張っていたよな。

　晴せい凛りんがそんなことを考えていたとき、伏ふせ龍たつが、ぽん！　と手を叩たたいて叫さけんだ。

「そうか、その手があった！　晴凛！　お前、この姫様と一緒にシャン族のところに行け。行かなくちゃダメだ！」

「ええっ？　行かなくちゃダメって……どういう意味ですか？」

「弦げん斉ざい閣かつ下かがやろうとしていたシムールとの信頼の絆きずなを、お前が引き継ぐってことだ。お前がその姫様の教育を続ければ、シャン族の人たちや、他のシムールの一族から見れば、帝国の上級官かん吏りがシャン族の姫様のために、わざわざやってきた。ということになる。信頼の絆は切れない。帝国の中央にいる馬ば鹿か摂せつ政しようと、その子分の白饅まん頭じゆうの顔色なんか窺うかがうことは無い。お前は無役で給金も出ていないんだから、好きにやればいいんだ」

　そして、伏ふせ龍たつは目の前にいる晴凛を見つめると、真しん剣けんな口調で言った。

「……もしかしたら弦斉閣下は、これを見越してお前を推すい師ししたのかもしれないぜ」

　晴凛は考えた。

　──そうか、伏龍さんの言う通りかもしれない。

　弦斉様が僕を呼んだとき、そんなことを言っていたような気がする。

　だとしたら、弦斉様の期待にこたえるのが、僕の役目かもしれない。

　──それに、実際のところ、今住んでいる寮りようを追い出されたら、住むところも無いし、部屋を借りる当ても無い。

　手持ちのお金を使い切ったら、その日の食べるものにも困る。

　親父おやじに手紙を書いて金を送ってもらうにしても、何て書けばいいんだ？

『前略、晴せい凛りんです。大抜ばつ擢てきを受けて出世しましたが宿無しになりました。仕事もありません。お金送ってください』

　……。

　無理だ。そんな手紙書いて送っても、信じてもらえそうにない。

　となると、シャン族のところに厄やつ介かいになるというのもいい考えかもしれないな。

　晴凛はうなずいた。

「わかりました、僕はミーネ姫と一いつ緒しよに行きます」

「ああ、それがいい。落ち着いたら知らせろ、遊びに行ってやる」

「寂さびしくなりますね。晴凛の兄貴と会えないとなると……」

　肩を落とす龍りゆう飛ひを見て、伏ふせ龍たつが言った。

「まあ、そう言うな……別に会えなくなったわけじゃねえ。シャン族の宿営地は街のすぐ先にある丘の上だ。馬で一いつ刻こくくらいの距離だ」

　そして伏龍はニヤリと笑って、周りにいた常連客に向かって呼びかけた。

「……と、いうわけで、諸君！　宴会の目的が変わった。晴凛くんの出世祝いではなく、送別会ということで盛り上がろうではないか！」

　愛あい楽ら具ぐの店内にいた全員から歓声が上がった。

「ばんざーい！」

「晴凛の出しゆつ立たつを祝って！」

「かんぱーい！」

　わっと盛り上がった店内を見たミーネが目を丸くしてミリンに聞いた。

「どうしたのじゃ？」

　ミリンは肩をすくめて答えた。

「何でもありませン。酔っ払いドモが、酒を飲む理由を見つけただケです」







　　　第六章「赤塩」







　南みなみ寮りようを引き払ったミーネたちと一いつ緒しよに、晴せい凛りんがシャン族の宿営地に向かった次の日。

　侘タ瑠ル徒トの街にある総そう督とく府ふの執務室では、新総督の菰こ野もの真しん元げんと、守しゆ備び隊長の舫もやい連れん衡こうの二人ふたりが、あたりに聞かれないようなひそひそ声で会話をしていた。

「例のものが、都から届いたようでございますな」

「ああ、先ほど、書類が回ってきたが、見事なものだな。さすがは摂せつ政しよう様だ、生きた金の使い方を心得ていらっしゃる」

　骨将軍とあだ名されている舫連衡は、揉もみ手をしながら答えた。

「ええ、まったくその通りですな。荒あれ地ちに水を引く、などという何の意味も無いことに公金を浪費することに比べれば、あの銅像のほうが、はるかに帝てい国こくのためでございましょう、常識的に考えて……」

　白饅まん頭じゆう、こと新総督の菰野真元は、忌いま々いましそうにうなずいた。

「うむ、まったく、あの弦げん斉ざいという男は何を考えていたのやら、わけがわからんな……灌かん漑がい設備を作って、あんな荒地に水を引いたところで、一体何になるというのだ。

　もし、効果があって、荒地が草地になったとしても、その草地を使えるのは、遊牧民のシムールだけだ。

　シムールを豊かにということは、敵を豊かにする利敵行為以外の何ものでもない。あのような裏切り者が、なぜ、帝てい国こくの臣しん民みんに人気があるのか、わしにはわからん」

　骨将軍は、喉のどの奥で、ぐっぐっぐっぐ、という下げ卑びた笑い声を上げた。

「臣民と言っても、ほとんどが無学な愚おろか者でございますゆえ、本当の姿を見抜くことができぬのですよ。シムールのような文字も読めぬ野や蛮ばん人どもと同じで、何を言っても無む駄だです。

　愚かな臣民も、シムールも、我々の力を見せつけて脅おどしつけ、言うことを聞かせればいいのです。常識的に考えて、それがもっとも確実な統治のやり方です……無知で迷信深いシムールどもはあの霜そう幣へい経けいの銅像を見れば、その場にひざまずいて、許しを請こうでありましょう。あの銅像こそが、この侘タ瑠ル徒トを守る守り神でございます」

　白饅頭は不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「うむ、確かに、あの銅像は効果的かもしれん……だが、あれほど大きな物を作らんでもよかったような気もするな……あの半分くらいの大きさにして、その差額をわしに回してくれればよかったのに……」

　骨将軍は首を振った。

「いかに摂せつ政しよう様といえども、おおっぴらに公金を懐ふところに入れるわけにはいきますまい……我々は自分の力で儲もうけなければなりません」

「お前の言う通り、塩の税金も倍にしたし、市場の出店にも売り上げにかかわらず定額の税金を納めるように律りつ令れいを変えた。だが、ちっとも儲からんではないか！　この北ほく緯い庁ちようの総そう督とくになるために使った裏金を考えればやっと元が取れたくらいのものだ、まだまだ足りん！

　何か、こう、もっと、がっぽがっぽと金が入ってくるような方法はないのか！」

「その件ですが……」

　骨将軍は声を潜ひそめると、懐から、手のひらに乗るほどの小さな箱を取り出した。

「例の蛮ばん族ぞく娘がいた南みなみ寮りようを、貸家に改装するために下見に行ったとき、厩うまやの片隅で、このようなものを見つけまして……」

「何だそれは？　もったいぶらずに、さっさと見せろ」

　骨将軍の言葉に、金の匂においを嗅かぎつけたのだろう。白饅まん頭じゆうは身を乗り出した。

「これでございます」

　小箱の中には、ローズピンクがかった半透明の石のかけらのようなものが入っていた。

「ん？　何だそれは？　ヒスイか？」

「いいえ、驚くなかれ、これは塩でございます……」

　白饅頭は目を見開いた。

「塩だと？　馬ば鹿かな！　塩というのは海の水を天日に干して、搔かき集めて作るものだ！　白い砂のようなもので、こんな、石のような塩など……」

　そこまで言ったとき、白饅頭は、何かに思い当たったように言葉を失った。

「……ま、まさか！　これが、あの『赤あか塩じお』なのか？」

　骨将軍はにたりと笑った。

「さようでございます。海を遠く離れ、塩を手に入れることのできぬシムールどもが、なぜ今まで病気にもならずに暮らすことができたのか……その秘密が、この山から採れる「赤塩」でございます」

「……わしは、今まで、そんなものは、講釈師どもが面白おかしくでっちあげた大噓うそだと思っておった……シムールの馬は千里を走るとか、シムールの強ごう弓きゆうは兵士三人を一矢で貫く、などという、シムールを神秘化するための、おとぎ話に過ぎんと思っておった……」

　呆ぼう然ぜんとする白饅頭を見て、骨将軍は小さく首を振った。

「帝てい国こくは長い間シムールと戦ってきましたが、やつらの暮らしや文化を研究したものは誰もおりません。そもそもシムールの領地に足を踏ふみ入れることすらできなかったのですから、当然といえば当然ですが……弦げん斉ざいがシャン族を手なずけてくれたおかげで、この重要な秘密を手に入れることができたわけです。その点については、弦斉に感謝すべきかもしれませんな」

「ああ、あんなやつのことはどうでもいい！　それよりも、それを見せろ！」

　骨将軍の手から箱をひったくるように取り上げた白饅まん頭じゆうは、箱の中身を鼻の前に持ってきて、くんくん、と匂においを嗅かいだ。

「うむ、本当だ。こいつは海の匂いがまったくしない……あきらかに、我々が作ってきた塩とは違う由来ででき上がったものだな……」

　舌を出して、恐る恐るローズピンクのかけらを舐なめた白饅頭は、驚きの声を上げた。

「おお、塩だ！　まぎれもなく、こいつは塩だ！」

　──とんでもない情報を手に入れたぞ……こいつは、帝てい国こくの経済が、根こん本ぽんからひっくり返るような驚きよう天てん動どう地ちの出来事だ！

　手の中にある塩のかけらを見つめる白饅頭の脳内に、様々な考えが渦うず巻まいた。

　──今まで、帝国の内陸部に住む人々の使う塩は、遠く、海沿いで作られた塩を運んでくるしかなかった。

　塩を作るのは手間がかかる。まず海水を汲くみ上げ、塩田と呼ばれる広い砂浜にそれを撒まく。太陽の熱で水分が蒸発し、塩分濃度が高くなったところで、それを再び汲み上げ、今度は大きな釜かまの中で煮て、水分を飛ばし、やっと塩ができ上がるのだ。

　天候が悪ければ効率は落ちるし、汲み上げる人も煮詰めるために燃やす薪まきも大量に使用しなくてはならない。

　確かに海水は無む尽じん蔵ぞうだが、それを塩にするまでの工程に費用が生じる。そこにさらに輸送費が乗れば、たとえ原材料がただでも、製品としての塩は高価な品物になる。

　そして、これが一番肝心なことだが、延えん喜ぎ帝国では、塩は政府直ちよつ轄かつの専売品として流通しているために、自由に売り買いできないのだ。

　この専売制によって、国が価格設定を自由にできることから、塩の専売事業は延喜帝国にとって重要な財源となっていた。

　高価でもなんでも、国の許可を得ている塩商人以外から買うことはできないし、勝手に塩を作れば、重罪に問われるのだ。

　だが、禁制品として取り締まれば取り締まるほど、安い闇やみ価格の塩が市場に出回ることになる。

　白饅頭と骨将軍の二人ふたりは、この闇市場に押おう収しゆうした密造塩を横流しすることで、莫ばく大だいな利益を懐ふところに入れていた。

　──塩田で塩を作ることに比べれば、この赤あか塩じおははるかに安上がりだ。天候に左右されることも無ければ、わざわざ煮詰める必要も無い。帝国の製塩の仕組みが根底からくつがえされるだろう。

　どうする？　この大発見を帝国の中ちゆう枢すう部に報告するか？

　白饅頭は、ぶんぶん、と首を振って自分の脳内に浮かんだ答えを振り払った。

　──とんでもない！　こんなボロ儲もうけの種を、何でおおっぴらにせねばならんのだ！

　報告しても、よくやった、という感状が一枚貰もらえるだけで、一いつ銭せんの得にもならん。この赤あか塩じおの秘密は、わしらだけが知っているから儲もうけの種になるのだ。

　白饅まん頭じゆうは顔を上げると、目の前にいる骨将軍に聞いた

「この赤塩はどこで採れるのか、わかるか？」

「いいえ、まったくわかりません。しかし、あの南みなみ寮りようにいたシャン族どもが、飼っている馬に与えていたことは間違いありません」

　白饅頭はにやりと笑った。

「そうか……つまりは、シャン族から聞き出せばいい、ということだな？」

「守しゆ備び隊の兵士を、宿営地に向けますか？」

「いや、兵士を使うのはまずい。この件はあくまでも極秘に進めなくてはならん。兵士を使って話が漏もれれば元も子もない。こういうときは、話が漏れないような連中を使わねばな……闇やみ塩を売りさばくのと同じだ」

　骨将軍は、上目遣いに白饅頭を見て、うなずいた。

「わかりました、顔なじみの黄おう蕃ばんの連中を使うわけですな……確かにあいつらなら、口は堅かたいし、荒っぽいことに慣れていますからな……ただ、南なん方ぽう都市を根ね城じろにしている連中を、ここに呼び寄せるには、いささか時間がかかりますぞ」

「なに、構うものか。シャン族も塩も逃げはせん。こいつは思いがけなく転がり込んだ大儲けの種だ。焦あせらずじっくり事を進めるとしよう」

「了解いたしました……真しん元げんさまも、やっと運が向いて参りましたな」

　骨将軍は、そう言うと、喉のどの奥で、ぐっぐっぐっぐ、と笑った。




　シャン族の宿営地は侘タ瑠ル徒トの町から少し離れた小高い丘の上にある。

　遊牧民であるシャン族には、定まった家というものが無い。包建パイクーと呼ばれる革かわとフェルトで作られたテントに暮らしながら、飼っている家畜が草原の草を食べ尽つくすと、別の草の豊かな場所を探し、そこに移動して生活している。

　しかし、一族の中心となる族長は、数ヶ月間同じ場所に留とどまり、交易や、一族の中で起こった揉もめ事の採決、今後の方針などの政治的なことを処理するのである。

　この宿営地に建てられている包建は、通常のものより二周りほど大きい大包建タオパイクーと呼ばれるものであり、族長の一族の宿舎として使われるだけでなく、交易に来た商人、他の支族の賓ひん客きやくなどの宿泊所としても使われている。

　宿営地に立ちならんだ大包建の中に、屋根に当たる部分に立てた柱から細長い青い旗をなびかせているものがあった。

　族長の居宅を意味するその旗の下で、晴せい凛りんは一人ひとりの男と向き合って座っていた。

　男の年齢は五十代半ばだろうか、白髪しらがと黒髪が混じった灰色の長髪を後ろで無造作に束ね、あごの下に髭ひげを伸ばした、精せい悍かんな顔つきをしている。一見すると、拳けん法ぽうや体術使いの道場主のようにも見える。

　男は晴せい凛りんを見み据すえて、ゆっくりと言った。

「話はわかりました。弦げん斉ざい殿から、たとえ総そう督とくが代わろうとも、帝てい国こくの方針は信頼の上に和平を築くことに代わりは無い、という申し送りは受けておりますゆえ、御安心召めされよ」

「ありがとうございます。イシル様」

　晴凛は深々と頭を下げた。

　彼の目の前に座っている、この精悍な顔つきの初老の男の名前はクルタ・イシル。八千人に及ぶシャン族の族長であり、ミーネの父親でもある。

　イシルは晴凛を見据えて聞いた。

「帝てい国こくの皇こう帝ていの下もとに輿こし入いれする約束は、まだ正式に断りの話は来ていないが、こうやって生家に帰されたということは、この話は無かったもの、と受け取ってよろしいのかな？」

「……その件につきましては、保留、という形でお考え下さい。ご存知のように帝国の中にも弦斉様のような方もいれば、このたびの新総督のような方もいます。

　上に立つ人間の意向で、政策が変わるのは仕方ないとしても、帝国の国民は、誰も戦いを望んでおりません。弦斉様の行ったこの方策は、国民のほとんどが褒ほめ称たたえております。それに……これが一番重要な点ですが、弦斉様は死んだわけではありません。今の摂せつ政しようが愚ぐ策さくをこのまま続け、さまざまな不都合が生じ、どうしようもなくなれば、再び弦斉様が帝国の重じゆう臣しんとして返り咲くこともありえます。

　そうなれば、ミーネ様の輿入れという話は再び現実のものになるでしょう。その日のために、こうやって、私が教育を続けるために参ったわけでございます」

「そうでしたか。そういう理由でしたか。ミーネの話では、あなたは官位を貰もらって出世したはいいものの、新総督ににらまれて、職場どころか住むところも追い出されて、宿無しで食い詰めたので、ミーネを頼って、こちらに転がり込んだということでしたが……」

「え!?　えほっえほっ！」

　晴凛は思わずむせた。

「どうしましたかな？」

　面白そうに自分の表情を窺うかがうイシルを見て、晴凛は思った。

　──さすが、シャン族八千人をまとめる族長だけのことはある。この人の前ではどんなおためごかしも通用しないだろう。

　いまさら自分を飾っても仕方が無い。正直に全部言ってしまったほうがいい。

　晴凛は素直に頭を下げた。

「えーと、実を言うと、ミーネ姫の言っている理由は当たってます。私は今、職無し宿無しで、そっちのほうが切実な理由でして……あ、いえ、だからといって、帝国がミーネ姫の輿入れを完全に断ったわけではありません！　弦げん斉ざい様が返り咲くかもしれない、というのは本当です！　帝てい国こくの真意をお疑いにならないで下さい。帝国臣しん民みんは戦いを望んでおりません！」

　必死に説明する晴せい凛りんの顔をじっと見ていたイシルは、こらえきれずに笑い出した。

「はっはっはっは、そう心配するな。弦斉殿のことは、こっちでもよくわかっておる。帝国の民たみが、弦斉様のことを褒ほめ称たたえていることもな。今は違う風が吹いているだけのことだ。

　それに、例え帝国皇帝に輿こし入いれしなくとも、ミーネを教育するのは大切なことだ。ミーネを教え諭さとす君の心根を知りたくて、いささか意地の悪い質問をしてみたのだ」

　そして、イシルは、少し真ま面じ目めな顔になって言葉を継いだ。

「……君は根が正直だな。そして人の気持ちを洞察する能力もありそうだ。何よりも、私は君ほど巧たくみにシムールの言葉を話せる帝国人に会ったことが無い。

　言葉というのは民族の伝統であり誇りでもある。もし、君が我々シムールを侮ぶ蔑べつしていたのなら、君はそれほどまでに見事に言葉を操ることはできないだろう……君は信頼するにあたる人間だと私は思う。

　君は今日きようからシャン族の客人だ。シムールの決まり通り、赤い布の掛かっている大包建タオパイクー以外なら、どこの大包建を訪れても構わない。そこで食事を摂とるのも寝るのも自由だ。君は我がシャン族の一員なのだからな。では、ミーネをよろしく頼む」

　そう言って頭を下げたイシルを見て、晴凛は慌あわてて顔の前で手を振りながら頭を下げた。

「いや、そんな、僕は族長のような方に頭を下げてもらえるような人間じゃありません！」

「いやいや、これは族長としてだけではない、ミーネの父親として頭を下げているのだよ。ミーネは私が四十歳を過ぎてから生まれた末の娘で、十歳のときに母を病気で亡くした不ふ憫びんな子だ。私の中にあった負い目があれを甘やかす原因だったのだろう。知っての通り、わがまま放題に育ってしまった……ミーネには、晴凛老ろう師しの言葉は父の言葉と思え、と言い聞かせてある。手加減はいらん。しっかりと人の道を教え諭さとしてやってくれ」

「わかりました、精一杯やらせていただきます」

　晴凛は胸を張って答えた。




　イシルとの会見を終えて、族長の大包建タオパイクーから外に出ると、そこにミーネが待っていた。

　軽快なシムールの民族衣装に身を包んだミーネは、晴凛を見ると、にっこり笑って言った。

「父上との話は終わったのか？」

「ええ、終わりました。あなたにしっかり勉強を教えてやってくれ、と頼まれました」

「ええーっ？」

　ミーネは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「せっかく帰ってきたのに、勉強せねばならんのかぁ……」

「当たり前ですよ。私が来たのはそのためなんですから」

　晴せい凛りんの言葉を聞いたミーネはふくれっつらになった。

「宿無し、職無し、金無しの晴凛を拾ってやったのだ。少しぐらいは大目に見てもよいじゃろうが！」

「ええ、宿無し、職無し、金無しのところを拾ってもらったのですから、精一杯恩返しをするつもりです」

「そんな恩返しなどいらん！」

　そう叫さけんだ後で、ミーネは何かに気がついたように目を見開いてつぶやいた。

「そうか、恩には恩で返さねばならんわけだな……晴凛は拾われた恩を勉強で返すと言った。ならばわしは、その勉強の恩を返さねば義理が立たんな……」

「……え？」

　晴凛は嫌いやな予感がした。

　ミーネの恩返しで遠とお駆がけに連れて行かれ、疲労で死にかけた時の記憶がよみがえったのだ。あの調子で『恩を返』されたら、今度こそ死ぬかもしれない。いや、死ぬ。多分、おそらく、きっと、死ぬ。恩返しで殺される。

　顔を青くした晴凜をよそに、ミーネはブツブツとつぶやいている。

「うーむ、馬は、まだ危なっかしいがなんとか一人ひとりで乗れるようになったし……シャン族の男にとって必要なのは……武術だな、うん！」

「武術？」

　晴凛は目を丸くした。

　帝てい国こくでは、文ぶん官かんと武ぶ官かんは明確に分けられている。文官を目指す者は筆記試験と口頭による問答だけ、そして武官を目指すものは、体力と技能のみが、その選考基準である。

　文官は筆以外のものを持ってはならない。武官は筆を持ってはならない。それが帝国の決まりだった。

「あ、いや、僕はずっと文官の試験を受けるために勉強してきたから、武器は持ったことが無いんだ……というより、帝国では、文官は武器を持っちゃいけないんだよ」

「それがどうした？　それは帝国の掟おきてであろう？」

「いや、でも……」

「こんな時帝国では『郷ごうに入いれば郷に従え』と言うと、この前わしに教えてくれたのは、おまえではないか」

「え、いや、そ、それは、ちょっと、ちが……」

　確かに、そんなことを得意げにミーネに言った記憶がある。しまった。墓ぼ穴けつを掘った。晴凛は焦あせるが、時すでに遅し。

「ここはシャン族の村じゃぞ。武術を修行し、身につけることは、シャン族の男にとって当然のことじゃろうが！」

　ミーネは晴せい凛りんの抗議をあっさり却下すると、じっと晴凛の腕や足腰を見つめた。

「しかし……こうやって改めて見ると、晴凛って本当に貧弱じゃなあ……何喰くっておったんじゃ？」

「貧弱で悪かったな！　生まれてこの方、剣けんすら振るったことが無いんだから仕方ないじゃないか！　僕が持ったことがある武器といえば、せいぜい市場の射的場で使う玩具の弓矢くらいのものさ」

「射的場？　それはどんなものなのじゃ？」

　ミーネは興味津しん々しんという顔で聞いてきた。

　晴凛は指先から肘ひじくらいの長さを手で示しながら説明した。

「これくらいの大きさの小さな竹の弓に、矢や尻じりも何もついてない、棒のような矢をつがえて、四短里メートルほど離れたところに置いてある景品を落とす子供向けの遊びさ。矢がわざと曲げてあったり、矢羽根がねじってあったりして、まっすぐ飛ばないように細工してあるから、なかなか当たらないんだ」

「ふむ……やってみたいのう。侘タ瑠ル徒トの市場にもその射的場とやらが来ないものか……と、そんな話をしている場合ではない、晴凛の修行の話だ！　ええと、うーんと、にゅうぅぅぅうぅぅ……」

　ミーネは一呼吸か二呼吸ほどの間考えていたが、やがて何かに思い当たったのだろう、力強くうなずいた。

「よし！　決めた！　お前は弓の修行をしろ！　馬に乗って戦うなら剣けんよりもまず弓だ！　子供の頃やったことがあるのなら、きっとすぐに身につく！」

「あ、いや、だから、子供の頃やったっていうのは、玩具の弓なんだってば。、本物とは全然違うんだよ」

　ミーネは晴凛の腕を摑つかんで引っ張った。

「的に当てることは同じじゃ！　ごちゃごちゃ言っとらんで、いいからついてこい！　お前をシャン族一の弓の名人のところに案内する！」




　シャン族の宿営地の外れにある包建パイクーの前に、その老人は立っていた。

　年齢は六十を過ぎているだろう。その白髪しらがと白い髭ひげの老人は、手に持っていた半はん弓きゆうと呼ばれる、馬上で使う弓と矢筒に入った矢を、無言で晴凛に差し出した。

　どうやら、これを使え、と言いたいらしい。

　晴凛は、その弓矢をこわごわと受け取った。

「あの……誠に申し訳ありません。こんな本格的な弓矢を持つのは初めてですので、どう構えていいのかわかりません。無礼がありましたら、あらかじめお詫わびしておきます」

　白髪の老人は無言でうなずくと、二十短里ほど先に置かれた、フェルトを丸めて固めたような円筒形のものを指差した。

　どうやら、あれを狙ねらってみろ、ということらしい。

　──うわ、いきなりかよ。

　習ったことも触さわったことも無いから、どうやって構えていいのかもわかんないぞ。

　弓と矢を受け取った晴せい凛りんは、それを持ったまま、白髪しらがの老人に聞いた。

「あ、あの、どうやって構えればいいのでしょう」

「……好きにしろ」

「……え？」

　老人はそれきり黙だまって晴凛の手先だけを見つめている。

　──好きにしろって言われても、どうすりゃいいんだ？　何を聞いても答えてくれそうにないし。こういうときは、何かこう、話題になりそうな話を振って、場の空気をやわらげなくちゃ……。

「えっと、きょ。今日きようはいいお天気ですね？」

「うん」

「……」

　──それだけ？　それだけなの？　うわ、どうすりゃいいんだ。

　晴凛は顔を上げて西の空を見た。

　地平線に薄うす紫むらさき色の細長い帯状の雲が数本たなびいているのが見えた。

　なんとなく、地平がかすんでいるようにも見える。

　──そういえば、ミリンさんが雨が降る、って言ったときも、確かあんな雲が出ていたような気がする。

「ええと……でも、もしかしたら明日あしたは雨が降るかもしれませんねっ!?」

「そうか」

「……」

「……」

　晴凛は、自分の額ひたいや背中にいやーな汗が、だらだら流れているのに気がついていた。

　──うわぁ！　話が続かねえ！　どうすりゃいいんだ本当に、こうなりゃ、駄だ洒落じやれでも言うしかない！

　そう決めた晴凛が口を開く前に、弓の名手が晴凛に問いかけた。

「わかるのか？」

「と、隣の囲いに囲いが……あ？　え？」

「雨が降ると、言った」

「あ、はい、いや。なんとなく。今日は空気が重そうに感じたもんですから」

「そうか」

　老人は考え込んだ。

　長い長い沈ちん黙もくの後で、老人は静かに言った。

「……わかった、では始めよう。まずは構え方からだ」

「あ、はいっ！　お願いします！」

　晴せい凛りんはほっとしたように肩の力を入れて、弓を左手に持って的のほうを向いた。

「背筋を伸ばす。反そりすぎても、前かがみでもいけない、大地に足をつけて足の裏で大地を感じるのだ。大地を敵に回さない。そして顎あごを引き、まっすぐに的を見る。体がゆがめば矢もゆがむ」

「はい！」

　晴凛は最初の矢をつがえた。

「作法は気にするな。どうやって矢が飛ぶのか、それを考えて、手を動かすのだ。慣れてくれば考えないでも手が動く。だが、最初から考え無しで動かしていたのでは、絶対に上達しないのだ」

「はい」

　晴凛は弓を引き絞しぼった。

　半はん弓きゆうとはいえ、本物の弓である。弓の弾力は想像以上のものがあった。

　思い切り力を入れ、なんとか引けたが、手がぶるぶる震えて狙ねらいをつけるどころではない。その様子を見ていた老人が優しく言った。

「狙おうと思うな、まっすぐ飛ばすことだけを考えろ」

「はい！」

　このあたりだろう、と思ったところで、晴凛は矢をつがえていた手を離した。

　ビィィン！

　弦げんを響ひびかせて、矢が飛んでいった。




　用意してあった矢をすべて射いつくすその直前、残りの矢があと二本というところで老人が言った。

「よし、終わりだ。射た矢を回収して来い」

「あの……まだ二本残っていますが？」

「弓は矢があって初めて意味がある。戦いの場で矢をすべて射つくしてしまったら、何の役にも立たん。弓を弓にするために、矢は必ず一本か二本残しておくものなのだ」

　──そうか、これは戦いのための訓練であって、射的じゃないんだ。常に攻こう撃げき力を持ち続けることが一番大切だってことだな。

「はい、わかりました！」

　晴凛はそう答えると、弓を置き、的にしていた干草の束に小走りで向かった。

　何十本もの矢が刺さって、サボテンのようになっている干草の束から、矢を抜き始めると、入れ違いにミーネが様子を見にやって来た。

「どうじゃ？　晴せい凛りんは？」

「ふうむ……」

　むっつり黙だまる老人を見てミーネは慌あわてた。

「え？　お前が困るほど見込みがないのかっ!?　にゅぅぅぅ、困った……それでは一いつ緒しよに狩かりにも行けぬではないか……」

「いえ。逆ですよ姫」

　ゆっくりとかぶりを振った老人は、矢を拾っている晴凛を遠くに見ながら、ようやく表情を変えた。そこには、渋しぶい笑えみが浮かんでいる。

「あの男……風の重さと流れを見る才があるようですな。上う手まくなります」

「本当か？」

　うれしそうに目を見開くミーネに、老人は自信ありげにうなずいてみせた。

「そうか、上手くなるか！　そうか！　うふふ、そうかそうか！」




　晴凛がシャン族の中で暮らし始めてちょうど一ヶ月が過ぎたこの日。

　またしても晴凛はミーネの遠とお駆がけに付き合わされていた。

　とはいえ、以前のような馬一頭に二人ふたり乗りではない。

　ミーネのスパルタ教育の甲か斐いあって、晴凛はなんとか一人ひとりで馬を乗りこなせるようになっていた。

　もっとも、晴凛が乗ることのできる馬は、ミーネから貸してもらったロヘリンだけであり、それ以外の馬は晴凛の腕前を見切ってしまって言うことを聞かない。

　ロヘリンはほとんど晴凛専用の馬になりつつあった。

　宿営地から乗り出したミーネは、一声。

「ついてこい！」

　と叫さけぶと、乗っていた馬に一ひと鞭むち当てて、いきなり全力で走り出した。

「うわ！　ま、待って下さい！」

　晴凛はロヘリンの手た綱づなを緩ゆるめ、両腹を足で蹴けった。

　それだけで、ロヘリンは、晴凛が要求していることの意味を理解したのだろう。前を行くミーネの後を追って走り始めた。

　街道を土埃ぼこりを蹴立てて走っていくミーネの後を追いながら晴凛は思った。

　──あの先の辻を右に行くか、左に行くか……右ならロクト高地、左ならタリム川のほとりだな。

　ミーネは右に曲がった。

　──よし、今日きようは山だな。

　手た綱づなを持った右手の手首を動かして合図を送ると、ロヘリンは、それに応えて右に曲がった。

　──それでいい。曲がってくれてありがとう。

　手綱を通じて、晴せい凛りんの意思が伝わったのだろう。ロヘリンは嬉うれしそうに走り出した。

　馬は機械ではない。生き物である。訓練されたとおりの動きをするとはいえ、自我も意思もちゃんと持っている。自分の意のままに動かすためには、乗り手と馬との間に信頼と愛情が無ければならない。

　そのことに気がつきはじめた頃から、ロヘリンは晴凛の言うことを聞くようになった。

　丘を越え、尾根筋の細い道を登ってロクトの崖がけの上に立った晴凛は、眼がん下かに広がる一面の花畑を見下ろして大きく息をついた。

　北部辺境の夏は短く、冬は長い。その長い冬に耐える種を残すために、草原の草は夏になる頃に一いつ斉せいに花を咲かせる。

　赤い小さな花が、じゅうたんを敷き詰めたようにびっしりと咲いているその花畑の中に、タリム川の流れが遠く光って見える。

　花畑に姿を変えた草原を見つめたままじっと動かない晴凛を見て、ミーネが怪け訝げんそうに聞いた。

「何を見ておるのだ？」

「シムールの宝ですよ。あの緑の草原が一面の花畑になるなんて思ってもいませんでした……この光景こそがシムールの宝なんですね」

「うむ、わしは、この季節が大好きじゃ！　この花畑こそがシムールの宝じゃ……東の荒れ野もこのような花畑に変わってくれれば、本当に嬉しい」

　晴凛は思った。

　──弦げん斉ざい様が計画していた、東の荒あれ地ちに水を引く灌かん漑がい計画はどうなるんだろう？

　予定では今年の秋ごろに工事が始まることになっていたらしいけど、肝心の弦斉様がこの北ほく緯い庁ちよう総そう督とくでなくなった今、先行きは怪あやしい。

　帝てい国こくが約束を破ったということが明らかになったら、シャン族の人たちはどう思うだろう？

　信頼を築くのには、長い年月を必要とする。でも、それを喪うしなうのは一いつ瞬しゆんだ。そして、一度喪われた信頼を取り戻すのには、もっと長い年月を必要とする。

　侘タ瑠ル徒トの街でふんぞり返っている、あの白饅まん頭じゆうは、そんなこと考えたことも無いんだろうな……。

　晴凛の視線の先にある、白く輝くタリム川を見ていたミーネが、つぶやくように言った。

「そういえば、お前を最初に連れて行ったのが、あの川のほとりじゃったな……」

「ええ、そうです……最初に姫様に連れて行かれて死にかけたのが、あの場所です」

　晴凛の言葉を聞いたミーネは白い歯を見せて笑った。

「あの時は、うるさかったぞ。わしの後ろでぎゃあぎゃあ泣きわめきおって……」

「今は、こうやって、やっと馬に乗れるようになりましたが、あの日は、生まれて初めて馬に乗せられたわけですからね。馬が走ると揺ゆれるなんてものじゃないし、落ちたら死ぬかもしれないって恐怖で、もう、わけがわかんなかったのを覚えています……」

　ミーネは感心したようにうなずいた。

「たった一月で、わしについてこれるほどに馬を乗りこなせるようになるとは思ってもみなかった。弓の腕も、宿営地にいるシャン族の男どもでは太た刀ち打ちできんほどに上げてしまうし……わしは、晴せい凛りんは、もっとヘタレで、ダメダメな男だと思っておった」

「……なんかひどい言われようですね」

「ミリンは、こう言っていたぞ……『自分の尻しりに矢を刺してしまうのが目に見えております』って」

　ミリンの無表情を真ま似ねして、すまし顔でそういったミーネに、晴凜も思わず吹き出す。

「ぷっ……もっとひどいなあ……」

「だが、お前は上う手まくなった。びっくりしたぞ！」

「いやあ、まだまだです。弓の腕だってルデル師し匠しようの足元にも及びません」

　無口な白髪しらがの老人を思い浮かべて、照れたように頭を搔かく。そんな晴凛を見て、ミーネは首を振った。

「いや、違うぞ晴凛。ルデルはわがシャン族の……いや、シムールでも一、二を争う弓の名手だが、そのルデルがお前のことを、霜そう弊へい経けいの生まれ変わりかもしれん、と言っておったぞ」

「僕が霜弊経の生まれ変わり？　そんなわけないですよ、だって、あの人は帝てい国こくでは護ご国こく神しんとして神様の仲間入りしてしまうくらいの大英雄なんですから」

　晴凛の言葉を聞いたミーネは、へえ……という顔になった。

「霜弊経は帝国でも神様なのか。シムールでも神様扱いじゃぞ。聞き分けの無い子供に、そんなことをやっていると霜そう神じんという恐ろしい神様がやってきて、心の臓を弓で射抜いて殺してしまうぞ、と言って脅おどかすのじゃ。毎年正月になると、悪鬼を追い払う護まもり札ふだを巫み女こが配りに来るが、そのなかに霜神札というのがある。これを包建パイクーの入り口に貼はっておくと、悪あつ鬼きが入ってこない、というお札なのじゃ」

　晴凛は苦笑した。

「同じ神様でも、扱いが正反対ですね……まあ、無理も無いけど」

　そのとき、山の上から涼すずしい風が吹いてきて、晴凛の前髪を乱した。

　右手で前髪を上げた晴凛の横顔を見ていたミーネが、嬉うれしそうに言った。

「最近のお前の顔は、いいな！」

「え？」

「眉み間けんにあった皺しわが少なくなった！」

「え……ああ、それは、多分、目が見えやすくなったからだと思います」

「それは当たり前じゃ！　暗いところで本を読んでばかりいるよりも、こうして馬で遠とお駆がけして、汗をかき、山に登って遠くのほうを見渡すほうが、目にも身体からだにもいいに決まっておる！」

　ミーネの言葉を聞いて、晴せい凛りんは思った。

　──そうかもしれないな。こうやって遠駆けをするようになってから、弓の腕前が上がリ始めたものな。

　的も、風の流れも前よりずっとよく見えて、何より息が楽になった。

「うん……初めて会ったときよりも、今のお前の顔のほうが格かつ好こういいな」

　つぶやくように言ったミーネの言葉は、山からの風が運び去った。

「え？　何か言いました？　風が強くて聞こえなかったんですけど……」

　ミーネは目を見開いてから、顔を赤くして首を振った。

「なっ、何でもないぞっ！　何でもない何でもない！　ああ、そうだ、思い出した。ミリンから、カラシを買ってきてくれと頼まれていたのを思い出した」

「カラシ？　あの、ぴりっとくるやつですか？」

「うむ、あれをすりつぶして、塩で煮た肉に塗ぬって食うという食べ方が流は行やっておってな、実に美う味まい……というわけで、侘タ瑠ル徒トの街に行くぞ、晴凛！」

「あ、ちょっと待って下さい、午後からは国字の書き取りをするはずでは……」

「書き取りはなくなったりしないが、カラシは売り切れる！　だから書き取りは後回しじゃ！」

　ミーネはそう言うと、馬の首を巡らせてから一ひと鞭むち当てて走り出した。

「なんだかんだ理由をつけては、書き取りをサボろうとするんだから……」

　晴凛は、やれやれ、という顔でつぶやくと、ミーネの後を追った。




　総そう督とく府ふの奥で、白饅まん頭じゆうどもが陰いん謀ぼうを巡らせているとは、夢にも思わない晴凛とミーネは、侘瑠徒の街に着くと馬を宿屋に預けた。そして、その足で街の市場に向かった。

　広場に着いた晴凛が最初に思ったことは、

　──あれ？　なんか寂さびれたような気がするな……。

　ということだった。

　店の数も心なしか減っているようだし、買い物客の姿も薄うすい。市場全体に元気が無いのだ。

「晴凛！　こっちだ！　ついて来い！　荷物持ちを頼むぞ！」

　ミーネは嬉うれしそうにそう言うと、露ろ店てんが立ち並ぶ一角に向かって走り出した。

　そして、カラシを売っている露店の前まで来たミーネは、そこに並んでいる品物についている値札を見て、目を丸くした後で店の主人に文句を言った。

「何で、こんなに値が上がっているのじゃ！　どの店もみんな値上げしておる！　このカラシも、この前来た時の倍の値段ではないか！」

　嚙かみつかんばかりの勢いでミーネが叫さけぶ。このままだと本当に嚙みついてしまうのでは、と晴せい凜りんは心配になったが、ミーネもそこまではしなかった。

　商人は肩をすくめると、帝てい国こく語訛なまりのシムール語で答えた。

「仕方ない、総そう督とくの命令、税金上がった。文句は総督に言え……」

　ミーネの買い物に付き合わされて、荷物持ちをやらされていた晴凛が、それを聞いて眉まゆをひそめた。

　──僕がクビになったときに、執務室の中で白饅まん頭じゆうと骨将軍が話していたやり取りから見て、こいつは帝てい国こくに納めるための税金じゃないな。自分の懐ふところに入れるために、勝手に税金を吊つり上げているに違いない。

　地方総督には、税率を変更できる権限がある。しかし、その税率変更の目的と、収税した額をすべて中央に報告しなければならない、という義務もある。

　──あの白饅頭はそんな報告なんか知らん顔しているに違いない。そうすれば、上げた税率の分は丸儲もうけだ。

「税率はどれくらいになったんですか？」

　晴凛が帝国語で聞くと、商人はほっとしたような顔になって、帝国語で話し始めた。

「……町の中で営業している店は、露ろ店てんも店も全部、税金を納めろと言い出しやがった。それも、品物と同じ値段の税金だとよ。銅どう銭せん十枚の品に、同じ値段の税金を乗っけなくちゃなんねえ。あっという間に値段が倍だ。売れ行きガタ落ちで、商人仲間の中には、もう侘タ瑠ル徒トじゃあ商売できねえと言い出すやつが山ほどいるぜ……」

　商人はそこで言葉を切ると、市場のある街の中央広場の一角を指差した。

　そこには、丸太を組んだ足場と、黄色い布に包まれた大きな荷物が置かれていた。

「俺おれたちから巻き上げた税金で何をするかと思ったら、白饅頭のやつはあんなものを都に注文しやがった……」

「あれ、何ですか？」

「銅像だよ」

「銅像？　誰の？」

「帝てい国こくの護ご国こく神しん、霜そう弊へい経けいさまの銅像だとよ。それも身の丈七短里メートルほどもある、巨大なものだそうだ」

　晴凛は目を見開いた。

「七短里？　そんな大きな銅像を、何のために作るんですか？」

　商人はあきれ果てたように肩をすくめた。

「シムールに対する抑おさえと、街の守り神にするためだそうだ。まったく馬ば鹿かなことに金を使うものだよ」

　ミーネは、晴凛の横に立って、店主とのやり取りを一生懸けん命めい聞き取ろうとしていたが、さすがに荷が重すぎたのだろう、顔を上げて聞いた。

「どういう話をしているのだ？」

「ああ、税金の話と、それから、あそこに銅の人形ができる、という話です」

「銅の人形？　それは何だ？」

　──そうか、シムールの言葉に「銅像」という単語は無いから、銅の人形って言い方したんだけど、無いものを表現する言葉って難しいなあ。

「銅で作られた、大きな人形です。帝てい国こくでは、立派なことをした人とか、偉人とか、そういった歴史に残るようなことをした人を褒ほめ称たたえて語り継ぐために、その人の大きな人形を作って、飾るんです」

「ほう……面白いな。で？　あれは誰の人形だ？」

「えーと……霜そう弊へい経けいだそうです……」

　ミーネの顔色が変わった。

「何だと!?　そんなものを立てたら、悪いことが起こるぞ！　霜そう神じんは疫やく病びよう神がみじゃぞ、縁起でもない！」

「うーん、シムールの人から見れば、そうなんだけど帝国の人から見れば、霜弊経という人は英雄なんだよ……シムールと帝国は敵同士だったからね」

　ミーネは複雑な顔になった。

「それは……なんとなくわかるような気もするが、だとしたら、帝国の都に立てればよいではないか。何で、わざわざ、この侘タ瑠ル徒トに立てねばならんのじゃ？　それも、あんな大きなものを……」

　ミーネは真しん剣けんな目で晴せい凛りんを見上げた。

「帝国と仲良くしたいと思っているシムールだって、一杯おるのじゃ！　シャン族は、もう戦いたくないのだ。イシル父さんは、わしに、帝国と仲良くする道だけが、シャン族を幸せにするのだと、教えてくれた……なのに、なのに、あんなものを飾られては、まるで、この街がシムールを追い出そうとしているようではないか……なあ、晴凛、帝国の人々は、そんなにシムールが嫌きらいなのか？　晴凛もシムールが嫌いなのか？」

　悲しそうな目で自分を見上げるミーネを見たとき、晴凛は胸の奥が締めつけられるような気がした。

　──そうか、そうだった。

　この子はシムールと帝国との橋渡しをするために選ばれたんだ。

　やりたい放題に暴れていたように見えるけど、本当はずっと考えていたに違いない。

　シムールと帝国を取り結ぶために、自分に何ができるのか、それを……。

　晴凛は、膝ひざを曲げて、ミーネと視線を合わせ、そっとミーネの頭を撫なでた。

「そんなことはありません。僕はシムールの人たちが大好きですよ。シャン族の人たちは、誰もがみんな優しいし、楽しいし、親切にしてくれています。そんな人たちを嫌きらうわけが無いじゃないですか」

「でも……」

　透すき通った蒼あおい瞳ひとみが、潤うるんでいるようにも見える。

　晴せい凜りんはその瞳を真っすぐに見つめて、問うた。

「ミーネ姫は、僕のことが嫌いですか？」

「とんでもないぞ！　わしは晴凛が好きだ！　うん、大好きだ！」

　即答だった。よく通る声で、力強く。

「でしょう？　ならば、僕も同じです。だから心配しないで下さい。シムールの中にも、帝てい国こくは敵だ、と思っている人がいるように、帝国の中にも、シムールを敵として見ることしかできない人もいるのです……でも、帝国の大多数の人たちは、シムールと仲良くするべきだと考えています」

　そう言って、晴凜はもう一度、ミーネの頭を撫なでる。

　ミーネは頰ほおを赤く染めて小さくうなずいた。

「……わかった」

　目の前にいるミーネの胸中を思いやるのと同時に、晴凛の胸の中に、新総そう督とくへの怒いかりがこみ上げて来た。

　──あの馬ば鹿かめ。自分がやっていることが、どんな影えい響きようを及ぼすか、わかってるのか！

　この侘タ瑠ル徒トの街の周りは全部シムールの勢力圏なんだぞ……。

　晴凛が銅像をにらみつけていると、後ろから聞き覚えのある声がした。

「よう、晴凛！　どうした？　買い出しか？」

　振り向くと、そこに伏ふせ龍たつが立っていた。

「伏龍さん！　お久しぶりです！」

　伏龍は、晴凛の隣に立っている、ミーネに右手を上げて挨あい拶さつした。

「これはこれは、シャン族のミーネ姫。お久しぶりです。本日は召使いを連れてお買い物ですか？」

　ミーネは怒ったような口調で帝国語で言い返した。

「晴凛は召使いなどではない！　えーと、その……コ……いや、オ、じゃない……えエと……トモダチ、そう、トモダチじゃ！」

　──老ろう師しとか、師し範はんとか、そういった単語もちゃんと教えたんだけどなあ。

　ミーネの言葉を聞いて憮ぶ然ぜんとしている晴凛に伏龍が聞いた。

「お前、さっき、あの銅像をにらみつけていたけど……もしかして知ってるのか？」

「え？　何をです？」

　伏龍は目の前にいるミーネを気にしながら答えた。

「本当はあまりおおっぴらにしたくないが……遅かれ早かれ、シャン族の人たちの耳に入るだろうから、ここで言っちまうけど、あの銅像を作った金は、どうやら弦げん斉ざい閣かつ下かが東の荒れ野に水を引くために用立てた灌かん漑がい用水の工事費を流用しているらしいんだ」

　さすがに驚かずにはいられなかった。声が荒くなる。

「本当ですか！」

「ああ、下見に来ていた工事関係者が、怒おこって帰ったそうだ。話が違うと言いながらな……」

「あの白饅まん頭じゆう！　何てことをしてくれたんだ！　シャン族の人たちがどれほどあの灌漑用水に期待しているのか知っているのか！　よりによって、その金であんなバカでかい、それもシャン族の人たちの気持ちを逆なでするようなシロモノを作るなんて！」

　伏ふせ龍たつと晴せい凛りんの会話を聞いていたミーネにも、意味が伝わったのだろう。ミーネは悲しそうな顔で晴凛の腕を摑つかんだ。

「用水……？　まさか……晴凛！　噓うそだろう？　東の荒れ野は、ちゃんと花畑になるのじゃろう？　弦斉殿は、そう約束してくれたぞ！」

　晴凛は頭を下げ、一言言うのが精いっぱいだった。

「……申し訳ありません」

「なぜじゃ！　なぜ水を引いてくれんのじゃ！　シャン族は約束を守ったではないか！　もしかして……わしの勉強が足りんかったのか？　ならば勉強する！　遠とお駆がけもやめる！　晴凛の言うことを聞いて、一生懸けん命めい帝てい国こくの言葉も覚えるぞ！　だから、水を引いて、東の荒あれ地ちを花畑にしてくれ！」

　ミーネの小さな手が、晴凜の袖を握りしめる。引っ張る。彼女の声が、賑にぎやかなはずの市場に、響ひびく。

「これは姫様のせいではありません……これは……帝国の……責任です。申し訳ありません……」

　悔くやしかった。

　ミーネの願いを聞いても、何もできない自分が悔くやしかった。

　晴凛の目に涙が浮かぶのを見たミーネが叫さけんだ。

「泣くな！　晴凛！　何でお前が泣く！　お前は泣かんでもいい！　晴凛のせいじゃない！　だから泣くな！」

　晴凛は歯を食いしばって、自分に言い聞かせるように答えた。

「いいえ、僕のせいです。僕がもっと真ま面じ目めに勉強して、科か挙きよに合格して、帝国の役人になっていれば……僕に権限があれば、弦げん斉ざい様の力になれたかもしれない。

　でも、僕には何の権限も無い……今の僕は名前だけの役人で、黙だまって見ていることしかできない。それが……それが悔しいんです……」

「そんなことないっ！」
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　ミーネは叫さけんで晴せい凛りんに寄り添うと、その背中を、ぽんぽん、と叩たたいた。

「そんなことない、そんなことない……」

　しきりに、そう繰り返して。

　黙だまって、その光景を見ていた伏ふせ龍たつは、背中に立った人の気配に向かって、不ふ機き嫌げんそうに言った。

　誰だかは、わかっている。なぜなら、あの香りがするからだ。

「何の用だ……」

　アイリーンの声がした。

「うふふ。あの二人ふたりを見ると、思い出しますわね……もっとも、あのとき、あなたはまだ十六で、私は十七でしたけど……」

「昔の話はよせ！」

　だが、アイリーンはやめない。やめずに、笑えみすら浮かべて、続ける。

「律りつ令れいに縛られた役人では、この国を動かすことはできぬ。この国を救うのは、律令から離れた令外の官だ……あなたは、あのとき、泣きながらそうおっしゃいましたわね」

「だから、昔の話はよせと言っているだろう！　あんなのは、世せ間けんの見えない、頭でっかちの物知り馬ば鹿かがほざいていた妄もう想そうだ！　あれから五年……今の俺おれは、こうやって昼間から酒を飲んで酔っ払って街をふらつく、ただの酔っ払いだ。もう、俺に構うのはやめろ。見ての通り、俺おれはもうお前の目的に合うような人間じゃねえんだ！」

　アイリーンは、ほっ、と小さなため息をついた。

　そのため息のつき方が、実に色っぽく、伏ふせ龍たつは思わずくらっと来た。

　──いかんいかん、こんなところでこいつの色気に当てられてたまるか！

　伏龍は、慌あわてて気を取り直した。

「そうよね……今のあなたは、どう見てもただの酔っ払い。仕事も何もしていないで、昼間っからお酒を飲んで、あちこちふらふら歩いて、人の話を聞くだけ……」

　アイリーンは、そこで言葉を切ると、含むような笑いを浮かべて言葉を継いだ。

「でも……その、お酒を飲んで、ふらふら歩き回って、人と話すこと、それ自体がお仕事だとしたら？」

「その手にはのらねえぞ」

　伏龍の声が心なしか真しん剣けんさを増した。

「その手も、この手もありませんわ。ただ、私はあなたのお手伝いをしたいだけ」

　思わず振り返った伏龍を見て、アイリーンは笑った。

「うふ。そんな怖こわい目で見ないで下さいな」

「ごまかすな、何だよ、俺の手伝いって！」

「あらあ、お仕事してない、ただの酔っ払いじゃなかったの？」

「うるせえ、もったいぶるな。気になるから聞いただけだ、さっさと教えろ！」

　アイリーンは不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、伏龍を見た。

「ホント、あなたって、人の気持ちがわかんない人よねえ……わかったわ、私の摑つかんだ情報を教えてあげる……最近、この侘タ瑠ル徒トの街に、チンピラというか、ごろつきみたいな連中が増えたでしょ？」

「え？　ああ、そういえばそうだな、ここ二、三日で南なん方ぽうの訛なまりのキツイやつを、よく見かけるようになったな……傭よう兵へい崩れみたいな連中だ。

　龍りゆう飛ひに聞いたら、これと言って問題は起こしてはいないのだから、様子を見ていろ、という通達が守しゆ備び隊に出ているらしいが……それがどうかしたか？」

　アイリーンの目に、鋭するどさが宿った。

「あいつらの正体は……黄おう蕃ばんよ」

「黄蕃だと？　南方の海岸線沿いの街を根ね城じろにしている海賊崩れの無む法ほう者じゃないか！　何で海賊が、こんな山の中に……」

　伏龍は、そこで言葉を切ると、考え込んだ。

「そうか……わかった。あいつらは白饅まん頭じゆうと骨将軍の私兵なんだ。塩の闇やみ取引で付き合いがあったんだろうけど、何でわざわざ、こんな北部辺境の都市に呼び集めたんだ？」

　アイリーンはいたずらっぽく笑った。

「どうしようかなー。教えちゃおうかなー。私の願い事をかなえてくれたら教えてあげてもいいわよ？」

　人差し指を立てて、伏ふせ龍たつの唇のそばから自分の唇へと、すうっと動かす。

　その仕草を見て伏龍は、

「そうか、ならいい、聞く気は無い。じゃあな……」

　顔から微び笑しようを消して前を向くと、そのまま歩き出そうとした。

「え？　ええっ？」

　それは予想外だったのか、アイリーンは狼ろう狽ばいした声を上げる。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　わかったわよ、教えてあげるわ。こんな情報、私には何の意味も無いもの……どうやら、塩に関係あるみたいよ。白饅まん頭じゆうと骨将軍が、急に塩の供給量とか聞き始めたって話だから」

「塩？」

　怪け訝げんな顔で考え込んだ伏龍は、二呼吸もしないうちに、目を見開いた。

「……まさか、赤あか塩じおか？」

「あの二人ふたりは、塩取引の専門家よ。塩に関しては誰よりも詳くわしいわ。だから、気がついたのかもしれないわね」

「お前が侘タ瑠ル徒トに来たのは、塩のことを知っていたからか」

「今の私は、旅芸人ですもの。どこにだっていきますわ……山から採れる赤塩のことも、当然、知ってはいましたけれども、都の役人たちは誰一人ひとりとして、本気にいたしませんでしたわ。内ない緒しよにしていたわけじゃ、ありませんのよ？　塩の一言で洞察し、仮説を組み立て、正しい結論に結びつける……それがあなた様の才。後のちの世に残すべき、才ですわ」

　言いながら、アイリーンは再び伏龍との距離を縮めようとした。しかし。

「……止やめろ。近づくな。お前『たち』のその考え方が、好かないのだと、言ったはずだ」

「あら、残念♪」

　指をくわえるアイリーンから、距離をとった伏龍は、そのまま考え込んだ。

　──赤塩のありかは、代々シムールの長老だけが知っている。そして、その場所は、内陸深くにあるシムールの聖地だ、と言われている。

　俺おれが調べてわかったことは、これくらいだ。シムールの土地に入っていけない以上、あくまでも伝聞で情報を集めるしかない。

　──しかし、赤塩の存在を知ったことと、南の町から黄おう蕃ばんを呼び集めることが、どうしても結びつかない。

　白饅頭どもは、黄蕃を何のために呼んだのだろう？

　そして、伏龍は一つの答えに突き当たった。

　──もしかして。いや、そうだ、それしかない。赤塩の存在を知ったあいつらが、次に求めるもの、それは赤あか塩じおが、どこにあるのか、その「所在地」だ！

　伏ふせ龍たつは顔を上げた。

　──シャン族が危ない！　晴せい凛りんとミーネ姫に、このことを教えなくては！

「ありがとう、アイリーン、恩に着る！」

「お役に立てまして？」

「ああ、じゃあな！」

　目の前にいる晴凛とミーネのところに駆かけ寄った伏龍を見て、アイリーンはつぶやいた。

「話を聞いてもらえないほど嫌きらわれているわけじゃないし、焦あせることは無いわ……この想いがきっと通じる日が来るわよね。私には知ち識しき神しんのご加護があるんだから……」







　　　第七章「シムールの王」







　七十五短里メートル離れたところに置かれたフェルトの的は、小さな点にしか見えなかった。

　その点を見つめたまま、晴凛は左手に持った弓に矢をつがえた。

　弓を持つ手の内に弓が真っすぐ納まっていることを感じつつ、弓手と呼ばれるほうの腕を押し過ぎることなくそのまま一挙動で弓を引き絞しぼる。

　弦げんを張ってある弓の付け根の部分から、ぎぃりりりりり……という音が響ひびく。

　それは、木と革かわと筋を張り合わせて作られた弓が変形し、反発力を溜ため込むときの音だった。

　その音と、そして両腕にかかる反発力を感じながら晴凛は思った。

　──弓の張りが弱ければ矢は左に。強ければ右に飛ぶ。だが、この弓の張りは、まさしく正中だ。これなら、矢は真っすぐに飛ぶ。

　外れても、弓のせいにも、矢のせいにもできない。

　晴凛は呼吸を整えながら、つがえた矢のその先を見た。

　手の中の弓は、ごく普通の弓だ。七十五短里もの距離を直線で矢を飛ばせるほど強くはない。

　矢を斜め上に向けて、放ち、弧こを描えがくようにして的に当てるしかない。風を読み、矢の描くであろう軌き跡せきを洞察して放つしかない。

　息を静かに吸って。静かに吐はいて。吸って。そして、吐く。

　何度、その呼吸を繰り返したのだろう？　二回か？　三回か？　いや、もっともっと数え切れないほどの時間、そこに立って呼吸しているような、そんな気持ちになる。

　晴せい凛りんが意識を研とぎ澄すませながら、何回目かの息を半分吐いて、そこで無意識に呼吸を止めた……そのとき。

　脳内で、矢が飛んでいく軌き跡せきと、的が一列に並んだイメージが、カン！　という音を立てて嵌はまった。

　──今だ！　という意識が脳内に生じるより早く、手と身体からだが動いていた。

　ひゅしっ！　という矢が飛ぶ音と、返った弦が、びぃぃいいん！　と鳴る音。そして、一いつ瞬しゆんのタイムラグの後に、的のほうから、さすっ！　という音が聞こえた。

　一呼吸ほどの時間の後で、弓の師し匠しようであるルデルの声が聞こえた。

「点てん真しん！　見事だ！」

　晴凛が弓矢の構えを解いて一礼したのを見て、ミーネが的に向かって走って行った。

　的には切り株のような同心円が描かれている。矢はその中心、銅どう銭せんを一回り大きくしたほどの大きさの円の真ん中に刺さっていた。

　ミーネは振り向いて、嬉うれしそうに叫さけんだ。

「命中じゃ！　印の真ん中に矢が当たっておる！　すごいぞ晴凛！　初しよ矢や一本で満点じゃ！」

「うむ、点真だ。見事だぞ、晴凛」

「ありがとうございます」

　晴凛が静かに頭を下げると、今までじっと黙だまったまま、晴凛の後ろで鍛たん試しの行方ゆくえを見守っていた百人ほどのシャン族の人たちが、拍手と歓声で晴凛を祝福した。

「すごいぞ！　最初の一本で決めやがった！」

「新しい龍りゆう射しやの誕生だ！」

「まさか帝てい国こくの若者が龍射になるとはな……」

「いや、遠えん射しやだけではまだわからん。この次の連れん劫ごう射しやで何本当てるかだ」

「連劫射って、あれだろ？　速さを競きそうんだろ？」

「速さだけじゃない、当てなきゃダメだ。晴凛の前に干草が吊つるしてあるのが見えるだろう？　あれに火をつけて干草が燃え尽つきるまでに、背負った矢筒の中の矢を何本射いることができるか、その数と命中した数で龍射になれるかどうかが決まるんだ」

　龍射というのは、シムールの中における「名人」の称号である。

　シムールは遊牧民であり、明確な軍隊というものを持っていないし、軍人もいない……というよりも、国民全員が兵士だと言ったほうがわかりやすいかもしれない。

　いざ戦いとなれば、戦える人間は、武器を持って兵士となり、戦いに赴おもむくのである。

　だが、戦いには指揮官が必要である。

　シムールでは若者に鍛たん試しと呼ばれる試験を行い、その試験に合格した者に、試験の成績、つまり力量と人望に応じて族長が十騎長、五十騎長、百騎長という称号を与えるのだ。

　今、晴せい凛りんが挑いどんでいる鍛試は弓の腕前を競うもので、龍りゆう射しやというのは上から三番目、兵士の位で言えば百騎長のレベルに該がい当とうするランクである。

　晴凛に鍛試を受けるように言ったのは、シャン族の族長イシルだった。

　新しい総そう督とく太たい守しゆの菰こ野もの真しん元げんが、配下のごろつきを呼び集めて、シャン族を襲おそわせ、赤あか塩じおが、どこで採取できるのか、そのありかを聞き出そうとしている。その話を晴凛と、そして一いつ緒しよについてきた伏ふせ龍たつから聞いたイシルは、黙だまったまま目を閉じて悲しそうな顔をしていたが、やがて目を見開くと、静かに言った。

「これは帝てい国こくが裏切ったわけでも、帝国がわがシムールを攻せめたわけでもない。単に菰野真元という一人ひとりの馬ば鹿か者が欲に目がくらんだだけのことだ。

　このシャン族の中だけで解決できれば、話が大きくなることはあるまい。とはいえ、相手が無む法ほう者の群れとなればそれなりの備えは必要だろう。シャン族はこれより、迎げい戦せんの態勢を取るとしよう」

　そして、イシルは晴凛を優しく見つめて言葉を継いだ。

「……晴凛殿は侘タ瑠ル徒トにお戻りになるがよい。この件が穏おん便びんに済めばいいが、灌かん漑がい設備の約束を反ほ故ごにされたうえに、攻こう撃げきを受けたとあっては、いかにわしといえども、もはやシャン族を抑おさえ切れるものではない。お主はミーネのよき老ろう師しであり、シャン族にとってかけがえのない友人であったが、風が変われば人の心も変わる。このシャン族の中に、君に危害を加える者などいないと思うが、人の心はわしにも読めん。万が一を考えれば、君は侘瑠徒に戻るべきだろう」

　晴凛は胸を張って言った。

「いいえ、僕は戻りません。僕は弓が使えます。ここに残って、総督太守が呼び集めたごろつきどもから、シャン族の人々を守るお手伝いをしたいと思います！」

　それは、侘瑠徒の街からシャン族の宿営地に戻るまでの間に、道すがら伏龍と話して、心に決めたことだった。

　イシルは目を見開いた。

「なんと！　お主は帝国人、それも帝国の官位を戴いただいている役人ではないか！　それがシムールにつき、帝国に弓を引くと言うのか！」

　晴凛はにっこり笑って首を振った。

「いいえ、イシル様。勘違いなさらないで下さい。僕は帝国に弓を引くのではありません。無法者を退治するだけのことです。帝国と信義を結んだシャン族を無法者の手から守るのは、帝国の役人として当然のことです……違いますか？」

　イシルは目を見開いたまま黙だまり込んだ。

　実は、この論法は、晴せい凛りんが考えついたものではない。晴凛の気持ちを聞いた伏ふせ龍たつが編み出した論法だった。この会見にあたって、伏龍が『よけいなことかもしれないが』と断った上で、晴凜に教え諭さとしたのだ。

　二呼吸ほどの間の後で、イシルは目を閉じてつぶやいた。

「お主は……帝国の官かん人じんにして、シムールの卒そつとなり、シムールの民たみを守らんとするのか……お主は、まさしく弦げん斉ざい殿と志を共にする者に違いない……」

　そして、シムルは目を見開くと、力強く言った。

「わかった、ならば止めはせぬ！　だが、わがシムールと共に無む法ほう者と戦うと言うのなら、鍛たん試しを受けて戴く！　お主の弓の腕前をシャン族の者どもに証明してみせよ！　我らシムールは誇り高き者、鍛試に合格せぬ者の言葉など聞く耳は持たぬ！」

「わかりました。では、弓の鍛試を受けさせていただきます」

　胸を張った晴凛を正面から見み据すえてイシルは言った。

「弓の腕前なら自信がある、ということか……わかった。お主には龍りゆう射しやの鍛試を受けてもらう。それより下の位では許すことはできぬ、よいな！」

　晴凛は一いつ瞬しゆんたじろいだが、いまさら言葉と覚悟を引っ込めるわけにはいかなかった。

「わかりました……龍射の鍛試、受けさせていただきます！」

　──あの時は、ああ言って胸を張ってみたものの……いざ受けてみると半はん端ぱじゃないよな、この鍛試ってやつは。

　遠えん射しやの競技は、二十本の矢を放って、七十五短里メートル先の的を狙ねらい、そのうち何本的に当たるかで競きそう。

　どんな形でも当たれば一点。たとえ一度地面に落ちても、バウンドして的に当たれば、それは点になる。実に実戦的な競技だ。

　そして、的の中心にある点てん真しんと呼ばれる部分に一本でも矢が当たれば、その時点で、それまで射いた矢の本数に関係なく満点となって競技は終了する。

　致命傷を与えれば、それでいい、ということなのだろう。

　──銅どう銭せんに矢を当てる、なんてのは狙ねらってできるものじゃない。

　本当に気持ちを研とぎ澄すませ、身体からだと目と、そして魂が叫さけぶ『今！』という声を心で聴くことができなければ、絶対に無理だ。

　僕は運がよかったんだな。

　──さて、遠射は得意だったから、なんとかなったけど、問題は次の連れん劫ごう射しやだな。

　干草の燃え尽つきる時間は想像がつかない。燃え尽きた後で射た矢は減点される。つまり、僕は、的と燃えている干草の両方を常に見て、意識の中に入れておかなくちゃならない。

　一体誰がこんな無茶な競技を考えついたんだろう……。

　やがて、射しや場じようの準備が終わり、晴せい凛りんの前には、五つの的が並べられていた。

　距離はさっきに比べると幾分近い、五十短里メートルというところだろうか。

　晴凛が遠えん射しやで射た矢を的から抜いて戻って来たミーネが、がやがやと会話する人々に向かって叫さけんだ。

「皆のもの、静かに！　次の鍛たん試しが始まる！」

　シャン族の人々は全員口をつぐんだ。

　しん、と静まり返った中で、ルデルがゆっくりと言った。

「では、これより連れん劫ごう射しやを始める。的はどれを狙ねらっても構わん。円の中のものを当たりとする。よいな？」

「はい！」

　晴凛ははっきりした声でそう答えると、弓に矢をつがえた。

　ルデルは床しよう机ぎの上に置いてあった灯とう明みようの皿を手に取って、ゆらゆら揺ゆれる炎を、晴凛の前に張った縄からぶら下げた干草の束に近づけた。

　灯明皿の炎が干草に燃え移って、ぱっと燃え上がった。

　その炎が合図だった。

　晴凛は弓を素早く持ち上げるのと同時に引いて、矢先を的に合わせた。

　──合った！

　そう感じるのと同時に矢を放つ。弓が返るのと同時に、背中に背負った矢筒から次の矢を抜き取り、つがえて、弓を引く。

　晴凛はからくり人形のようにその動作を繰り返した。

　澱よどみは無い。流れるような一連の動作の中、ただ、弓の弦げんが鳴る、びぃぃぃん！　という音と矢が空を切る、しゅばっ！　という音だけが繰り返されていく。

　びぃぃん！　しゅばっ！　びぃぃん！　しゅばっ！　びぃぃん！　しゅばっ！

　目の前に並んだ五つの的には次々に矢が突き立って行く。

　晴凛は、一つの的だけを狙わなかった。まんべんなく、矢を配るように、順番に右の的から矢を送り込んでいく。

　射いた矢の数を考えるだけなら、一射ごとに狙いを変えるより一つの的を狙えば効率がいい。しかし、この連劫射という種目は、多人数の敵が同時に襲おそってきたことを想定しているのだ。それを考えた晴凛は、あえてすべての的をまんべんなく狙うという方法を取った。

　的に当たる矢の数も重要だが、技もまた採点の基準に含まれていたからである。

　斜め前に吊つり下げられた干草の束は、大きく炎を上げ始めた。こうなれば、燃え尽つきるのに数秒もかからない。

　しかし、その燃えている干草の炎を見ても、晴凛はペースを崩くずさなかった。

　歯車仕掛けで動いている人形のように、的確なペースで矢を的に向かって送り込む。

　やがて、干草が燃え尽つきた。

　葉はすべて白く灰となり、黒く炭化した茎くきの中にオレンジ色の熾おき火びが点滅するだけの一握りほどの炭の塊となって、紐ひもの先にぶら下がった。

　晴せい凛りんはそれより早く矢を射いるのを止めていた。

「それまで！」

　ルデルの声がかかるのと、息を詰めて鍛たん試しの成り行きを見守っていた観衆が歓声を上げるのは同時だった。

「すげえ！　あれだけの時間で何本射たんだ？」

「それよりも、外れが無いぞ！」

　ルデルの弟で子したちが、的に刺さった矢をまとめ始めた。

　額ひたいに滲にじんだ汗を布で拭ぬぐっていた晴凛に、ミーネが話しかけた。

「すごいぞ晴凛！　合格は間違いないな！」

「……だといいんですけどね」

　ミーネは、ぶんぶん、と音がするほどに首を振った。

「何を言う！　あれだけの数の矢を射て、外れが無いではないか！　二年前にお前と同じ龍りゆう射しやの鍛たん試しを受けた男は、お前よりも矢の数も少なく、外れも結構あった。それでもその者は龍射の位を授かったのじゃ！」

　──その人はそれで合格したかもしれない。でも僕は帝てい国こく人ですから……。

　晴凛はその言葉を胸の奥に仕舞って、無言で微笑ほほえんでみせた。

　その微び笑しようを見たミーネは、急に赤い顔になって、

「あ……そ、そうだ！」

　手に持った矢を突き出した。

　それは、さっき、晴凛が遠えん射しやで射た矢を、引っこ抜いてきたものだった。どうやら、ずっと握りしめていたらしい。

「晴凛！　この矢をくれ！　お守りにする！」

「お守りなら、腰に下げている短刀があるじゃないですか」

「これは、先祖から伝わる守り刀じゃが……そうではない、とにかくこの矢が欲しい！　いいな？」

「ええ、まあ、何の変へん哲てつも無い普通の矢ですから、別に構いませんけど……」

「よし！　わしの暮らす大包建タオパイクーの中に飾るぞ！」

　ミーネが嬉うれしそうにうなずいて、その矢を抱きしめたとき、ルデルが呼ぶ声がした。

「晴凛！　こちらに来なさい！」

「はい！」

　晴せい凛りんは返事をすると、師し匠しようであるルデルの前に立った。

　ルデルは、無言で『そこに』という風に晴凛の前の地面を指差した。

　晴凛は、ルデルの前で、両膝ひざを地面につけてひざまずいた。

「帝てい国こくの民たみ、泉せん野や晴凛！　これより汝なんじに鍛たん試しの結果を告げる。まず、遠えん射しやの技ぎ……点てん真しん一本、合格！　次に連れん劫ごう射しやの技……射いた矢の数、四十七本！　的を外れた矢、一本！　一的あたり九本以上……」

　ルデルはそこで言葉を切ると、にっこり笑って、力強く告げた。

「合格じゃ、晴凛。おめでとう、お主は本日より龍りゆう射しやである！　腰に青い紐ひもを巻き、誇りを持って生きよ！　よいな！」

「ありがとうございます！」

　晴凛が深々と頭を下げると、その場に居並ぶシャン族の全員が歓声を上げて押し寄せて来た。

「すげえぞ晴凛！」

「お前、最高！」

「帝国人辞やめて、シムールになっちまえよ！」

「うちの娘、嫁にやる！　羊も馬も全部やる！　うちに婿むこに来い！」

「帝国人って言葉が悪口にならなくなっちまうぞ！」

　シャン族の人たちの中から笑い声が起こった。

　帝国の民がシムールのことを侮ぶ蔑べつの意味を込めて「蛮ばん族ぞく」と呼ぶように、シムールの民は帝国の人間を「軟なん弱じやく者・卑ひ怯きよう者」という侮蔑の意味を込めて「帝国人」と呼んでいた。

　だが、今、晴凛を呼ぶ「帝国人」という言葉には称賛と敬意が含まれていた。

　押し寄せたシャン族の人たちに、もみくちゃにされている晴凛の胸の中で、何かが急に膨ふくれ上がってきた。

　それは純粋な喜びだった。

　弦げん斉ざい様に抜ばつ擢てきされて、統とう卒そつになれたときも嬉うれしかったが、こうやってシャン族の人たちに祝福されている今のほうがはるかに嬉しかった。

　周りを取り囲んだシャン族の人たちに背中や肩を、ばんばん、と叩たたかれながら晴凛は思った。

　──なぜ、僕はこんなに嬉しいんだろう？

　龍射の位はシムールの中では意味がある。でも、帝国では何の意味もない。

　帝国の人間で、この龍射の位を持っている人間は、きっと僕だけだ。都に行って周りの人に話しても誰も驚かない。それどころか、蛮族の位なんて……と、馬ば鹿かにされるだけだろう。

　なのに、なぜ僕はこんなに嬉しいのだろう？

　そのとき、晴凛は気がついた。

　──そうか、この龍射の位は、僕が自分の力で勝ち取ったものなんだ。

　統卒の位を貰もらうために、僕は何もしていない。統卒の位は、僕がシムールの言葉が話せるから、そして弦げん斉ざい様が転勤したから転がり込んできた、幸運のようなものだ。

　でも、この龍りゆう射しやの位は違う！

　これは、僕が……僕一人ひとりの力で勝ち取った位なんだ！

　僕の実力なんだ！

　シャン族の人たちにもみくちゃにされながら、晴せい凛りんは晴れ晴れとした顔で笑った。

　そのさまを見ていたミーネに、そばに控えていたミリンが耳打ちをした。

「ほら、姫様。昨日きのう作ったものを渡すのではなかったのですか？」

「んむ……う、うむ。そうだな、いや、しかし……」

「『それ』のために私は昨日夜よ更ふけまで付き合わされたのです。ええい、さっさと行ってきなさい、この山やま猫ねこ姫！」

　ミーネが持っていたお守りの矢をふんだくって、肩をとんと押した。

　晴凜を中心とした人だかりの一番外側に立ったミーネは、ようやく踏ふん切りがついたらしい。小さな体を無理矢理割り込ませながら叫さけんだ。

「おい！　ちょっと通せ！　どいてくれ！　晴凛に用があるのじゃ！」

　ミーネに気がついた人々が道を開けてくれて、やっとのことで晴凛の前にやって来たミーネは、胸を張って、懐ふところから青い紐ひもを取り出し、突き出した。

「お前が龍射の位を授かったときのために、わしが作っておいたのじゃ！　さあ、これを巻け……いや、わしが巻いてやろう！」

「え？　い、いえ、結構です、自分で巻きますから」

「いいから、わしに任せろ！　こら、動くな、じっとしろ！」

　ミーネはそう言うなり、晴凛の腰に紐を巻くために抱きついた。

　そしてそのまま腰に手を回し、晴凛の背中のほうで右手の紐を左手で受け取ろうとした。

　軽い気持ちで抱きついたミーネだったが、晴凛の腰周りは思ったよりも筋肉質で太かった。

　──むう、こいつ、いつのまにこんなにたくましくなりおったのだ……勝手に強くなるのではない！
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　それでもなんとか紐を回して結び終わったミーネは、ぴょん、と飛び下がって、晴せい凛りんを頭の先からつま先までしげしげと眺ながめて言った。

「よし、できた！　ふむ……ここに来たときより、確かにたくましくなったようだな。背も伸びたようだし、立派な若者ぶりじゃぞ、晴凛！」

　うんうん、とうなずくミーネに、シャン族の誰かがヤジを飛ばした。

「姫様、晴凛を婿むこにするってのはどうですか？」

「にゃぬ!?」

「皇こう帝ていのところに輿こし入いれするってのは、無くなったんでしょう？」

「姫様じゃあ仕方ないでしょ！」

「晴せい凛りんなら出戻りでも、暖かく迎えてくれますって」

「誰が出戻りじゃ！」

　ミーネは怒ど鳴なり返し、そして反はん撃げきに出た。

　いや、どちらかというと、とばっちりであった。

「ミリンのようないかず後ご家けと一いつ緒しよにするな！」

「なっ！　何てこと言いやがりますか、この山やま猫ねこ姫！」

　預かった矢を持っていたミリンの絶ぜつ叫きように、集まったシャン族の者たちがどっと笑った。

　すると、宿営地の入り口のほうから物もの見みの叫さけび声がした。

「北ほつ方ぽう街道より、五騎近づいてきまーす！」

　その場にいたシャン族の人々は、互いの顔を見合わせた。

「北からってことは、帝てい国こくの無む法ほう者じゃないな」

「一体誰だろう？　他の部族の連中か？」

「他の部族の連中は帝国を毛け嫌ぎらいしているからな。侘タ瑠ル徒トの街に近いところまで来るとも思えないけどな……」

　集まっている人々が、がやがやと話をしているところに、五頭の馬が走り込んできた。

　どの馬も馬体のよい、がっちりとした馬だった。

　そして、その馬に乗っている男たちもまた、精せい悍かんな顔つきとがっちりした、見るからに戦士、という風ふう貌ぼうの男たちだった。

　宿営地の中に馬で走り込んできた男たちは馬を下りて、馬つなぎの横木に手た綱づなを手早くくくると、鍛たん試しの会場となっている射しや場じように人が集まっているのを見て、興味深そうに近づいてきた。

　先頭に立っている男は、三十代に差しかかったくらいだろうか。広い肩幅と、日焼けした赤しやく銅どう色の肌を持つ、精悍な男だった。

　肩にかかるほどの長髪を後ろで結び、頰ほおから顎あごにかけて髭ひげを伸ばし、腰には細長い馬ば上じよう刀とうを吊つるしている。

　身なりはそれほど豪ごう華かではない。しかし、ベルトのバックルや刀の鞘さやなどには緻ち密みつな細工が施ほどこされているのが見て取れる。

　先頭を歩いていた男は、晴せい凛りんの姿を目に止めると、後ろについていた男たちに手を振って馬のところに戻るように指示を出して、一人ひとりで晴凛のほうに歩き始めた。

　──誰だろう？　きっと、シムールの中でもかなり身分の高い、名のある人なんだろうな……。

　晴凛がそんなことを考えたとき、横に立っていたミーネが、

「むう……」

　と、唸うなり声を上げた。

「どうしたの？　あれは誰？」

　何の気なしに聞いた晴凛は驚いた。

　ミーネの顔は今まで見たことも無いような真しん剣けんな表情だった。

　首をかしげ、眉み間けんを寄せたミーネは小声で答えた。

「もしや……いや……まさかそんなはずはあるまい。うむ、よく似た別人じゃろう」

　馬で乗りつけた男は、人の群れを搔かき分けて、晴凛の前に来ると、にっこり笑った。

「シャン族と共に暮らしている帝てい国こく人というのは、君か……ふむ、思ったより若いな、ちょっと驚いた」

　晴凛は軽く頭を下げて名乗った。

「泉せん野や晴凛と申します、初めまして」

「うむ、名前とウワサは聞いている……実に流りゆう暢ちようにシムールの言葉を話す男だとな……まさしくその通りだな。私は、まあ、なんだ、名乗るほどの者でもない。野次馬根性でやってきた通りすがり、とでも言っておこう」

　男はそう言うと、晴凛の前にある床しよう机ぎに置かれた弓矢と、遠くに置かれた的を見て、怪け訝げんな顔で聞いた。

「あの的の置き方は……もしかして鍛試のためか？」

「ええ、先ほど師し匠しようのルデル様から龍りゆう射しやの位を授かりました」

　男は一いつ瞬しゆん目を見開いた後で目の奥を光らせて、さりげなく答えた。

「それはそれは、たいしたものだ……霜そう幣へい経けいの生まれ変わりというウワサは本当だったようだね」

「あ、いや、そんなことはありませんよ。まだまだ未熟者です」

　照れたように頭を搔かく晴せい凛りんの前を通って、床しよう机ぎに近づいた男は、そこに置かれていた弓を手に取った。

「この弓で鍛たん試しに望んだのか……ふむ、癖くせの無い、いい弓だな」

「ルデル師し匠しように選んでもらいました」

「ふむ……あの気難しいルデルがねえ……君はよほど気に入られたみたいだな」

　男が、さりげなく矢を右手に持ったそのとき。

　晴凛の横に立っていたミーネが、腰に吊つるしてあった護身用の短剣の柄えを握り、そのまますっと一歩出て晴凛の前に立った。

「ミーネ姫？」

　ミーネは男の顔をじっとにらみつけたまま答えなかった。

　男は顔に何の表情も浮かべてはいなかった。殺気の欠片かけらも感じさせない、まったくの自然体で、そこに立っていた。

　だが、そのとき、晴凛は、その、あまりの自然さに疑念を抱いだいた。

　──人間が、ここまで気配を消せるものだろうか。この人は、まるで、ここに立っているのに、存在していないかのように、僕を見ている。

　そう、この人は、まるで暗殺者のようだ。

　晴凛の顔に浮かんだ疑念を見て、男は何かをあきらめたように、ふう、と息を吐はいた。

「気づかれたとあっては、仕方ないな。それにしても、さすがはミーネ姫だ……いつ、気がついた？」

「ついさっきじゃ。お前が弓を持ち、右手に矢を取ったとき、あまりのさりげなさに、疑いを抱いだいた……そして、そのとき、気がついた。

　晴凛はわがシャン族の客人にして、わしの老ろう師しだ！　たとえ族ぞく王おうといえども、手出しは無用！　早く弓矢を置け！」

　ミーネの言葉を聞いた晴凛は目を見開いた。

「え？　族王って……」

「この男は、わがシムールの族王、エオルじゃ！　おそらく……お前を殺しに来たのじゃろう」

「うそ……」

　晴凛は硬こう直ちよくした。

　シムールの族王といえば、帝てい国こくでいえば皇こう帝ていである。

　決して人前に姿を見せず、金きん製せい城じようと呼ばれる皇帝の住居の中で数千の侍じ女じよと召使いに囲まれて暮らしている帝国の皇帝しか知らない晴凛にとって、目の前に立っている男がシムールの王だとは、到底信じられなかった。

　男は手に持った弓と矢を床しよう机ぎの上に戻すと、屈くつ託たくの無い笑いを浮かべて肩をすくめてみせた。

「いやあ、君が霜そう幣けい経けいの生まれ変わりだというウワサを聞いてね。シムールに仇あだ成す者ならば、さっさと殺してしまったほうがいいと思って、こうやって馬の毛で付け髭ひげまでつけてやってきたんだが……ミーネ姫には通用しなかったな」

「あな……たは……」

　やっとのことで声が出せた晴せい凛りんは、かすれたような声で言葉を続けた。

「……本当に、シムールの族王様なんですか？」

「そうだ、族王エオルと呼ばれている男だよ。自他共に認める変わり者でね……人の報告を信じないわけではないが。疑問を感じたら、こうやって自分の足で確かめることにしている。今回は見破られたが、普通はまず見破られることは無いな。人は王は供をぞろぞろと連れて歩くものと決めてかかっている……」

　エオル王はそこで言葉を切ると、晴凛を正面から見み据すえて言った。

「お前は帝てい国こくの官位を戴いただく帝国の役人だと聞いた。それも下っ端ぱではなく、それなりの地位にあると。

　おかしいではないか！　帝国の禄ろくを食はみ、帝国に忠ちゆう誠せいを誓った役人が、何ゆえにシムールの中で暮らし、あまつさえ鍛たん試しを受けたのだ！

　貴様はシャン族にすりより、シムールとしての誇りや牙きばを抜き去り、さらに帝国に取り込み離り反はんさせるためにここにいるのであろう！　違うか？　答えろ！」

　エオル王の声は、気の弱い人間ならその場に座り込み、失禁してもおかしくはないほどの迫力に満ちていた。

　その迫力の前に思わずよろけそうになった晴凛は、かろうじて踏ふみとどまると、エオルの顔を正面から見返した。

　自分の中に、そんな勇気があることに少し驚きながら、晴凛は答えた。

「僕は確かに帝国の民たみです。帝国の役人です。帝国の禄は……まだ貰もらったことがありませんけど、官位は貰っています。でも、それが、なぜシムールの人達と仲良くしてはいけない理由になるのですか？

　エオル王にお聞きします。人間は帝国とシムールの二種類しかいないのですか？　どちらか一つしか選べないのですか？　だとしたら、それは誰が決めたのですか？

　確かに、帝国とシムールは長い間、戦い続けてきました。お互いに相手を宿敵だと思い込んでいます。しかし、帝国とシムールは、ここ十年戦っていません。

　平和とは次の戦いのための準備期間だ、という人もたくさんいます。でも、この十年は、帝国の人々にとっても、シムールの人々にとっても、心安らぐ楽しい十年だったはずです。

　僕を官位につけてくれた、月つき原はら弦げん斉ざいという前の総そう督とく太たい守しゆの方は、こう言っていました。

　父や兄が兵士として出しゆつ征せいすることなく、家族と共に暮らせるということは、働き手が家にいることだ。それは豊かさに繫つながる。家々が豊かになれば、子が増え民たみが増え商人から品を買う。そして商人が豊かになる。品物を作る職人も品物を運ぶ馬うま方かたも豊かになる。誰も不幸せにはならない。国を守るということは、民を豊かにすることだ。民を戦いに駆かり立てることではない……と。

　僕は、この人の言葉を信じています。僕はシャン族の人たちが好きです。戦いは相互不信の果てに起こるものです。僕がここで無事に生活しているのを見れば、帝てい国こくはシャン族と戦おうとは思わないでしょう。だから僕はここにいるのです！」

　エオルは晴せい凛りんを見み据すえて、ゆっくりと答えた。

「なるほど、実に立派だ……そして若い。お前の言葉には若いがゆえの熱さと力がある。だが、その熱さと力で動かすことができる人の数は多くはない。

　お前一人ひとりで守ることができる人の数は、どれくらいだ？　十人か？　百人か？　お前一人で、八千のシャン族を守れるのか？」

「それは無理です。でも、みんなの力を借りれば……」

「そうだ、何かを為なすには他人の力を借りなくてはならぬ。そして他人の力を取り入れれば取り入れるほど、お前の語る言葉の熱と力は分散し失われていく。

　十人ならば十人に、百人ならば百人分の正義がある。お前が守るシャン族の中にも、帝国は敵で、親兄弟の仇かたきで、滅ぼすべきだと思っている人間が何人もいる。そういう人間の力を借りねばならぬとしたら、お前はどうする？」

「そ……それは……」

　晴凛は言葉に詰まった。

　その、悔くやしそうな顔を見て、エオルは笑った。

「はははは、答えは出んだろう。それは当然だ。わしにもその答えは出せぬのだ。戦わぬ道こそが正しい道であり、民を豊かにすることこそが、国を守る。それは誰もが知っている。当たり前のことなのだ。

　お前のような若者は、必ずこう言うのだ……なぜ、そんな、わかりきった、当たり前のことができないんだ、王は無能だ！　とな……。

　だが、自分の胸に手を当てて考えてみるがよい。

　噓うそをつくな、約束を守れ、人を傷つけるな、人を羨うらやむな……これはすべて、人として当たり前のことだ。いまさら言われなくたって誰もが知っているわかりきったことだ。

　だが、その当たり前のことをやれる人間がどれほどいる？　いや、いない。人間とは、当たり前のことすらできぬ大馬ば鹿か者なのだ。

　王とは、その大馬鹿者の群れを率いる一人の馬鹿に過ぎん。

　理想の灯あかりを掲かかげることは正しいことだ。かくあるべしと心に思うものが無ければ、人は禽きん獣じゆうに堕だす。だが高く遠く掲かかげすぎた灯とう火かは足元を照らしてはくれぬのだ。

　わしには、責任がある、シムールの王としての責任だ。馬ば鹿かは馬鹿なりに、このシムールの民たみを守ろうと必死なのだ」

　エオル王は、そこで言葉を切ると、晴せい凛りんに微笑ほほえみかけた。

「……シムールの王としては、お前をここで殺すべきだろうな。お前は見過ごすには、あまりにも危険だ……」

「!!」

　ミーネが腰の剣けんに手をかけたのを見て、エオル王は笑った。

「まあ、話を聞け。ミーネ姫は落ち着きがなさ過ぎる。それでは嫁の貰もらい手が無いぞ」

「うるさい！」

　にらみつけるミーネをなだめるように手を振った後で、エオル王は晴せい凛りんに向き直った。

「結論から言うなら、わしは何もせんよ。王としてのエオルではなく、一人ひとりの人間のエオルとして、お前のような若者は大好きだ。朝まで話をしてみたいと本気で思う。

　帝てい国こくにもシムールにも、お前のような人間が、もっと必要だ……。

　だが……それには、長い長い年月が必要だろう。今の私には、帝国を敵と定め、帝国からシムールの民を守ることが求められている……」

　エオル王の顔つきと言葉に厳しさが増した。

「シムールの多くは、別に戦争など望んではおらんが、シムールとて一枚岩ではない。中にはタッケイ族やユルム族のように、帝国を滅ぼすまで戦うべきだと主張する頑がん迷めいな連中もいる。あいつらは、このシャン族を裏切り者と断じ、帝国の手先であるシャン族をまず血祭りに上げろとわめいている。

　血の気が多くて仲間内でケンカばかりしているから、あの支族は人が増えず、弱くなるばかりだが、弱くなればなるほど過激になるのは世の常だ。

　今のシムールには、そういった過激な連中の言葉を聞き流せるだけの余裕と分別がある。だが、その余裕は決して大きくはない。

　帝国がシムールを信じぬのなら、シムールもまた帝国を信じぬ。新しい総そう督とく太たい守しゆのウワサは、私のところにも届いている。晴凛とやら……お前から新しい総督に言っておけ。シムールの民に危害が及べば、シムールは部族の掟おきてに従って全力でこれを迎え撃うつ。私はそれをシムールの民と祖そ霊れいに誓い、王となった。

　シムールは誇り高き一族だ。敬意には敬意を払う。しかし侮ぶ蔑べつには血を払わせるのだとな！」

　晴凛は叫さけびたかった。

　──無理です。あいつは大馬鹿に輪をかけた巨大馬鹿です。シムールの持っている塩を手に入れるために、ごろつきを雇うほどの馬鹿なんです。

　僕の言うことなんか聞くわけありません。あいつが考えているのは、自分の懐ふところに入る金のことだけです、帝てい国こくのことも、何も考えてはいません！

　だが、晴せい凛りんには言えなかった。初対面の人間に、そこまで赤せき裸ら々らに内情を言えるものではない。

　その馬ば鹿かが名目上とはいえ自分の上司なのだ。金で官位を買って帝国の高級官かん吏りになっているのだ。

　帝国とは、馬鹿が権限を握り、やりたい放題のことができる国なのだ。

　自分の生まれ育った国が、それほどまでに腐りきっていると、晴凛は認めたくなかった。

　晴凛は硬かたい表情のまま小さく頭を下げた。

「わかりました……そう伝えます」

「頼むぞ」

　そう言い残して、四人の側近が待っている自分が乗ってきた馬のほうに戻っていこうとした。

　そのエオル王の背中に、ミーネが叫さけんだ。

「父に会わんのか？　呼んで来るぞ？」

「いや、やめておこう、イシルは義理堅い。仰ぎよう々ぎようしくなるのは困る。なんせ、俺おれはただの通りすがりだからな！」

　そう言って笑いながら去っていく、その後ろ姿を見送りながら、晴凛はまだ迷っていた。

　──言うべきかもしれない。

　新総そう督とくの菰こ野もの真しん元げんは、前の総督とは違う。あなたが考えているより、もっとひどい人間なんだ。名目こそ総督だが帝国の中央とは何の繫つながりも無い、ただの欲ボケオヤジなんだ。

　総督の名において何かを行えば、それはそのまま国家の意思を意味する、などと考えたことも無い、本当の馬鹿だということを、僕はエオル王に伝えるべきかもしれない。

　結果から言うならば、晴凛はこのとき、シムールの王エオルに、すべてを打ち明けるべきだった。

　追いかけて、呼び止めて、総督の菰野真元の企たくらみのすべてを打ち明けるべきだった。

　だが、すべては遅すぎた……。

「パプーン！　パパパプーン！」

　短い単音を含んだ角つの笛ぶえの音が、シャン族の宿営地に響ひびき渡った。

　それは、南なん方ぽうより接近する者あり、多数、を意味する音だった。

　晴凛の顔から血の気が失うせた。

　──まさか！　例のゴロツキどもが、やってきたのか？　もし、そうだとしたら最悪だ！　よりによって、エオル王と鉢はち合わせだと？　どうなるんだ？

　その、まさか、だった。

　宿営地の入り口に立つ見張りの声が飛んだ。

「帝てい国こく軍の軍ぐん旗きを立てた、五十騎！　近づきます！」

　宿営地の中に張られた大包建タオパイクーから、剣けんや弓矢を持った男たちが次々に飛び出して来て、整列を始める中に、イシルの声が飛んだ。

「まだ戦いくさと決まったわけではない！　はやるな！　まず相手の出方を見ろ！　決してこちらから手を出すな！　手はずどおり兵は伏ふせておけ！」

　やがて、宿営地の奥から青い胸きよう甲こうを身に着けたイシルがやって来た。

　イシルは馬の横に立つエオル王を見て絶句した。

「……なんと！　族ぞく王おう殿ではないか！　こんなところで何をしておいでですか！」

　エオルは悪戯いたずらしているところを見つかった子供のような表情で、首を前に突き出すような形で小さく頭を下げた。

「あ、いや、ちょっとな、様子を見に来たのだ……それより、これは何事だ？」

　イシルは笑ってみせた。

「なに、塩盗人が徒党を組んでやって来ただけのこと。族王殿の手を煩わずらわせるほどのことではございません。それよりも、巻き込まれてお怪け我がなどをされては、後で大変なことになりますゆえ、お早くお戻り下さい」

「うむ、まあ、イシルの言う通りだ……怪我でもした日には、また馬ば鹿かをやって、と妹のウィンに叱しかられるのがオチだな」

　エオルがそう言って馬に飛び乗ったのを見て、護ご衛えいの四人の兵士が同じように馬にまたがったその頃。

　シャン族の宿営地に向かって進む、騎き馬ば兵の群れの中にいた首しゆ領りようらしい男が、隣にいる侘タ瑠ル徒トの守しゆ備び隊長である「骨将軍」こと舫もやい連れん衡こうに話しかけた。

「さっき、角つの笛ぶえの音が聞こえましたね、舫の旦だん那な……そのシャン族とかいう蛮ばん族ぞくの族長が、素直に赤あか塩じおのありかを吐はかなかったらどうしやす？」

「素直に吐はく訳がねえ、赤塩ってのはシムールの宝物だ。最初っから脅おどしつけるに限る。手はずどおりまず火矢であの薄汚いテントを焼き払い、住民の十五、六人も叩たたき殺せば、びびって言うことを聞くだろうよ」

「そんな手荒なことやっても、大丈夫なんすか？　シムールにケンカ売ることになるんじゃねえかって心配なんすけど……」

「安心しろ。シャン族ってのは、帝てい国こくに寝返った連中だ。やつらはシムールじゃねえ。山の中に住んでる帝国の田舎いなか者と変わんねえよ」

　骨将軍の言葉を聞いた黄おう蕃ばんの首領は、にやっと笑った。

「言うこときかねえ村長のいる村を焼いて、脅しを食らわせるのと変わんねえってことですね」

　骨将軍は首領が着込んでいる帝国軍の軍服と鎧よろい兜かぶとを指差して言った。

「おう、それにこうやって帝国軍の軍服着こんで、軍ぐん旗き立てりゃ、やつらはびびって、刃向かって来ない。帝国軍に逆らえばどうなるかってことぐらいは、やつらも知っているだろうからな」

「服と旗は本物っすからね……」

「馬ば鹿か野郎、俺おれも本物だ！　というか、俺だけが本物だがな」

　馬を並べて早足で進んでいた他の黄おう蕃ばんの連中が、声を上げて笑った。

　宿営地の手前に来たとき、骨将軍が叫さけんだ。

「ようし！　火矢を用意しろ！　速度を上げて突っ込むぞ！　片かたっ端ぱしからあの、小汚い小屋を焼いてやれ！　家が焼ければ、中にいる女子供は外に出てくる！　そいつを狙ねらえ！」

　丘の上にある宿営地から、その様子を窺うかがっていたシャン族の見張りが叫んだ。

「敵、突とつ撃げき開始！　あ！　火です！　やつら火矢を使うつもりです！」

　宿営地の真ん中で、シャン族の兵士たちと一いつ緒しよに待機していたイシルが、怒いかりを露あらわにして叫んだ。

「なんだと！　交こう渉しようすらせずに、いきなり我らの包建パイクーを焼くというのか！」

　普段の温厚な表情からは想像すらできない鋭するどい目で宿営地の入り口をにらみつけたイシルは、周りにいた部下たちに矢継ぎばやに指示を出した。

「女子供を、すぐに包建から出して、隠すのだ！　包建が焼かれても、それに気を取られるな！　火をつけて回る敵を倒すのが先だ！　剣では、馬上の敵に届かぬ！　槍やりと弓で戦うのだ！」

「おう！」

　イシルの指図を聞いたシャン族のリーダーたちが、一いつ斉せいに立ち上がって走り出すのと同時に、その中にいた合図係が戦せん鼓こを叩たたき始めた。

　ドンカカ！　ドンカカ！　ドンカカ！

　戦せん闘とう態勢を告げる太たい鼓この音が辺りに響ひびき渡り、包建の中に身を潜めていたシャン族の戦士たちが一斉に弓と槍を構えて飛び出してきた。

　武装した戦士たちの姿を見て、驚いたように馬の足を止めた黄蕃たちに舫もやいの声が飛んだ。

「かまわねえ、突っ込め！　火矢を放て！」

　五十騎の兵士は、ひと塊になって、宿営地に突っ込んできた。

　炎と煙を引いて、いくつもの火矢が飛ぶ。

　かなり手前で発射された火矢は地面に落ちたが、いくつかは宿営地の入り口あたりに張られていた包建の屋根に刺さって燃え始めた。

「火を消せ！」

「早く！　水をもってこい！」

　驚き騒さわぐ人々の叫びと、女性の悲鳴などが重なって、宿営地の中は大混乱となった。

　晴せい凛りんは弓を持った手が細かく振るえ、汗でぬるぬるしているのに気がついていた。

　無意識に手のひらの汗を腰のところで拭ぬぐおうとした晴凛は、そこに巻いてある青い紐ひもに気がついて、はっとした。

　──これは……ミーネ姫が巻いてくれた、龍りゆう射しやの証あかしだ。

　晴せい凛りんは息を吞のんだ。

　──何をやっているんだ僕は。ついさっき、鍛たん試しで矢を射いていたときの落ち着きは、どこにいったんだ。

　イシル様に言ったじゃないか！　僕は、この弓で、シャン族を守ると。

　こんな余裕の無い状態でどうするんだ！　こんな状態じゃ、僕はシャン族を守ることなんかできない。

　宿営地の中に踊りこんだ黄おう蕃ばんの首領は大声で部下に命じた。

「散れ！　女と子供だ！　まず女と子供を狙ねらえ！　無む駄だに反はん撃げきするな！」

「おう！」

　黄蕃たちは、そう答えると、バラバラになって逃げ惑う人々を追い始めた。

　その黄蕃の首領の声を聞いた晴凛の中に、改めて怒いかりが湧わき上がった。

　──あいつらは……最低だ！

　自分より弱い者、抵抗できない者だけを狙うなんて！

　くそ！　やらせるものか！　あいつらの好き放題にさせてたまるか！

　晴凛が、弓を握った手に、ぎゅっと力を入れると同時に、宿営地の中に黄蕃のたちの乗った馬がなだれ込んできた。

　待機していたシャン族の戦士たちが、槍やりと弓で立ち向かおうとするが、相手は馬に乗っているために、効果的な反はん撃げきができない。これがもし、騎き馬ば兵同士の戦せん闘とうならば黄蕃は一方的に殲せん滅めつされただろう。

　シムールは遊牧民であり馬上戦闘を得意とする部族である。騎馬には騎馬で立ち向かうのがシムールの戦いであり、こうやって徒歩で戦うのは不慣れだった。

　一方、黄蕃はといえば、もともと盗賊であり、少人数でゲリラ的な戦闘を仕掛けることに慣れていた。

　黄蕃たちは宿営地の中を馬で走り回り、弓や槍を構える戦士を見ると、そこから逃げ、燃えあがる包建パイクーの中から飛び出して来た女性や子供に向かって襲おそい掛かった。

　晴凛は右手に剣を持ち、馬に乗って目の前を走り抜けていく黄蕃に向かって矢を向けた。

　──今射いれば当たる！　あいつを倒せる！

　晴凛の脳内に、自分の放った矢が、目の前の男の首筋に突き刺さる光景がありありと浮かんだ。

　右手の指の力を緩ゆるめるだけで、それは現実になる。

　──あいつは悪人だ！　会ったことも言葉を交かわしたことも無い赤の他人だ。殺したって構わないんだ！　腕に止まった蚊かを叩たたき潰つぶすのと変わらない。殺して『ばーか』と言っても誰も僕を責めたりしないだろう。

　──離せ！　矢を放て！　あいつを殺せ！

　晴せい凛りんは自分に言い聞かせた……だが、どうしても、右手の指を緩ゆるめることができなかった。

　ほんの一いつ刻こく前まで、晴凛は『人を殺すな人を傷つけるな』という価値観に従って生きてきた。武ぶ人じんとしての教育を受けたことなど無い晴凛にとって、それはモラルそのものだった。生まれて十九年、自分が信じてきたそのモラルを簡単に捨て去ることができるほど、晴凛は浅くも薄うすくもなかった。

　晴凛は思わず弓を下ろして黄おう蕃ばんを見送ってしまった。

　しかし、そのとき、馬に乗って剣けんを振り上げた黄蕃の前に、一人ひとりの中年の女性が、よろよろと姿を現した。

　──危ない！

　晴凛が弓を構え直すより早く、その黄蕃は目の前の中年の女性に斬きりつけた。

　悲鳴と、そして、血……。

　その声と光景が晴凛に襲おそいかかり、晴凛の視界から色彩が失われた。

　──間に合わなかった？　いや、違う……僕は……見逃したんだ。

　僕には何もできなかった？　いや、違う……僕には……僕には……できたんだ。

　敗北感と、取り返しのつかないことをやってしまった後悔と、自分自身に向けた怒いかりと、そのすべてがごっちゃになった、息苦しいほどの感情の津波が晴凛を揺ゆさぶった。

　視界の中で、黄蕃がもう一度剣を振り上げて、必死に這はいずって逃げようとする中年の女性の背中に斬きりつけようとしたのが見えた。

「うわあああああ！」

　半分パニックになった晴凛が、悲鳴にも似た叫さけび声を上げて弓を構えたそのとき。

　馬に乗ったシムールの戦士が疾しつ風ぷうのように飛び込んできて、すれ違いざまに、馬ば上じよう刀とうで、中年の女性に切りつけようとしていた黄蕃の首を切り飛ばした。

　黄蕃の身体からだは、頭のあった場所から真っ赤な血を噴水のように振り撒まいて、ぐらりと馬から落ちた。

　シムールの戦士は、振り向いた。

　それはエオル王だった。

　エオル王は、弓を構えたまま、呆ぼう然ぜんとしている晴凛を見み据すえた。

　しかし、ほんの数秒視線を合わせただけで、何も言わず、馬の手た綱づなを引いて向きを変えると、宿営地の中で暴れている黄蕃のところに向かって走り去って行った。

　晴凛はがっくりと崩くずれこむように、その場に両膝ひざをついた。

　全身が震えていた。

　──エオル王は、何も言わなかった。

　いや、違う。

　何かを言う気にもならなかったんだ。

　あれだけ、でかいことを言って、シャン族を守ると見栄を切っておきながら僕は……何もできなかった。

　──くそ！　くそ！　くそ！　僕は何をやってきた！　一体何を今までやってきたんだ！　何が龍りゆう射しやだ！　統とう卒そつの位と同じぐらい意味が無いじゃないか！　位も資格も、僕は何一つ生かせないのか！

　晴せい凛りんの目から、悔くやし涙がぽろぽろと落ちた。

　その、地面に両膝ひざをついて泣いている晴凛の姿を、少し離れた包建パイクーの裏に積まれた水みず桶おけの陰からミーネが見ていた。

　そこは、襲しゆう撃げきがあった際に子供たちと若い女たちが逃げ込むために、空の水桶を積み上げて作られた、一種のシェルターだった。

　──どうしたのだ？　晴凛の様子がおかしい……まさか、傷を負ったのでは！

　そう思うと、もう、ミーネはいてもたってもいられなかった。

　どうしよう、と思うよりも早く、ミーネは水桶の陰から飛び出していた。

「どこに行くのですか！　危険です！」

　ミリンが叫さけぶ言葉に振り向きもせずに、走り出したミーネは大声で名前を叫んだ。

「晴凛ーっ！」

　女の子の高い叫びは、女子供を求めて宿営地の中を荒らし回っている黄おう蕃ばんたちに、強力な磁石のような作用を及ぼした。

　あたりを見回した黄蕃たちは、宿営地の外れを必死に走っていくミーネを見つけ、一いつ斉せいに向きを変えた。

　ミーネの声を聞いて、顔を上げた晴凛が見たものは……。

　こっちに向かって必死に走ってくるミーネと、そしてその後ろから刀を振り上げ、蹄ひづめの音を轟とどろかせてて迫り来る十騎近い黄蕃たちの姿だった。

　意思よりも感情よりも先に晴凛の身体からだが動いた。

　何の迷いも無かった。

　地面に両膝をついた、そのままの姿勢で、晴凛は矢を放った。

　一いつ瞬しゆんの澱よどみもなく、晴凛は矢を放ち続けた。

　初しよ矢やは、刀を振り上げて、ミーネに迫っていた黄蕃の喉のど笛ぶえに突き立った。

「ぐえ！」

　声にならない声を上げて、先頭の黄蕃が転げ落ちるより早く、その後ろの黄蕃の眉み間けんに矢が突き立った。

　この男は、声を発する間も無く、馬から崩くずれ落ちた。

　その後ろの黄蕃も、その後ろの黄蕃も、ミーネの後を追ってきていた黄蕃はすべて、身に着けている鎧よろいの隙すき間まや首、顔面などの無防備な部分を射い抜かれて馬から転がり落ちて行った。

　自分が狙ねらわれていたことなど知らないミーネは、そのまま駆かけ寄って声をかけてきた。

「晴せい凛りん！　無事か！　何ともないのか？」

「ええ、大丈夫です！」

　しっかりとした口調でそう答え、晴凛が立ち上がったとき。

　宿営地に、骨将軍の声が響ひびき渡った。

「族長の娘を見つけたぞ！　あいつを人質にして族長から赤あか塩じおのありかを聞き出すんだ！　手に負えなきゃ殺しても構わん！」

　骨将軍の帝てい国こく語を理解できたのだろう、ミーネは真っ青さおな顔で晴凛を見上げた。

「僕の後ろに……」

　そう言って、ミーネをかばうように晴凛が一歩前に出るのと同時に、黄おう蕃ばんたちが四方八方から、ミーネを目当てに突っ込んできた。

　晴凛は慌あわてなかった。

　矢をつがえ、弓を引き絞しぼり、恐ろしいほどの正確さで押し寄せる黄蕃たちに矢を送り込む。

「ぐえ！」「ぎゃあ！」「うぐ！」「うわあ！」

　そういった悲鳴を上げる者だけが犠ぎ牲せい者ではない。悲鳴すら上げずに馬から転がり落ちる者もいる。
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　目の前で、ばたばたと仲間が射抜かれるの見た黄おう蕃ばんたちは、慌あわてて馬ば首しゆを巡らせて逃げようとした。しかし、晴せい凛りんは弓を引く手を休めなかった。

　逃げていく黄蕃たちに向かって、容よう赦しやなく矢が飛ぶ。

　瞬またたく間に二十騎以上の仲間を失った黄蕃の首しゆ領りようが、血相を変えて、骨将軍の下もとにやって来た。

「も、舫もやいの旦だん那な！　化け物です！　化け物がいやす！」

「化け物だと？　そういえばさっき馬に乗ったシムールの兵隊が五騎ほど飛び込んできやがったが……」

「違いまさあ！　あいつらも、めっぽう腕の立つ連中ですが、俺おれが化け物って言ったのは、弓使いでさあ！　そいつ、たった一人ひとりで、二十人を射い殺しやがった！」

「何だと？　二十騎もやられたのか！」

　骨将軍は考え込んだ。

　──くそ、戦力半減じゃねえか。シャン族の連中がこんなに強いとは思わなかった。俺おれたちが帝てい国こく軍の軍服を着ているのに、びびりもせずに攻こう撃げきしてきやがるとはな……当てが外れたぜ。何のために帝国軍の軍服着て、軍ぐん旗きを立てて攻せめ込んだのか、わかりゃしねえ。

　自分の頭の上ではためいている、帝国軍の軍旗を見上げた骨将軍は、はっと目を見開いた。──そうだ、こいつだ！　何も俺たちだけで戦うことはねえんだ！

　俺たちは帝国軍の格かつ好こうをしているんだから、帝国軍として振る舞えばよかったんだ。

　俺たちのバックには帝国がついているんだ。俺たちに逆らえば帝てい都とから十万の兵士がやってくるんだってことが、この蛮ばん族ぞくどもはわからねえから、こうやって逆らいやがる。

　──くそ、俺も、こいつらも本物の軍人じゃねえ、ニワカだからな。どうにもそのあたりに頭がまわんねえんだな。

「うぎゃああ！」

　包建パイクーの向こう側から、また一人、矢の犠ぎ牲せいになったらしい黄蕃の悲鳴が聞こえた。

「くそ、このままじゃらちが明かねえ、一いつ旦たん戻って、体勢を立て直して出直しだ！」

「でも、肝心の塩のありかが……」

「なあに、かまわねえ。こいつらは帝国軍に楯たて突きやがった。今度は守しゆ備び隊を全部引っ張ってきて皆殺しにするぞと脅おどしをかけりゃいいだけのことよ！　生き残った連中を集めて、さっさとずらかるぞ！」

「わかりやした！」

　黄蕃の首しゆ領りようは、そう言うと、口に指を突っ込んで指笛を吹いた。

「ピューイッ！」

　その音を聞いた黄蕃たちは、互いの顔を見合わせると、同じように指笛を吹いて馬首を巡らせた。

「ピューイッ！」「ピューイッ！」

　宿営地のあちこちから同じような指笛の音が響ひびき、黄おう蕃ばんたちは一いつ斉せいに退却に移った。

「逃げていくぞ！」

「逃がすな！」

　シャン族の戦士の間に声が飛び交かい、何人かが、主あるじを失って宿営地の中をウロウロしている黄蕃の馬に飛び乗って、逃げていく黄蕃たちを追いかけようとした。

　だが、そのシャン族の戦士の前に、馬に乗ったエオル王が立ちはだかった。

　エオル王は手を上げて、叫さけんだ。

「深追いはやめろ！　バラバラに追いかけても返り討うちにあうだけだ！」

　イシルも叫んだ。

「そうだ！　今は宿営地の中を調べて、怪け我が人を救うのが先決だ！　戻って来い！」

　シャン族の戦士たちが、追跡をあきらめたのを見たエオル王は大きくうなずくと、馬に乗ったまま晴せい凛りんとミーネのところまでやってきた。

　あたりに転がる黄蕃たちの死体と、まだ煙を立てて燃えている包建パイクーを見回して、エオルは言った。

「これが……帝てい国こくの答えか……」

「違います！」

　晴凛は叫んだ。

「こいつらは帝国軍の軍人じゃありません！　ただの無む法ほう者です！　総そう督とくの菰こ野もの真しん元げんが南なん方ぽうから呼び寄せた黄蕃という海賊崩くずれの連中なんです！　総督はシムールの持っている赤あか塩じおを手に入れて、大儲もうけしようとしたんです！」

　エオルは足元に転がっている黄蕃たちの死体を見下ろして言った。

「……確かに、お前の言うことは正しいのだろう。こいつらは兵士ではない。戦ってみてわかった。そして、帝国軍でもない。だからお前はこいつらに弓を向けることができたのだ……そうだな？」

「その通りです！　ですから、これは、帝国がシムールに戦いを仕掛けたとかそういうことではなくて……」

　エオルは晴せい凛りんの言葉をさえぎって叫さけんだ。

「だが、帝国の軍服を着込み、鎧よろいをまとっているではないか！　そして、やつらは帝国の軍ぐん旗きを掲かかげていた！　これを何と言い訳する！　確かに、王である私は真実を知っている。しかし、シムールの民たみはそれを知らぬ！　人の口に戸は立てられぬ！　帝国の兵がシャン族を襲おそって包建を焼き、人々を殺したという知らせは、瞬またたく間にすべてのシムールの知るところとなる！　民の声と意思が帝国討うつべしと叫べば、それはわしにも止めることはできん！」

「まさか……」

　絶句した晴凛を見て、エオル王は、静かに、そして決意を込めて言った。

「シムールは、その総力を挙げて、帝てい国こくに戦いを挑いどむ！　開戦を示す赤い矢は、後日届けさせる。お前が総そう督とくに届けるがいい！」

「待ってください！　なぜ、本当のことを知っている、あなたが戦争を始めるんですか！　止めるべきじゃないんですか！　それが本当の王というものじゃないんですか？」

　必死に食い下がる晴凛を見て、エオル王は、ふっと笑った。

「青いな……その青さは不愉ゆ快かいではないが、お前にはもっと広い目で世の中を見てもらいたいものだな。

　確かに、私は真実を見て知っている。そして、真実を知っているがゆえに、真っ先に帝国討うつべしの声を上げるのだ！　話に尾ひれがつき、扇せん動どうされ、感情に突き動かされた人々が声を上げるその前に！

　真実を語れば語るほど、帝国と戦うことしか考えておらん視野の狭せまい馬ば鹿かどもは、この私を惰だ弱じやくと罵ののしるだろう。もしかすると代王を立て、帝国に戦いを挑むかもしれん。そうなってしまえば、もはや剣けんを収める場所は無い。帝国かシムールか、どちらかの剣が折れるまで、戦いは続く。

　戦士が死に絶えれば、年とし端はも行かぬ子供に剣を持たせ戦場に送り込むだろう。お互いの村を焼き、お互いの妻や子を殺しあう戦いが続くのだ。

　私が開戦を主張し、戦いを始めること。それだけが、その悲ひ惨さんな未来から双そう方ほうの民たみを救うことができる唯一の方法なのだ！」

「そんなの間違っています！」

　晴凛が叫さけんだ、そのとき。

　ぱぁんっ！

　乾いた音が響ひびき渡った。

　音のしたほうを振り返ると、

「何考えていやがるんですかっ！」

　晴凜が背後にかばっていたミーネを、ミリンがひっぱたいていた。

「なっ、何をって」

　ぱぁんっ！

　張られた頰ほおを手で押さえて何かを言おうとしたミーネの、今度は逆の頰をひっぱたいた。

「お黙だまりなさいっ！　あなたは一体何を考えていやがるのですかっ！」

　ミリンの剣幕に、晴凜もエオル王も、声をかけることすらできずに、その光景を見つめていた。

「あなたは誰ですかっ、自分を誰だと思っているのですかっ！」

　ミリンと出会ってから数ヶ月。晴凜は彼女のこんな声を聞いたことがなかった。辛しん辣らつな言葉を吐はくことはあったが、それだっていつもの訛なまっていながらも無表情で平へい坦たんな声だった。

　なのに、今のミリンの声は、張り裂さけんばかりなのだ。

　このとき、晴せい凜りんはミリンの背中を見ていた。彼女が晴凜とミーネの間に割り込むように立っていたからだ。

　その背中が。

　背中がわずかながらに震えていた。

「答えなさいっ！」

　張られた両りよう頰ほほを真っ赤かにして、少女は従者を見上げていた。

「ミ……ミーネじゃ……」

　ぱぁんっ！

　三度目の、頰を張る音が鳴り響いた。

「ちゃんと答えなさいっ！」

「シ……シムールが一つ、シャン族の民たみ、族長イシルの子、ミーネ」

　ミーネはゆっくりと、たどたどしく、今度はそう答えた。

「そうでしょう！　あなたは族長の娘、シャン族の姫なのです！　あなたに万が一のことがあれば、一族が揺ゆらぐのです！　それをなんです！　ひょいひょい飛びだして！」

「そ、それは……晴凜が」

「老ろう師しさまがっ、何だというのですっ！」

　ぱぁんっ！

　四度目の音が一番大きかった。

「あなたがっ、あなたがもしっ……もしっ……」

　ミリンの背中が大きく揺ゆれた。

「もじっ」

　そのとたん、張り上げられていた怒ど声せいが濁にごった。

「もじっ、じんでじまっだらっ、どうなるどおぼっているのでずがっ！」

　──え？

　声を聞いていた全員が目を点にした。晴凜も。

　そして、ミーネも。

「……あ、あぁ……」

　ミーネはミリンを前にしていたから、彼女の顔を見ていた。

　その顔は、今まで八年間、一度たりとも見たことの無い顔になっていた。

「わだじばっ、もじぞんなごどになればっ、ぐやんでもぐやみぎればぜんっ！」

「ミ、ミリ……」

「いぢぞぐのぢでぼっ、ダルドでぼっ、もじえんぎのみやごにいっだどじでぼっ、わだじばっ、いぢぞぐど、だでぃよりあなだじじんのだめにっ」

「ミ……ミリン……っ」

　その声を聞くのに耐えられず、ミーネはミリンに抱きついた。

「わかったっ、わかったから……っ」

「あなだがっ、あなだぼっ……」

　ミリンもミーネを抱き返す。さっき四度も叩たたいたのとはうって変わって、優しく、包み込む。

　二人ふたりとも何も言わずに、そのまま抱き合っていた。

　しばらくの間、そうしていて。

　不意に、ミリンが自分の袖を顔にやった。ぐしぐしぐしと顔を拭ぬぐって、振り向く。

　振り向いた彼女の顔は、いつも通りの無表情だった。

「まったく、出戻り山やま猫ねこ姫のせいで、このミリン、寿じゆ命みようが縮むかと思いました」

　いつも通りの無表情だったが。

　袖がぐしゃぐしゃに汚れていた。

「な、なんだと!?　わしが出戻りなら、ミリンは男勝りの行かず後ご家けではないか！」

「おと……いか……っ!?　何てことを言いやがりますか、この山猫は」

「あれだけ派手にひっぱたいておいて、女のつもりか！」

「少しでも暑ければ素っ裸になるほど、このミリン、女を捨ててはおりません」

　言い合いを始めてしまった二人を見た晴せい凜りんは、

「は、はは……」

　少し乾いた笑いを漏もらすぐらいしか、できなかった。

　気合が抜けたのだろう、エオル王も笑った。

「ははは、いいものだ。平和とはな！　それは誰もが知っている、だが、平和は続かん！　それを長続きさせるために力を尽つくすのが王の仕事なら、起きた戦いくさを短く止めるために力を尽くすのも王の仕事だ！　そのことをよく考えろ！　弓の腕、見事であった。戦場で合間見えようぞ！」

　エオル王は、そう言い残すと、馬の首を返し、護ご衛えいの兵士と共に去って言った。

　土煙を蹴け立たてて走り去っていエオル王を見送って、晴凛はつぶやいた。

「……本当に……戦争が始まるのか？　噓うそだろう？」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた晴凛は、顔に吹きつける煙と熱気で我に返った。

　気がつくと、晴凛の周りでいくつもの包建パイクーが燃えていた。

　宿営地の中には、焼かれる家を見て泣き叫さけぶ女の人の声や、怪け我が人のうめき声、そして、まだ燃えていない包建を急いで畳もうとする人々の怒ど鳴なり声が渦うず巻まいていた。

　──あ、いけない、ボーっとしている場合じゃない！　手伝わなくちゃ！

　我に返った晴凛は、手に持っていた弓を近くに積んであった籠の上に置いた。そして、目の前で包建の屋根をめくり上げて仕舞おうとしている男のところに駆かけ寄った。

　だが、何をしていいのかわからなかった。

　晴せい凛りんは遊牧民の家である包建パイクーで暮らしていた。しかし、包建を組み立てたり、畳んだりしたことが無かったのだ。

　手伝おうと思って走り寄った晴凛に、包建を畳んでいたシャン族の男が罵ば声せいを浴びせた。

「邪じや魔まだ！　どけ！　帝てい国こく人！」

　晴凛は凍こおりついた。

　自分に浴びせかけられた「帝国人」という言葉には、侮ぶ蔑べつと憎にくしみの色しか見えなかった。

　晴凛は思わず小さく息を吞のんだ。

　ほんの少し前……そう、晴凛が龍りゆう射しやの位を得たとき、シャン族の人々は親しみと敬意と称賛を込めて晴凛を「帝国人」と呼んでくれた。

　だが、今、シャン族の人々の口から出る「帝国人」という言葉には、憎しみと怒いかりの意味しかなかった。

　──そうか……そうなんだ……僕は、もはや、シャン族の客人でもなんでもない。

　僕が親しみを込めて「帝国人」と呼ばれるときは、もう来ない。

　僕は……帝国人は……シムールの敵なんだ。

　胃の辺りに、何か冷たく硬かたい塊が落ちてきて、そしてそこで固まったような気がした。







　　　第八章「赤い矢」







「ひえ……」

　侘タ瑠ル徒トの街の総そう督とく府ふの執務室にいた、延えん喜ぎ帝てい国こく北ほく緯い庁ちよう総督、菰こ野もの真しん元げんは白饅まん頭じゆうとあだ名されるその白い顔をさらに白くして、机の上に置かれた一本の矢を見ていた。

　その矢は、軸も矢羽根も真っ赤かに塗ぬられていた。

「こ……これは……」

　真元の声は震えていた。

「見ての通り、赤い矢です……シムールの王、エオルから送られて来たものです」

　冷静に答える晴せい凛りんを見て、真元はわめいた。

「貴様！　悪ふざけもいいかげんにしろ！　こんなもん、その辺にある矢を赤く塗っただけのシロモノだろうが！　捏ねつ造ぞうに決まっている！」

　晴凛の斜め後ろに立っていた伏ふせ龍たつが答えた。

「シムールの宣戦布告を意味する赤い矢のことは、子供でも知っています。帝国の歴史に残るような大事件を捏ねつ造ぞうするとお考えですか？　そいつは、正しよう真しん正しよう銘めいの『シムールの赤い矢』です。シムールは帝てい国こくに対し全面戦争を仕かけると宣言したのです！

　一いつ刻こくの猶ゆう予よもありません！　県都である延えん声せいに早馬を飛ばし、報告と、応援部隊の要よう請せいを！　それが総そう督とく太たい守しゆとしての務めです！」

　真しん元げんは机の上に置かれた矢から目をそらしてわめいた。

「し、知らん！　わしは知らん！　そんなもの、見てはおらんぞ！　ええい、下がれ、その下らないゴミを持ってどっかに行け！」

「総督！」

　真元は晴せい凛りんと伏ふせ龍たつをにらみつけて再びわめいた。

「うるさい、うるさい、うるさい！　出て行け！　それは噓うそだ！　貴様らは偽にせ物ものの赤い矢をでっちあげ、わしを陥おとしいれようとしているのだ！　貴様らは、あの月つき原はら弦げん斉さいの手下だ！」

　そこまで言ってから、真元は何かに気がついたように目を見開いた。

「そうか！　わかったぞ、これはすべて、あの弦斉の入れ知恵だな？　わしを失脚させ、再びこの北ほく緯い庁ちようの総督に返り咲くために、手の込んだ細工を用意して、わしを嵌はめようとしているのだ！　その手には乗らんぞ！　おい！　誰かいるか、こいつらを叩たたき出せ！」

　真元の言葉を聞いていたのだろう。執務室の扉が開いて、守しゆ備び隊長の舫もやい連れん衡こうが、見るからに無む法ほう者風の雰ふん囲い気きを持った柄の悪そうな男を二人ふたり後ろに従えて執務室に入って来た。

　真元が何かを言う前に、伏龍が言った。

「昨日きのう、シャン族の宿営地を襲おそったときに、その、後ろにいる黄おう蕃ばんの連中に、帝国軍の軍服を着せたのはあんたか？」

　舫は目を見開いて、顎あごをかくん、と落とした。

「き、貴様、何を言っている……」

「トラの威いを借る狐きつねじゃねえが、帝国軍の振りをすれば、相手がびびるとでも思ったんだろうが、とんでもねえ浅知恵だってことに気がつかなかったのかよ！

　いきなり、宿営地を襲って、包建パイクーに火をつけて焼きやがって……それがどういうことかわかるか？　ゆすりたかりじゃねえんだ！　戦争なんだ！　帝国がシムールにケンカ売ったってことなんだぞ！

　シャン族は帝国と和議を結んだ。でも、帝国の属ぞく民みんじゃねえんだ！　れっきとしたシムールの一族なんだ！　シムールの中にいる強きよう硬こう派の支族と帝国の間に入って、全面戦争にならないように、苦労して話をまとめてきたってのに、お前はそれを全部めちゃくちゃにしやがったんだ！」

　舫の顔色が見る見るうちに青白くなっていった。

　自分たちがやったことの意味を、舫は、今、初めて理解した。

「お、俺おれたちは、そんなつもりはなかった……シャン族を、ちょいと脅おどしつけて……」

「いきなり家に火をつけて、女子供を殺せ、と命令することを、脅おどしとは恐れ入るぜ……いいか、おまえに、もっとわかりやすく説明してやる！

　シャン族は帝てい国こくと和平を結んだ。シムールの中にいる強きよう硬こう派部族から見れば、シャン族は裏切り者だが、大多数のシムールはシャン族の生き方を認めつつあったんだ！　戦争に明け暮れる日々に、みんな嫌いや気けがさしていたからな」

　伏ふせ龍たつは舫もやいの顔に人差し指を突きつけて、言葉を続けた。

「あんたは、その、帝国と和平を結んだシャン族を襲おそって家を焼き、人々を殺した。これがシムールが、徹底抗戦することを決めた理由だ！　シムールは、もう二度と話し合いをしない。シムールは最後の一人ひとりになるまで帝国と戦うだろう。なぜかわかるか？　当然だ！　帝国と話し合いをして、信義を結び、共存することを決めたシャン族でさえ、攻こう撃げきされるんだ。帝国は本気でシムールを滅ぼすことを決めたのに違いない！　シムールがそう考えるのは当然だろうが！」

　伏龍は皮肉な微び笑しようを浮かべて、舫を見て、言葉を続けた。

「あんたの名前、舫連れん衡こうってのは歴史に残るかもしれないな。うらやましいこった……さあ、晴せい凛りん、帰ろうぜ。俺たちは噓うそつきで、この赤い矢は偽にせ物もので、受け取れないって言うのなら、県都の延えん声せいに届けるまでだ！」

「待て！　待ってくれ！」

　伏龍の言葉を聞いて、自分たちが、欲に駆かられてやってのけたことの重大さに気がついたのだろう。真しん元げんと舫は血相を変えて引き止めた。

「わかった！　さっきの言葉は取り消す！　君たちを噓うそつき呼ばわりしたことは、謝る！」

　真元は、今までの態度を忘れたかのように、ころっと態度を変えて、机に頭を擦こすりつけた。その、あまりの変わり身の早さに、晴せい凛りんは怒いかりを通り越して、一種の哀あわれみさえ覚えた。

　──この人は、きっと、今までこうやって世の中を渡って来たに違いない。

　自分より立場が低い、と思ったら怒ど鳴なりつけ、自分より立場が上になったと思えば、へこへこと頭を下げる。

　その対象が同じ人間であっても、態度を変えることに疑問すら持たないんだ。

　この人の中には、自己保身しかない。

　晴凛の考えていることなど露ほども気づかずに、真元は額ひたいに脂汗をにじませて言った。

「すまんが教えてくれ……わしらは、どうすればいいんだ？　こんなとき、何をしていいのかわからんのだ！　頼む！」

　その言葉を聞いたとき、晴凛はちょっとだけ考えを改めた。

　──何もできん、と自分の無力さを認めることは、普通の人間にはできない。こういう部分が少しだけでも残っているから、総そう督とくをやれるのかもしれない……。

　だが、伏龍は、そう言って頭を下げた真元の目が、落ち着きなくきょろきょろと動いていることに気がついていた。

　──あの目は開き直って覚悟を決めた目じゃねえな。どっちかというと、追い詰められて必死に逃げ道を探しているネズミの目に似ている。

　ああいった人間が、どうすればいい？　と聞くときは、助言求めているだけじゃなくて、答えたやつに責任を押しつけて逃げるため、ってのがよくあるから、気をつけないとな。

　伏ふせ龍たつは言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

「先ほども言った通り、まず帝てい都とに報告です。事態は一刻を争います、帝てい国こく各地の軍隊を召集し、総力戦を戦うための体勢を整えるのには時間がかかります。北ほく緯い庁ちようの上位に位置する県都延えん声せいへの報告を直ただちに行い、県主の指示に従うのです」

「わ、わかった、すぐに延声に早馬を出す……それから何をすればいい？」

「守しゆ備び隊本部には、シムールが攻せめてきたとき、どうすればいいのかを書いた手順書があります。ですから、守備隊員には、それに従って行動するように命令して下さい」

「あ、ああ、それは舫もやいがやってくれるだろう……舫、できるな？」

　舫は、青ざめた顔のままうなずいた。

「はい、手順書があれば、なんとか……」

「他には？　どんなことをすればいいんだ？」

「あなたは、この地方一帯を治める総そう督とくであり、この侘タ瑠ル徒トの街を治める太たい守しゆでもあるわけですから、侘瑠徒の町の住民の安全についても責任があります。シムールがどこまで来ているかわかりませんが、街道が使えるうちに、住民に避難を呼びかけて下さい。シムールに包囲されてからでは遅すぎます」

「わかった、直ちに命令を出そう。ついては、県都の延声に送る早馬に持たせなくてはならん、その赤い矢を返してくれ」

　シムール蜂ほう起きの最大の証拠を真しん元げんに渡せと言われた晴せい凛りんの心の中を、一いつ瞬しゆん、警けい戒かい感が横切った。だが、目の前の真元の様子を見て、思い直した。

　──さっきとはぜんぜん態度が違う。これなら大丈夫だろう。

「わかりました。矢の軸にシムールの印が刻み込んであります。見る人が見れば、すぐに本物だとわかると思います」

　晴凛はそう言って赤い矢を差し出した。

「ありがとう、早速、早馬を出そう」

　赤い矢を受け取った真元は、晴凛と伏龍を交互に見て言葉を継いだ。

「それと……これはお願いだが。今の段階で、シムールとの戦争が始まるという、不確かな情報が街の住民の間に流れると、尾ひれがついて、恐きよう慌こうを起こすかもしれん。明日あしたの朝、街の人間を集めて、わしの口から直接知らせたい。ついては、今夜一晩このことを黙だまっていて欲しいのだ。絶対に口外しないと約束して欲しい！」

　晴せい凛りんと伏ふせ龍たつは顔を見合わせた。

　最初に口を開いたのは、伏龍だった。

「それは……確かに、住民の間に、無用の不安を搔かき立てるのは得策ではありません。恐きよう慌こうを起こしてしまっては、とても短時間に避難させることはできませんからね」

　真しん元げんは、ほっとしたように肩の力を抜いた。

「おお、黙だまっていてくれるか、よかった……くれぐれも口外無用で頼むぞ。今は緊急時だ。過去のしがらみを捨てて、共に手を取り、この侘タ瑠ル徒トの民たみのためにがんばろう」

「ええ、がんばりましょう！」

　晴凛はそう言ってうなずいた。




　総そう督とく府ふを出た晴凛と伏龍は、互いの顔を見合わせた。

「シムールとの戦いは避けられないと思いますけど、これで無む駄だな犠ぎ牲せい者を出さずにすみますね」

「この侘瑠徒ってのは、周囲を城壁で囲んだ城じよう塞さい都市だ。城の中に立て篭こもっていれば、包囲されていても、しばらくは持つ。住民を街から避難させる理由は、犠牲者を出さないという理由だけじゃなくて、備蓄している食糧の消費量を少なくするという意味もあるんだ。

　この中に立て篭もった守しゆ備び隊は、帝てい国こくの中央部に向かって進しん撃げきを続けるシムールにとっては、奥深くに刺さって残ったトゲのような嫌いやな存在になる。それが、ここの役目だ」

「篭ろう城じようですか……」

　晴凛は、そうつぶやくと、侘瑠徒の街を囲う城壁を見回した。

　見慣れた、街の風景の一部でしかなかった城壁が、急に存在感を増したように思えた。

　表通りに出たところで、晴凛は足を止めて伏龍に聞いた。

「伏龍さん、教えて下さい、僕は……どうすればいいんでしょう？　このまま、ここに留とどまって、役人としてあの総そう督とくの手助けをするべきか、それとも、イシル様のところに戻って、シャン族を守るために戦うべきか……」

「そうだな……」

　伏龍は考え込んだ。

「確か……お前の話だと、シムールの中には、シャン族を裏切り者として、真っ先に滅ぼせと主張する支族もいる、という話だったな」

「ええ、そうなれば、シムールの矛ほこ先さきはまずシャン族に向かうわけです。シャン族は帝国のために尽じん力りよくしてくれた、いわば帝国の友人です。その友人を見捨てるというのは、信義に反すると思うのです……」

「うーん」

　伏龍は難しい顔になった。

「シャン族を助けたいという、お前の気持はよくわかる。しかし、肝心のシャン族の態度がわからないのではどうしようもない。

　果たして、シャン族はどっちに付くつもりなんだ？　俺おれたちの味方に回るとなれば、シャン族はシムールに矢を向けることになる。そうなればシムールの裏切り者として決定的な亀き裂れつが生じることになる。おそらく完全にシムールから分離独立せざるを得ないだろう。

　かといって……シムール側に付くとも思えない。シムール内部に裏切り者と呼ぶ勢力がある中で帝てい国こく軍を敵に回すとなれば、どちらからも攻こう撃げきを受けることになる。

　その、イシルという族長は、この板挟ばさみの状態を、一体どうやって切り抜けるつもりなんだろう？」

　晴せい凛りんは首をひねった。

「さあ……それは僕にもわかりません。ただ、イシル様は、心配するな。こういうときのことは常に考えてある。いかなる災厄に会おうともシャン族は滅びぬ……と言っていましたね」

「ふむ……」

　伏ふせ龍たつが考え込んだとき、ふわっと香料の匂においがあたりに漂った。

「また、お前か……」

　後ろを振り返りもせずに伏龍は答えた。

「あら、顔も見ない、声も聞かないのに、雰ふん囲い気きだけで私だと気づいていただけるのねえ。嬉うれしいわ、やっぱりそれって、愛よね？」

「お前のいる方角から風が吹いていたから、その甘ったるい匂いに気がついただけだ。これが愛なら屁へだって愛になっちまう」

　アイリーンは不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「ひどい人……」

「ああ、俺おれはひどいやつなんだ、だからもう」

「もう、なあに？」

「俺につきまとわないで、さっさと帝都に帰れ！

　いますぐ、ただちに、すみやかに、とっとと、帰れ！

　お前が厄やつ介かいになっている一座の連中にも言っておけ！　もう、これ以上この侘タ瑠ル徒トにいたって、儲もうけにならねえから帝てい都とに戻れってな！」

　伏龍の言葉を聞いたアイリーンは、ふっと眉まゆをひそめた。

「……ねえ、あなた、私に何か隠しごとしていない？」

　つつ、っと伏龍に近づく。身体からだと身体が、ふれあうくらいまで。

「な、何だよ、隠し事って……別にいいじゃないか。つうか、身体をくっつけるな。

　いいか。俺とお前は夫婦でもなんでもないんだ。お前に何でも話さなきゃならない義理はねえ」

「ひどいわっ、私とあなたの関係って、その程度だったのっ？」

　わざとらしくすがるアイリーンに向かって、伏ふせ龍たつは言い切った。

「その程度『以下』だ」

「あんまりな言い方だわっ」

　アイリーンは、そこで言葉を切ると、いつもの悪戯いたずらっぽい表情になって付け足した。

「……なんか、私の身を案じているような、そんな言い方だった、か・ら・♪」

　伏龍は、ちょっと驚いたように顔を上げてアイリーンを見た後で、慌あわてていつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻った。

　その表情の変化を見届けて、安心したのだろう。アイリーンはいつもの蕩とろけるような微び笑しようを浮かべて、伏龍の腕を取った。

「うふふふ、ありがと」

「よせ、触さわるんじゃない！　こんなところでお前とじゃれている暇は無いんだ！」

　伏龍は、その手を邪じや険けんに振り払うと、晴せい凛りんに言った。

「おい、市場に買い出しに行くぞ！　ついてこい！」

「え？　買い出し？」

「今日きようのうちにいろいろ買っておかないと、明日あしたには買えないものが一杯あるだろう？」

「あ、ああ、そうですよね……保存の効きくものを買っておかないと……」

　伏龍は険けわしい目つきで晴凛をにらんだ。

「おい、不用意なことを口走るな！」

「あ、いけない。そうでした……」

　頭を搔かく晴凛をちらっと見た後で、伏龍はアイリーンに言った。

「というわけで、俺おれたちは買い物があるから……あと、お前はマジで都に戻ったほうがいいぞ。理由は言えないけど……じゃあな！」

「伏龍さんだって、不用意なこと言ってるじゃないですか……」

「うるさいな、いいんだよ。あれくらいで騒さわぎになるもんか！」

　ひそひそと小声で会話しながら、市場のほうに向かって歩いていく晴凛と伏龍たちを見送ったアイリーンはしばらく考えていたが、やがて、小さく目を見開いた。

　──まさか。いえ、そうよ、そうでなけりゃ、あの人があんなこと言うわけ無いわ。

　アイリーンは小さくうなずいてから、独り言をつぶやいた。

「……これは、座長さんに相談しておいたほうがいいかもしれないわね」




　次の日の朝。

　伏龍の部屋に泊めてもらった晴凛は、伏龍と一いつ緒しよに総そう督とく府ふに向かった。

「侘タ瑠ル徒トの人たちは、あの総督の言うことを、聞いてくれるでしょうか？　昨日きのうの市場でもあいつに対する不平不満ばかり聞かされたような気がします……」

　晴せい凛りんの言葉を聞いた伏ふせ龍たつは、肩をすくめた。

「まあ、瘦やせても枯れても総そう督とく太たい守しゆの言葉だからな。それなりの説得力はある、とは思うんだが……」

　大おお路じから一本道を入って、総そう督とく府ふの前に通じる道路に差し掛かったとき、晴凛は総督府の前に役人たちが集まっているのに気がついた。

「あれ？　何かあったんでしょうか？」

　その光景を見た伏龍の顔色が変った。

「……まさか、あいつら！」

「え？　どうしたんですか？」

「急げ！　晴凛！」

　伏龍はそう言うと、総督府の建物に向かって走り出した。

　総督府の建物の前には、中央から派遣されていない、いわゆる下級官かん吏りの役人たちが集まって、困ったような顔で、がやがやと言い合っていた。

　晴凛は、その中に諒りよう秦そうの顔を見つけた。

　諒秦も晴凛を見つけたのだろう。周りにいた人間を搔かき分けて晴凛のところにやってきた。

「どうしたんですか？　何があったんですか？」

「それが……」

　諒秦は途と方ほうにくれたような顔で答えた。

「いらっしゃらないのですよ……どこにも」

　その言葉を聞いたとき、一いつ緒しよにいた伏龍が叫さけんだ。

「くそ！　やられた！　逃げられた！」

「え？　逃げられたって……」

　誰が逃げたというのか。

　いや。それは言わないでもわかる。『いま会いに来た人物』に決まっている！

「まさか！　総督が逃げちゃったってことですか？」

　諒秦がうなずいた。

「ああ、総督も、総督が連れてきた取り巻き連中も誰もいない。朝になったら、官舎からいなくなってしまっていたんだ、知らせを聞いて見に行ったら、部屋の中の家財道具とかはそのままで、身の周りのものだけを持って、急いで出て行ったらしい」

「伏龍さん……これって……」

「そうだ、昨日きのう、真しん元げんが俺おれたちに一晩だけ、誰にも言わないでくれと頼み込んだ理由は、その間に自分たちだけ逃げるためだったんだ！

　俺たちは、あいつらに、まんまとハメられたんだ！　真元のやつは最初から侘タ瑠ル徒トの街の人たちに説明するつもりなんかなかったんだ！」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた諒りよう秦そうが怪け訝げんな顔になった。

「説明するって……何をですか？」

　伏龍と晴せい凛りんは顔を見合わせた。

「どうする？」

　晴凛はうなずいた。

「知らせましょう、街の人に一いつ刻こくも早く伝えて逃げてもらうことのほうが大切です！」

「そうだな……」

　伏龍は小さくうなずくと、諒秦に向き直った。

「実は、昨日きのう、シムールの族ぞく王おうエオルの使者がシャン族のところにやってきて、赤い矢を晴凛に渡したんだ。これを侘タ瑠ル徒トの街の総そう督とくに渡せ、とな……」

　諒秦の顔から、さーっと血が下がる音が聞こえたような気がした。

「あ……赤い矢？　まさか、あの、シムールの赤い矢が？」

　諒秦は当然のことながら『赤い矢』の意味を知っていた。

　信じられない、という風に目を見開いた諒秦を見て、晴凛はうなずいた。

「ええ、そうです。その、シムールの赤い矢です。使者は、シャン族に対し、シムールに付くか帝てい国とくに付くか旗色を決めろ、と告げて去っていきました。僕は、その足で馬を飛ばして、この侘瑠徒に帰ってきて、すぐに総督に赤い矢を見せたのです。すると、総督は、これは大事なことだから、軽々しく発表すれば大騒さわぎになる。明あ日すの朝……つまり、今日きようの朝に、みんなを集めて発表するから、それまでは黙だまっているように、と僕と伏龍さんに口止めしたんです……」

　晴凛の言葉の後を伏龍が継いだ。

「……そして一晩過ぎたら、総督と、その一族郎党はきれいさっぱり逃げ出していたというわけだ」

　諒秦は真っ青さおな顔のまま、ごくりと生なま唾つばを飲み込むと、晴凛に聞いた。

「どうすればいいのでしょう？」

「え？　あ、いや、僕に聞かれても……というか、何で僕なんかに聞くんですか？」

　驚く晴凛を正面から見み据すえて諒秦は言った。

「今、この侘瑠徒の街にいる、統とう卒そつ以上の位を持つ上級官かん吏りはあなただけです。確かに、あなたは年齢も若く、経験もありません。こう言っては何ですが、名目だけの上司に近いでしょう。しかし、役所という組織は、上職の者が指示命令を出さなければ、動かないのです。各自が勝手に動けば、何もできません……」

　諒秦はそこで言葉を切ると、晴凛に一歩近づいてから、小声で付け足した。

「上の人間がいなくなって動どう揺ようが広がっている中で、さらにシムールとの全面戦争が始まる、などという情報を流せば、収拾のつかない混乱が起きかねません。私が補佐しますから、まず、自分がこの場の責任者である、ということを、皆に告げて下さい！　お願いします！」

　諒りよう秦そうの言葉を聞いていた伏ふせ龍たつもうなずいた。

「この人の言う通りだ。とりあえず、この状態を放っておくわけにはいかない。運がいいことに、この人たちは、ほとんど弦げん斉ざい閣かつ下かの下もとで働いていた人たちだ。弦斉閣下の名前を出せば、言うことを聞いてくれるだろう。弦斉閣下に見込まれて、統とう卒そつの位に引っ張られたお前なら、誰もが一いち目もく置くはずだ！」

「でも、僕が授かった統卒の位ってのは、シャン族を納なつ得とくさせるために貰もらった、ただの肩書きみたいなもので、何の実体も無いんですから！」

　伏龍はうなずいた。

「確かにお前の言う通りだ。おまえの統卒の位は、いわば下っ端ぱが名刺の肩書きに『支店長代理』と書き込むような一種のコケ脅おどしみたいなものだ。でも、官位は官位だ。皇こう帝ていの勅ちよく印いんが入った辞令を貰ったんだからな！」

「……辞令だけで、給料貰ってないんですけど」

「つべこべ言うな。とにかく今は一いつ刻こく一秒を争う状況なんだ！　それとも、お前も、あの白饅まん頭じゆうたちと同じように、この場から逃げるのか？」

　晴せい凛りんは、はっと息を吞のんだ。

　──そうだ。ここで逃げれば僕は、菰こ野もの真しん元げんと同じだ。何もかも放り出して、自分だけ逃げ出したあいつと同じことになってしまう。

　あいつの仲間になるなんて、死んでも嫌いやだ！　僕は弦斉様の部下だ！　弦斉様が、もし僕と同じ立場に立ったとしたらどうするだろう？　逃げるだろうか？

　いや、逃げない。あの人は絶対に逃げない。最後の最後まで踏ふん張って、知恵を絞しぼって汗をかいて、何とかしようとするはずだ！

　晴凛は自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、諒秦に向き直った。

「わかりました。僕が責任者としての役割を果たします」

「よし、こう見えても俺おれは結構顔が広い。まあ……毎晩街の人たちと飲み歩いているから、当然と言えば当然だけどな……その人脈で街の人たちを動かすのは俺に任せてくれ」

　そう言ってうなずく伏龍を見て、諒秦もうなずいた。

「役人たちに関しては、私に任せてくれ。私は総そう督とく府ふがここに作られたときに赴ふ任にんした、最古こ参さんの役人だ。現場で働いている役人がどうやれば動くのか、知り尽つくしている」

　そして、諒秦は笑ってみせた。

「自信を持て。君は、あの弦斉閣下が見込んだ男だ。堂々と胸を張って、みんなの前に立つんだ！」

「わかりました！」

　晴凛は、もう一度力強くうなずくと、集まっている役人たちの間を抜けて、総督府の建物の前に立った。

「すみません！　話を聞いて下さい！　総そう督とくや、その部下だった人たちがいなくなって、いったいどうなっているのかわからないと思いますが、その経緯についてと、これからどうすればいいのか、それも含めて重大な話があります、ちょっと聞いて下さい！」

　晴せい凛りんと最古こ参さんの役人である諒りよう秦そうの二人ふたりが立つと、総督府ふの前に集まっていた役人たちは、一人ひとり、また一人と話すのをやめて二人のほうを見た。

　晴凛はゆっくりと、しかししっかりとした口調で話し始めた。

「まず最初に、一番重要な話をお伝えします。驚くな、というのは無理かもしれません。しかし、これを知っていただければ、なぜ私がここで、こうやって話しているのか、その理由がおわかりになると思います……その一番重要なこととは、昨日きのう、シムールの赤い矢が、総督の下もとに届けられた、という事実です！」

　その場の空気が、一いつ瞬しゆん、凍こおりつき、そして次の瞬しゆん間かん一気に沸騰した。

　ここにいた下級役人たち全員が、『赤い矢』の意味を知っていたのである。彼らは弦げん斉ざいの下で働いていたのだ。シムールの習わしについて知っていて、当然であった。

「なんだってーっ！」

「ホントかよ！　シムールの宣戦布告じゃないか！」

「どうなるんだよ！　俺おれんち、まだ子供が生まれたばかりなんだぜ！」

「こんなとこにいたんじゃ、皆殺しにされちまうじゃないか！」

「仕事なんかしている場合じゃねえよ！」

　驚き騒さわぐ役人たちを見て、諒秦が一いつ喝かつした。

「騒ぐな！　静まれ！　自分勝手に動けば、助からんぞ！」

　普段から温厚で、一度として声を荒げたことの無い、諒秦の怒ど鳴なり声を聞いた役人たちは、ぽかんとした顔で黙だまり込んだ。

　諒秦は自分の横に立っている晴凛を見てから、視線を役人たちに移した。

「彼は、若く、役人としての経験も無い。だが、彼は、あの弦斉閣かつ下かが、この北ほく緯い庁ちよう総督府から転任する際に推すい師しし、統とう卒そつとして抜ばつ擢てきした男なのだ！　後任のあの無能な総督とその部下どもがいなくなった今、我々が指示命令を受け、上司として仰あおぐのは、彼しかいない！　状況は切迫している！　やるべきことは山のようにある！　これから諸君たちに大車輪で働いてもらわねばならない！　実に大変だ！　だが、いいこともある！」

　そして、諒秦はにやっと笑って付け足した。

「無能なバカ上司どもがいなくなった分、実に仕事がしやすくなった、ということだ」

　役人たちの間に、小さな笑いが起こった。

「さあ、みんな持ち場につけ！　上司の決済はいらない。書類は全部俺おれのところに回せ！　手順書の三百二十五号を引っ張り出せ！　そこに、十年前のシムールとの小こ競ぜり合いで、侘タ瑠ル徒トの街が包囲されたときの記録を元にした避難計画が記されている。それに基づいて動け！

　収税農作物管理課は、穀物倉に行って、帳簿上の数字ではなく実際に収納されている穀物の量を確認しろ！　通商課は市場の責任者を、民生課は街の顔役を、それぞれ呼んできてくれ。大至急だ！」

　諒りよう秦そうはてきぱきと指示をした後で、横に立っていた晴せい凛りんに聞いた。

「晴凛殿、以上のような指示でよろしいでしょうか？」

「え？」

　いきなり話を振られた晴凛は、小さく目を見開いた。

　目の前に立っている諒秦の目が、

『さあ、何をやっているんですか、自信満々に、さもすべてを把は握あくしたエリートであるかのように振舞うのです！　早く！』

　と言っているように見えた。

　──うわ、僕に何をしろって言うんだ？　こういうとき、どんなことを言えばいいんだろう？

　そういえば、何かの本でハッタリも時には人を救うってのを読んだことがある。

　人々の不安を取り除くことで、混乱を避けることができるなら、噓うそも許されるって書いてあったっけ。

　晴凛は余裕たっぷりにうなずいてみせた。

「あ、ああ、それでいい。心配することはない。こういうこともあろうかと、僕は弦げん斉さい様から秘策を授かっていたんだ。みんな僕を信じて動いて欲しい！　そうすれば僕たちは無事に生き延びることができるだろう！」

　役人たちは、ほっとしたような表情で互いの顔を見合わせて肩を叩たたきあった。

　諒秦は、ちょっとびっくりしたような顔で晴凛を見た後で、役人たちに告げた。

「よし！　各自仕事に就つけ！　やることは山のようにあるぞ！」

　がやがやと散っていく役人を見送った後で、諒秦はひそひそ声で晴凛に聞いた。

「……弦斉様が授けた秘策って、何ですか？」

「……すいません、噓をつきました。ハッタリです」

　小さく頭を下げた晴凛を見て、諒秦は目を丸くした後で、笑い出した。

「はははは、そうか、いや、恐れ入った。君は本当に大物になれるかもしれんな」




　総そう督とく府ふに市場の頭領と街の顔役たちが集められ、晴凛と伏ふせ龍たつから『赤い矢』の話が伝えられると、全員が青ざめた。

　この侘タ瑠ル徒トは、十年前に起こったシムールとの紛ふん争そうのときも、数万のシムールの軍勢に囲まれた。

　だが、そのときの紛争は、市場でのいざこざに端たんを発した、いわばケンカが大きくなったようなもので、シムールの一支族との武力衝しよう突とつで終わり、全面戦争にまではいかなかった。

　シムールの掟おきてによる全面戦争を意味する『赤い矢』が送られたのは、七十年前の北ほく擾じようの役えき以来のことである。

　七十年前の北擾の役は、帝てい国こく軍の将軍が自分の軍を率いて、シムールの放牧場を襲おそって、馬を強きよう奪だつしたことに端たんを発した、シムールと帝国の全面戦争だった。

　遊牧民であるシムールにとって、家畜、特に馬は大切な財産であり。血統を掛け合わせ、より優秀な馬を作り出すことがシムールの文化である。

　帝国で飼われている馬よりも馬体が一回り大きく、持久力と瞬しゆん発ぱつ力に優れたシムールの馬は、帝国の国内では北ほく駿しゆん馬ばと呼ばれ、体重と同じ重さの銀貨で取り引きされていた。

　七十年前、北域を管かん轄かつとしていた帝国軍の一人ひとりの将軍が、皇帝に北駿馬を贈ることで、出世の糸口に繫つなげようと企たくらんだ。

　シムールと交易している商人に頼んで馬を買い付けてもらうのが、普通のやり方だが、この将軍はそれをしなかった。

『平原に馬を求むるは、河に魚を求めるに同じ、無む主しゆ物ぶつは、捕えし者を持って主あるじと為なす』

（草原にいる馬は、川を泳いでいる魚と同じだ、誰のものでもない、捕まえた者のものだ）

　将軍は、そう言い残すと、部下を率いてシムールの遊牧地を襲い、馬を強奪して、意気揚よう々ようと帰き還かんした。

　確かに、平原には柵も囲いも無い。そこで草を食はんでいる馬は、誰のものでもない野生の馬と変わらないように見える。だが、遊牧民であるシムールにとっては、平原はすべて自分の土地であり敷地である。

　土地を柵で囲って私有地として管理する、という概がい念ねんはシムールには無いのだ。

　そして、シムールの掟において、馬泥棒は、死罪である。

　こうして、一人の将軍が行った無分別な行動が、シムールとの全面戦争に発展した。

　このとき、シムールが送り込んだ兵力の総数は十二万とも十五万とも言われている。

　兵力の九割が騎き馬ば兵で編成されたシムールの軍は、帝国軍が動き出す前に、津波のごとく襲いかかった。

　わずか二週間で、北域にある七つの都市が占領され、二十一の村が焼かれ、帝国軍は五万の兵と、二十万人に及ぶ犠ぎ牲せい者を出した。

　だが、都を占領しようとしたシムールたちは、帝てい都との北を流れている大河、光こう来らい河がで食い止められた。

　渡し船をすべて破壊されたシムールは、馬を泳がせて河を渡ろうとしたが、河に沿って築いた防ぼう衛えい陣じん地ちを突破することができずに撤てつ退たいした。

　帝国が元の都市と領土を取り戻すのに、それから五十年の歳月を要した、このシムールとの全面戦争を帝国では『北擾の役』と呼び、シムールは『大だい遠えん征せい』と呼んでいる。

　七十年前のこの戦争の記憶は、人々の間に深く刻み込まれている。街の人々が『赤い矢』と聞いて、青ざめるのは当然のことである。

　それは、もはや、この侘タ瑠ル徒トがどうのこうの、というレベルの問題ではないのだ。

「事態は、一いつ刻こくを争います。私はこの北ほく緯い庁ちよう総そう督とく代理の権限で、この侘瑠徒の街にあるすべての馬車を徴ちよう発はつします。一切の抗議は認めません。抵抗するものは捕ほ縛ばくします。

　その馬車に女性と子供、そして年よりを乗せ、それ以外の人は歩いて、この侘瑠徒から県都の延えん声せいまで避難していただきます！　避難する人間が持てる荷物は二個まで。それ以上は置いて行っていただきます！　資産の有無に関わらず、これは平等です。

　商人の方々には辛つらい結果になりましたが、資産より命を優先していただきます！」

　晴せい凛りんは、目の前にいる市場の関係者と、街の顔役に向かって言い切った。

　この話が広がるのと同時に、侘瑠徒の街は上へ下への大騒さわぎとなった。

　商人の中には、馬車の供出を拒こばみ、店の商品を山積みにして自分だけさっさと逃げようとした者も多くいた。だが、すべて門を固めていた守しゆ備び兵に止められて積み上げた品物を取り上げられ、列を作る避難民のところに回された。

　警備兵に金を摑つかませようとしたり、総督府にやってきて、晴凛や諒りよう秦そうに金の詰まった袋を差し出し、お目こぼしを願い出る商人もいたが、すべて守備兵の手でつまみ出され、列を作って待つ避難民の一番最後に放り出された。

　多少の混乱はあったにせよ、なんとか避難が始まって一刻ほど過ぎた頃。

　晴凛と伏ふせ龍たつは、城門の脇わきにある守備隊の詰め所で、三人の百人隊長から、侘瑠徒を守るための計画を聞いていた。

「守備隊長の舫もやい連れん衡こうは、夕べのうちに総そう督とく一派と共に逃げ出しております。その際に、軍の金庫の中身をすべて持ち去っております……給金が支払えないということが兵士にバレますと士気に影響が出ますので、今のところ秘密にしておりますが、何とかなりませんか？」

　晴凛と伏龍は顔を見合わせると、どちらともなくつぶやいた。

「……ここもか」

　一番隊の隊長である四十代の長い顎あご髭ひげの士官が眉まゆをひそめた。

「もしかして、総督府のほうも？」

「ええ、総督府の金庫室の中身がごっそり消えておりまして……商人の馬車を借り上げるのに苦労しました。総督の印を押した借用証書でなんとか納なつ得とくしてもらいましたが、恨うらまれたでしょうね……」

「ううむ、金が無いとなると、兵士が納得するかどうか心配だな……」

　癖くせなのだろう。右手で顎髭を触さわりながら、一番隊の隊長がつぶやいた。

「金はありませんが、商人が置いていった……というか、置いていかせた食料や酒が税務倉庫のほうで保管してあります。かなりの量になりますので、もしよろしければ、それを提供させて下さい」

「ううむ、現物支給というわけですか……給金を貰もらっても、結局、酒と食い物に使うわけですから、手間がはぶけたようなものかもしれませんな。とりあえず、働いた報ほう酬しゆうがあるのだというだけでも士気は違いますからなありがたく頂ちよう戴だいしておくとしますか」

　晴せい凛りんは一番隊の隊長に聞いた。

「百人隊長の方が三人いらっしゃるということは、この侘タ瑠ル徒トの守しゆ備び兵の数は三百人ということですか？」

　一番隊の隊長と二番隊、三番隊の隊長はお互いの顔を見合わせた後で、三人を代表するような形で、一番隊の隊長が答えた。

「通常の部隊員は三百名ですが事務と炊事を担当する主計係と呼ばれる兵士や、装備などの保全を行う庶しよ務む、などの後方支し援えん要員を含めると約四百人ほどになります。後方支援要員といえども一応兵士として訓練を積んでおりますので、いざというときは、予備部隊として編成し戦線に投入することもできます」

　壁に貼はってある侘瑠徒の町の城壁の配置図を見て、伏ふせ龍たつがつぶやいた。

「四方を完全に包囲されたとき、百人ずつ四方向に配置できる、ということですね」

「ええ、まあ。実際には八十人、五隊に分けて、一隊は予備兵力にして待機させ、敵の圧力が増したり、損害が大きくなった箇所に増ぞう援えん配置する計画となっております」

「一面の城壁に八十人ですか？　少なすぎるような気もしますが……」

　目を丸くする晴凛を見て、一番隊の隊長はうなずいた。

「ええ、実際には、その倍、いや、三倍は欲しいところですが、ここ十年間、戦せん闘とうらしい戦闘も無かったために、どんどん定数が削けずられまして……まあ軍隊なんてのは平和なときには金食い虫でしかないわけですから、無理もありませんが……」

「シムールは騎き馬ば兵力が主体ですから、大平原で大部隊を動かして戦う野戦は得意ですが、この侘瑠徒のような城じよう塞さいを攻せめるのは得意ではありません。それだけが救いといえば救いですが……」

　今まで黙だまって話を聞いていた、三十代の二番隊長が、そう答えたとき。

　城門の上に作られた見張り台の兵士が吹く、敵てき襲しゆうのラッパの音が侘瑠徒の街に響ひびき渡った。

「敵てき襲しゆう！　シムールだ！　シムールが攻せめてきたぞ！」

　見張りの兵士の叫さけび声を聞いた、晴凛たちは目を見開いた。

「なんだって！」

「早い！　早すぎる！」

「見間違いじゃないのか？」

　晴凛たちは、詰め所を飛び出して、城壁に取り付く階段を駆かけ上がった。

　──くそ！　まだ全体の一割も避難してないってのに！

　見張りの見間違いであってくれ……頼む！

　そんなことを願いながら階段を駆かけ上がって、城壁の上にある狭はざ間まから北の方角を眺ながめた晴せい凛りんは、息を吞のんだ。

　北の丘陵地帯の稜りよう線せんから、千人ほどのシムールの騎き馬ば兵が白い土煙を蹴け立てて走り降りてくるのが見えた。

　一番隊の隊長が、門の前に立っていた警備兵に向かって叫んだ。

「北門を閉めて兵を城壁の上に配置しろ！　急げ！」

　十人隊長が部下を呼び集めるために吹く甲かん高だかいピーピーという警けい笛てきの音が、侘タ瑠ル徒トの街の中に鳴り響ひびく。

　あわただしさを増す中で、北の丘を走り降りてくるシムールの一隊をじっと見ていた晴凛の視界に、一筋の青い帯が飛び込んできた。

　──あれ？　あの青い帯は……あれって、もしかして、シャン族の印じゃないのか？　そうだ！　あれはシャン族の部隊だ！

　じっと目を凝らしていた晴凛は、先頭を走っている白い馬の上に、小さな女の子が乗っていいるような気がした。

　──あの馬はロヘリンじゃないのか？　ってことは、あれは、きっとミーネ姫だ！

　うん、間違いない！　ミーネ姫だ！

　思わず顔をほころばせた後で、晴凛は気がついた。

　待てよ……喜んでいいのか？　ミーネ姫は遊びに来たわけじゃないぞ。何のために一族の戦士を引き連れてやって来るんだ？

　晴凛は、赤い矢をシャン族に届けに来た、エオル王の使者の言葉を思い出していた。

　──確か、あの使者はシャン族の族長イシルに向かってこう言った。

『帝てい国こくに付くか、シムールの支族として掟おきてに従うか選べ』と……。

　晴凛はごくりと生なま唾つばを飲んだ。

　何か、硬かたく、飲みにくい塊が喉のどを下りて、腹の中に冷たく固まったような気がした。

　そうか……。

　あのミーネは敵なんだ。

　シャン族はシムールの支族として、帝国と戦う道を選んだってことなんだ。

　僕は、もうミーネ姫や、シャン族の人たちと一いつ緒しよに暮らすことはできない。僕たちは敵味方になってしまったんだ。

　晴凛の脳のう裏りに、ミーネの顔や、話し声がいくつも浮かんでは消えた。

『面白い！　そうまで言うのなら、このわしに服を着せてみろ！』

　……初対面のとき、素っ裸であぐらをかいていたミーネ。

『晴凜はあたたかい！　いい水だ！　こ、凍こおっているというなら……わしが、あたためてやる！　遠とお駆がけにいくぞ！　誰かおる？　馬を持て！』

　……晴せい凛りんの凛の字を見て、僕の顔に抱きついたミーネ。

『晴凜晴凜！　芝居を見るなら飴あめを買えというのじゃ！　わしは金を持っておらん！　買ってくれ！』

　……からくり芝居を見たくて、飴をねだっていたミーネ

　──それはもう、僕の記憶の中でしか許されない！

　僕は、もう……ミーネ姫と同じ時間を過ごすことはできない！

　すべては過去に消えた。

　僕は、シャン族の人たちに……矢を打ち込まなくちゃならない。

　そして……。

　必要とあれば……ミーネにも。

　晴凛は両手を握り締め、奥歯をぎりりと嚙かみ締めて下を向いた。

　そうしないと、どうにかなってしまいそうだった。

　大声で泣きわめき、暴れ出しそうになる自分を必死に抑おさえていたそのとき。

　横で、伏ふせ龍たつが小さくつぶやいた声が聞こえた。

「……くそ、あと一日。いや、半日でいい。街の人たちを無事に逃がすまで、なんとか休戦できないものか……」

　──休戦？

　あ、そうか。戦いを始めるのを半日猶ゆう予よしてもらえれば、街の人はこの侘タ瑠ル徒トから逃げ出すことができる！　助かるかもしれないんだ！

　──交こう渉しようしてみよう！

　ダメかもしれない。いまさら何を言うのか、もはや和平の道は断たれたのだ、と罵ののしられるかもしれない。

　でも、頼み込めば……僕が頼み込めば、シャン族の人は……そしてミーネ姫は、頼みを聞いてくれるかもしれない！

　晴凛は顔を上げて、伏龍に言った。

「伏龍さん！　あのシムールはシャン族です！　ミーネ姫の姿もありました！」

「シャン族だって？」

「ええ、そうです。もしかしたら、街の人たちが避難するまで、攻こう撃げきを猶予してくれるかもしれません！　僕が頼んでみます！」

　伏龍は、慌あわてて首を振った。

「いや、やめたほうがいい。あれがシャン族だとしたら、真っ先に殺されるのはお前だぞ！」

「え？　僕が？」

「ああ、考えてもみろ、シャン族は帝てい国こくと友好を結んでいた。いわばシムールから見れば裏切り者だ。そう簡単には信じてもらえない。信じてもらうためには、帝てい国こくを敵に回したという証あかしが必要だ。そして、その証がお前だ」

　伏ふせ龍たつは晴せい凛りんを指差して言葉を続けた。

「シャン族と最も親密だった帝国の人間であるお前を殺して、シムールの長老たちにその首を届ければ、シャン族の忠誠は受け入れられるだろう。つまり、お前の首が証拠になるってわけさ。悪いことは言わない。のこのこ出て行くのだけはやめろ」

「でも……」

　晴凛はそう言って振り返った。

　シャン族たちは丘を降りて、平地を侘タ瑠ル徒トに向かって真っすぐ進んで来る。

　突とつ撃げきして来るわけではない。早足程度の速度を保ったままだ。

　ロヘリンに乗ったミーネの姿がわかる。

　……あれ？

　そのシャン族の隊列を見ていた晴凛は、あることに気がついた。

　……殺気が無い。

　どことなく嬉うれしそうで、こう、活気はあるんだけど、帝国軍を皆殺しにして、侘瑠徒を攻せめ落としてやる！　という敵てき愾がい心が感じられない。

　──これなら、もしかしたら、休戦を申し込めるかもしれない！

　晴凛は城壁から北門に通じる階段を走り降りた。

「おい！　晴凛！　危険だ！　やめておけ！」

　伏龍の声を無視して、北門の警備兵に指示を与えている一番隊長のところに駆かけ寄った。

「お願いします！　門を開けて下さい！」

「門を？」

　驚く一番隊長に向かって晴凛は、まくし立てた。

「ほんの少し、僕が外に出るだけの隙すき間まを開けてくれるだけでいいんです！　僕が門の外に出た後で、すぐに閉めていただいて結構です！　今、ここに向かってきているのはシャン族です！　シャン族なら、住民の避難が終わるまでの間、休戦を申し込めるかもしれません！」

「晴凛！」

　後をついてきた伏龍が心配そうな顔をするのを見て、晴凛は微笑ほほえんでみせた。

「大丈夫ですよ、伏龍さん」

「あ、いや……まあ、なんだ、お前は弟みたいなもんだし、なんというかほっとけないんだ。いちいち口を出す俺おれは、うざったいかもしれんが……」

「いえ……心配してくれてありがとうございます」

　晴凛はそう答えると、北門の前に立った。

「よし！　かんぬきを外せ！　急げ」

　一番隊長の指示を受けた守しゆ備び兵たちが、門を開けるために一いつ斉せいに動き出した。

　北門を出て、北域街道に抜ける道を歩き出した晴せい凛りんを見つけたのだろう。ミーネが実に嬉うれしそうに手を振って、乗っているロヘリンに軽く鞭むちを当てて、走り出した。その隣にはやはり馬に乗ったミリンがいて、こちらは逃げ出した猫ねこを追いかけるような仕草でついてくる。

　その様子を見て、晴凛は、ほっと、小さなため息をついた。

　──どうやら、いきなり、すぱん！　と首が飛ぶことは無さそうだ。

　晴凛めがけて走ってきたミーネは、その手前で手た綱づなを引いてロヘリンの足を止めると、鞍くらから飛び下りた。

　そして、晴凛のもとに駆かけ寄ってくると、真しん剣けんな目で顔や手足を見回した。

「無事か？　晴凛！　幽ゆう霊れいではないよな？　怪け我がはしてないか？　目はあるか？」

「え？　あ、いや、無事だけど……どうして？　っていうか……目？」

　どうも、ミーネの言うことが、要領を得ない。

　首をかしげる晴凜に、ミーネは至し極ごく真ま面じ目めに答えた。

「決まっておるではないか！　お前はシムールの赤い矢を持って帰ったのだぞ！　帝てい国こくの人間から見れば、シムールの中で暮らしていた裏切り者が、災わざわいの印しるしを持って帰ってきたようなものじゃ！　わしはてっきり、縄で縛しばられて拷ごう問もんを受け……」

　だんだん、ミーネの蒼あおい瞳ひとみが潤うるんでくる。どうやら晴凜が拷問されているところを想像したらしい。そこに、後を追ってきたミリンが、

[image: ]

「痣あざだらけになって顔は真っ青さお、青タンで目が開かなくなったところを、今頃は侘タ瑠ル徒トの街の広場で吊つるされて、こう、ぶらーんとなっているのではないかと」

　そう言って、自分の手首を、ぶらーんとさせた。

「開かなくなった目を、今度は鳥がくちばしで突くのでございます。鳥は人間の身体からだのとろーっとなったところが大好物でございますから。目と臓物。これが連中の大好物なのです。七日も立てば肉全体が蕩とろけるようになって、ついばみ放題でございますが、さすがにまだそれほどの時間は立っておりませんから、今ごろは老ろう師しさまの目玉が、鳥のくちばしでつんつんっ、とされておるのではないかと、このミリン、ワクワクドキドキ、いいえ、心配していたのでございます」

　相変わらずの無表情で、そう言った。

　だが、語尾が飛び跳はねていたような気がする。

　晴せい凜りんとミーネは、思わず顔を見合わせて、

「ええと……ミリンがそんなことを言うから、てっきり、晴凜はもう、ぶらーんと……」

「あはは……」

　晴凜は乾いた笑いを返して、肩をすくめた。

「総そう督とくに、僕を吊るすくらいの気き概がいがあれば、こんなに苦労してませんけどね……あ、いや、別に吊るして欲しかったわけじゃありませんけど」

　晴凛の言葉から何かを感じ取ったのだろう。ミーネは怪け訝げんな顔で聞いた。

「総督……がどうかしたのか？」

「逃げちゃったんですよ……守しゆ備び隊長とか、あの辺の偉い人はみんな……」

「逃げたぁ？　では……今、あの侘瑠徒を治めているのは誰じゃ！　誰が長おさをやっておるのじゃ？」

　晴凛は困ったのと照れたのが混じったような顔で、自分を指差した。

「……僕です」

　ミーネは蒼あおくて澄すんだ目を丸くした。

「なんと！　お前が侘瑠徒の長だと！　すごい出世ではないか！　おめでとう！　さすがは晴凛じゃ！」

　──おめでとうと言われると、腹が立つけど。まあミーネ姫に言っても仕方ないよな。この子は素直に喜んでくれているんだから……心配させたくないし……。

「どうもありがとうございます」

　晴凛は怒いかりと自じ嘲ちようの入り混じった複雑な感情を抑おさえつけて微笑を浮かべた。

　その胸中に気がつかなかったらしく、ミーネは屈くつ託たくの無い微笑を浮かべて答えた。

「そうか！　晴凛が侘瑠徒の長ならば話は早い。わしの部下であるシャン族の戦士千人、これより侘タ瑠ル徒トに入る！　よろしく頼むぞ！」

「え？　それって……」

　口をぽかん、と開けた晴せい凛りんを見て、ミーネは笑った。

「わが父イシルは、シムールに付いた。わしは帝てい国こくに付く。こうすれば、どちらが勝っても、シャン族は安あん泰たいじゃからな！」

「帝国に付くって……どういう意味なの？」

　すると、ミリンが淡たん々たんと説明しはじめた。

「今、この侘瑠徒に向かっているシムールの部族は、タッケイ族とユルム族の合同部隊三万騎です。この二つの支族は、私たちシャン族を裏切り者として帝国もろとも滅ぼせと息いき巻まいている、やる気満々の一族です。

　シムール同士で殺しあいたくはありませんが、むざむざと殺される気もございません。そこで族長イシルは、シャン族を二つに割ったのでございます。そうすればタッケイ族とユルム族の憎にくしみは『帝国に付いたほうのシャン族』が一手に引き受けることになります。『シムールに残ったほうのシャン族』は安泰ということに。

　そして、私たち『帝国に付いたほうのシャン族』が侘瑠徒に立て篭こもれば、タッケイ族とユルム族は、こちらに気を取られ、侘瑠徒から逃げた帝国の人間の後を追うことは無い……そういう算段なのでございます」

「え……ええっ!?」

　絶句した晴凜を、ミーネとミリンは見つめた。いつものように、蒼あおく丸い瞳ひとみと、淡たん々たんと見み据すえてくる瞳。どちらにも、迷いが無く、真っすぐに晴凜を見つめている。

　ミーネは腰に手を当てて、胸を張った。

「さあ、わしらを案内せい！　わしらはこれより侘瑠徒に立て篭もり、タッケイ族とユルム族三万騎を相手に戦うのじゃ！」




　ミーネと、その後に続くシャン族の戦士千人を従えて、晴凛が北門から入ってくると、侘瑠徒の街の中は大騒さわぎになった。

　真っ青さおになって「シムールが攻せめてきた！」と叫さけんで逃げ惑う人々に、そうではないことを伝えるのに一苦労したが、なんとかシャン族が味方であることを人々に告げて、落ち着かせることができた。その後で、晴凛と伏ふせ龍たつは総そう督とく府ふに諒りよう秦そうとそして守しゆ備び隊の百人隊長を呼び集めた。

　緊張した顔つきで、自分を見る諒秦に晴凛は聞いた。

「避難はどれくらい進みましたか？」

「ほぼ半分、というところです。女性と子供、お年寄りなどを優先的に避難させていますが、まだすべての人たちを避難させたわけではありません」

「そうですか、急がせて下さい。ミーネの話では、すでに三万のシムールがこの侘瑠徒目指して進しん撃げき中とのことです！」

「三万ですと？」

「ええ、それもシムールの中でも、もっとも凶きよう悪あくで粗そ暴ぼうなタッケイ族とユルム族の合同部隊です。彼らは、帝てい国こくと友ゆう誼ぎを結んだシャン族を裏切り者として、真っ先に滅ぼすことを主張しています。シャン族の人たちが、この侘タ瑠ル徒トにやってきたのは、タッケイ族とユルム族の敵意を自分たちに引き付け、避難民の後を追わせないためなのです。彼らはここに留とどまり、ここでシムールの目を引きつけるつもりなのです」

　一番隊長は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「確かに、わずか千騎の兵では、とても三万の敵に立ち向かうことはできませんが、この侘瑠徒の街に立て篭こもれば、なんとかなるかもしれません……我々としても心強いですな」

　諒りよう秦そうも同じようにうなずいた。

「わかりました。千人のシャン族は空き家になった家に収容しましょう。この侘瑠徒には、もともと三千人の住民がいました。千人を養うだけの備蓄食料は充分にあります」

「それを聞いて安心しました……もっとも、シャン族の連中は遊牧民ですから、家畜や包建パイクーを全部持って移動しています。場所さえあれば、どこでも暮らせるみたいですけどね」

「とにかく、守りを固めて、帝国の応援を待ちましょう。今頃帝てい都とでは、軍の出動準備を進めているでしょう。帝国軍二十万が来てくれれば、包囲も終わります」

　守しゆ備び隊の一番隊長の言葉に、全員がうなずく。すると、黙だまってやり取りを聞いていた伏ふせ龍たつが顔を上げて、真しん剣けんな目でその場の全員を見回してゆっくりと言った。

「俺おれたちは、帝国の応援が来ると決めてかかっているけど、本当に応援が来るんだろうか？」

「え？　だって、赤い矢が届けられたってことはちゃんと、総そう督とくに……」

　そこまで言ってから晴せい凛りんは目を見開いた。

「まさか……だって、いくらなんでも、この事件を報告していないなんてことは無いでしょう？　これは帝国の一大事なんですよ。シムールの進撃の速さは、想像以上だ。防備を固めていない街に襲おそいかかられたら、七十年前の『北ほく擾じようの役えき』並みの損害が出る！」

　伏龍は難しい顔で答えた。

「そりゃあ、確かにお前の言う通りだ。いくらなんでもそんな馬ば鹿かなことはしない、と考える……普通はな。でもよ、今回、その、いくらなんでも、ってことを、あの馬鹿どもは平気でやってのけたんだ。もしかすると、一切報告していないのかもしれないぜ」

　その『一切』という言葉を聞いて、一同は黙りこくった。

　まさか。

　しかし。

　でも、ひょっとして。

「……ってことは……」

「最悪の場合、帝てい国こくの対応は後ご手て後手に回って、応援が来るのはかなり先になるかもしれないってことだ。計画通りに進むと思わないほうがいい」

　守しゆ備び隊の一番隊長は、腕を組んで考え込んだ。

「持久戦を視野に入れて、この篭ろう城じよう戦を戦わなくてはならないということですな」

「そういうことです。下へ手たをすれば、タッケイ族とユルム族三万だけでなく、シムール本隊に包囲されるかもしれません。そうなれば、この侘タ瑠ル徒トの街は、シムールの海に取り残された孤島になります」

　伏ふせ龍たつがそう答えたとき、総そう督とく府ふの玄関のほうで、人々が騒さわぐ声がした。

「……ん？　何だ？」

「まさか……シムールが攻せめてきたんじゃないだろうな！」

「いや、敵てき襲しゆうなら、見張り台の鐘かねが叩たたかれるはずです！」

　その騒ぐ声の中にミーネの声が混じっているのに、晴せい凛りんが気がついたと同時に、扉が開いて、ミーネが飛び込んできた。

「晴凛！　狼煙のろしが上がったぞ！　逃げるなら今のうちだ！」

「狼煙だって？」

「うむ、偵てい察さつ部隊が丘の向こうまで来たようじゃ！　あと一いつ刻こくもせんうちに先せん遣けん部隊が来るぞ！　逃げるのならいまのうちじゃ！」

　一番隊長は怪け訝げんな顔になった。

「いや……狼煙が上がるような兆候があれば、私のところに一報が来るはずですが……」

　帝国語が少しわかるようになっていたミーネは不満そうに答えた。

「この目を疑うのか!?　噓うそだと言うのなら、外に出て見てみるがよい！」

　総督府の建物から外に出た晴凛たちは、侘瑠徒の街の周囲の山々を見回した。

　これといって、変わったところはない。いつもの平原と丘、そして北の崖がけの上に広がるロクト高地、そしてその向こうに霊れい峰ほう山ざんがくっきりと見えている。

「どこに狼煙が上がっているんだ？　どこにも煙なんか見えないじゃないか」

　ミーネは北のロクト高地の方角を指差して言った。

「何を言っておる！　お前の目は大丈夫か？　ほれ、あそこ！　さっきより一つ増えておるではないか！」

「え？　どこ？」

「ほら！　あそこじゃ！　どこを見ておる！」

　あそこだ、どこさ、というのを何度か繰り返して、業ごうを煮やしたのだろう。ミーネはいきなり手を伸ばして晴凛の髪の毛を引っ張った。

「痛い！」

「いいからしゃがめ！　わしの顔の横にお前の顔を持ってこい！」

「え？　こうですか？」

　しゃがんで、顔を寄せた晴せい凛りんの頭をミーネは、がしっ！　と摑つかむと、自分のほっぺたの横にぴたりとくっつけた。

　柔やわらかですべすべなミーネのぷにぷにほっぺたが、晴凜の顔に押しつけられた。

「うわ！」

「うわ、ではない！　わしの指差す先を見るのじゃ！」

　ミーネはそう言うと、侘タ瑠ル徒トの街の北にあるロクト高地を指差した。

「あそこじゃ！　煙が見えるじゃろう？」

　ミーネのほっぺたに顔をくっつけたまま晴凛は、じっと目を凝らした。

　遠く、なんとなく白い煙のようなものがたなびいている……ようにも見える。

「えーと、煙と言われれば煙のようにも見えるけど……」

「煙のように、ではなく、あれは煙じゃ！　偵察部隊が本隊に合図を送っておる！　もうすぐ三万のシムールの戦士がこの侘瑠徒を包囲する！　さあ、早く逃げるのじゃ！」

　晴凛はミーネの顔から離れると、大きくうなずいた。

「わかった、避難を急がせよう！」

　晴凛はそう答えると、諒りよう秦そうと伏ふせ龍たつのところに戻った。

「ミーネの言っていることに間違いは無いと思います。僕の目にははっきり狼煙のろしは見えなかったけど、きっとシムールには見えるんでしょう……」

　そう、晴凛が言ったとき、守しゆ備び隊の一番隊長が北西の丘陵地帯を指差して叫さけんだ。

「見ろ！　煙だ！　狼煙が上がったぞ！」

　今度は、見間違いようがなかった。白い煙が幾いく重えにも重なった低い丘の一つから立ち昇っている。

　見張り台の兵士も、それに気づいたのだろう。

　カン！　カン！　カン！　　　カン！　カン！　カン！　　　カン！　カン！　カン！

　警けい戒かいの意味を込めた三さん点てん鐘しようというリズムで鐘かねを叩たたき始めた。

　その音が侘瑠徒の街に鳴り響ひびくのを聞いて、人々の顔つきが変わった。

　侘瑠徒の街の人々のほとんどは、それまで、危険が迫せまっていると聞いていても、どこか別の世界の話のように感じていた。

　切迫した身の危険ではなく、どこか物語の中で聞いているような危機感でしか捉とらえていなかったのだ。

　だが、見張り台の警戒の鐘の音と、遠く丘陵地帯に立ち昇る白い狼煙の煙を見たとき、人々は初めて危機と恐怖を肌で感じ取ったのだ。

「シムールだ！　シムールが来るぞ！」

「こんなところで馬車を待っている場合じゃない！　逃げろ！　逃げないと皆殺しになるぞ！」

「逃げろ！」

「皆殺しにされるぞ！」

　馬車の順番を待っていた人々は、恐怖に駆かられて、一いつ斉せいに城門に殺到した。

　大混乱になっている南門の前から、諒りよう秦そうの部下が走ってきた。

「だめです！　手が付けられません！　どうしますか？」

　諒秦は伏ふせ龍たつと晴せい凛りんを見た。

「どうしますか？　いまさら順番も待てと言って規制しても、秩ちつ序じよが戻るにはかなりの時間がかかると思います！」

　晴凛は伏龍と顔を見合わせた。

「どうしましょう？」

「そのまま放置しておくしかないだろうな。とにかく街から出ることを優先すべきだ……女性や子供などは先に逃がした。残っているのは、体力のある成人男子だ。馬車が無くとも、自分の足で逃げのびることができるだろう、今は一いつ刻こく一秒を争うときだ！」

「わかりました」

　晴凛は諒秦に向き直った。

「避難は最終段階に入りました。諒秦さんたちも、人々と一いつ緒しよに街を出て下さい。みなさんが出たら、門を閉めます。門が閉まれば、すぐに後ろにかんぬきをかけて、そこに土ど囊のうと石を積み上げて補強します。忘れ物の無いようにしてください」

「わかった、部下に指示を出そう」

　そう言って、その場を離れかけた諒秦は、はっとしたように振り返った。

「ちょっと待て、君も一緒にこの侘タ瑠ル徒トを離れるんだろうな？」

　晴せい凛りんは、ちょっと迷った後で、小さく首を振った。

「……いえ、僕は残るつもりです」

「ちょっと待て！」

「おい、待てよ！」

　そう諒秦と伏龍が言うのとほぼ同時に、ミーネの甲かん高だかい怒ど鳴なり声が飛んだ。

「ふざけるなーっ！」

　ミーネにも、晴凛の話した帝てい国こく語は理解できたのだろう。真っ赤かな顔で晴凛をにらみつけてミーネは言葉を続けた。

「馬ば鹿かもの！　何のためにわしらが、この侘タ瑠ル徒トの街に入ったと思っておる！　お前を逃がすために決まっておろうが！　今、この侘瑠徒に迫せまっているのはシムールの先せん遣けん隊にして、わがシャン族を裏切り者として憎にくむタッケイ族とユルム族じゃ！　帝国側に付き、帝国の街に立て篭こもるシャン族は、やつらにしてみれば、憎にくんでも憎みきれん仇きゆう敵てきじゃ！　やつらは、絶対にわしらを攻こう撃げきする！　逃げていく帝国人などには、見向きもせんはずじゃ！

　今、逃げれば、晴せい凛りん、お前は無事に都に帰れるのじゃ！　ここでお前に残られたのでは、親父おやじのイシルに殴なぐられた頭のたんこぶが無む駄だになる！

　いいからとっとと出て行け！　このウスノロ馬ば鹿かーっ！」

「しかし……」

「しかしも何も無いっ！　さっさと荷物をまとめろ！　わしはこれより、シャン族の百騎長を集めて、迎げい撃げきのための打ち合わせをやらねばならん！　あと一いつ刻こく以内に、シムールの先せん遣けん隊がやってくる！　急げ！」

　ミーネはそう言うと、きっ！　と晴凛をにらみつけて、走り去って行った。そのあとを、ミリンも追いかける。一度だけ晴凜を振り返ったが、その目は、

　──なんという大馬鹿野郎のトントンチキなのでしょう、この老ろう師しさまは。

　と言っているようだった。

　見張り台から、見張りの兵士の声が聞こえた。

「狼煙のろしの数！　増えました！　さらに三つ！　西の山に上がりました！」

　慌あわてて、城壁の向こうを見回した晴凛は驚いた。

　侘タ瑠ル徒トの街の周囲、東西南北の、南の街道の先を除いたそのすべてから、白い狼煙が立ち昇っていた。

　もう、すっかり囲まれている。

「諒りよう秦そうさん！　逃げて下さい！　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもありません！」

　諒秦は青ざめた顔でうなずいた。

「わかった、街の人間だけでなく、総そう督とく府ふの全員に対して避難命令を出す！」

「お願いします！」

　諒秦が小走りで行くその先には、大きな荷物を背負った男や、荷車を押した人々が、黒山のようになって、一目散に南門に向かって走る光景が見えた。

「まだ、あんなに人が残っていたんだ……逃げ切れるかな」

　そうつぶやいた伏ふせ龍たつを見て、晴凛が言った。

「何を他ひ人と事ごとみたい言っているんですか！　伏龍さんも逃げなきゃダメですよ！」

　伏龍は笑った。

「いやあ、俺おれみたいな酔っ払いの風来坊は、どこに逃げたって同じだよ。どうせどっかの街の片隅で野の垂たれ死にするのが俺の末路さ。なら、ここで面白いものを見てから死ぬのも同じだと思ってね……」

「面白いものって……何ですか？」

　伏龍はにやっと笑って晴凛を指差した。

「お前だよ。帝てい国こく広しと言えども、シムールの部族と一いつ緒しよに暮らして、鍛たん試しを受けてシムールの位を授かったやつはいないし、シムールの王とサシで話をしたやつもいない……」

　そして、伏ふせ龍たつは広場に集まったシャン族の戦士を見て、言葉を継いだ。

「ましてや、シムールの戦士と帝てい国こくの兵士が、共に共通の敵に向かって戦った、なんてことも帝国、シムール双そう方ほうの歴史上始まって以来だ。こんな面白いものを見ないで逃げたら一生損をするからな」

　そのとき、見張り台の上から、再び兵士の声が飛んだ。

「狼煙のろし！　さらに二つ！　ロクト高地より昇っています！」

　侘タ瑠ル徒トの街をぐるりと取り囲むように立ち昇るいく筋もの白い煙を見た伏龍は表情を変えた。

「こいつはまずい。逃げ遅れた人間がいないかどうか、街の中の様子を見ながら、南門に向かうぞ！」

「はい！」

　晴凛と伏龍は、侘瑠徒の街の中に向かって走った。

　街の中は静まり返っていた。

　日干しレンガを積み重ねて建てられた民家の間を走りながら、窓や玄関の戸を開けて、家の中を見て回る。

　どの家も急いで逃げ出したのだろう。家財道具の周りに衣類や食料品などが散らばっている。

　路地を三つほど過ぎたとき、向こうから守しゆ備び兵の一隊がやってくるのが見えた。

　十人ほどの兵を率いて、家々の中を見回るように指示を出していたのは龍りゆう飛ひだった。

「おう！　龍飛！　逃げ遅れた人を探しているのか？」

　伏龍に声をかけられた龍飛は、びっくりしたように目を見開いた。

「ええ、ずっと、ここまで見回ってきたんですけど、伏龍の兄貴こそ、何をやってるんですか、こんなところで！　今、シャン族の連中が土ど囊のうや石を抱かかえて、南門のところに向かいました！　早く行かねえと、逃げ遅れやす！　急いで下さい！」

　伏龍は首を振った。

「いや、龍飛、俺おれは逃げねえよ、この侘瑠徒に残るんだ」

　龍飛は今まで見たことも無いほどの真しん剣けんな顔で伏龍に言った。

「兄貴、それはいけません！　あっしは今まで兄貴に意見したことはねえけど、今だけは言わせていただきやす！　兄貴は自分のことをどう思っているか知らねえけど、兄貴みたいな頭のいい、性根の真っすぐな人はめったにいねえんだ！　兄貴は死んじゃあダメなんです！

　この世に生きているのは馬ば鹿かばかりです。あの、逃げちまった白饅まん頭じゆうも、骨将軍も馬鹿ですけど、世の中には、自分より劣おとった人間を食い物にしたり踏ふみ台にして生きていくのが当たり前だって思ってる、性根が馬鹿な人間がゴロゴロいやす。頭のいい、悪い、ものを知ってる知らない。そんな基準じゃねえ、人間として馬鹿なやつらです。

　そんな馬鹿に歯止めをかけるのが、兄貴みてえな、頭のいい人の役目なんです！

　兄貴には、生きて生きて、生き延びてもらわなくちゃなんねえんです！」

　龍りゆう飛ひは一いつ緒しよにいた晴せい凛りんを見て、言葉を続けた。

「あんたもそうですよ、晴凛の兄貴！　あんたも、この伏龍の兄貴と同じで、今の世に珍めずらしい人間なんです！　自分を粗末にしねえで下さい！　あんたみたいな人が死んじまって、あの白饅まん頭じゆうみてえな人間が、のうのうと生き残るなんてのは間違っていやす！　さあ！　急いで！」

「でもなあ……」

　晴凛と伏龍は互いの顔を見合わせた。

　その、のんびりした様子に業ごうを煮やしたのか、龍飛は唸うなり声を上げて、伏ふせ龍たつをむんずと摑つかむと、いきなり抱かかえ上げて背中にかついだ。

「ぬおおおおおおお！」

「うわ！　馬ば鹿か！　よせ、やめろ！　何をする！」

「言うことがわかんねえのなら、実力行使をするまででさあ、このまま南門までつれて行きます！」

　龍飛はそう言うと、自分の部下を見回して言った。

「よし、お前らは、逃げ遅れた者がいなかどうか、見回りを続けろ！　俺おれはこの賢けん者じや様を南門に届ける！」

「わかりやした！」

　兵士たちはにっこり笑うと、龍飛の肩にかつがれている伏龍を見て笑った。

「伏龍さん！　龍飛の言う通りだ。あんたみたいな人は死ぬこたあねえ」

「俺おれらみたいな、無学な兵隊と一いつ緒しよに酒飲んで笑ってくれたのは、あんたしかいねえ」

「面白おかしく、いろんなこと教えてくれたよな！　あんたと飲んだ酒は美う味まかったぜ！」

　龍飛は目を丸くしている晴せい凛りんに言った。

「走ります！　ついてきて下さい！」

「あ、ああ」

「こら。晴凛！　何をうなずいていやがる！　龍飛を止めろ！　俺を下ろせ！」

　肩にかついだ伏龍の言葉を無視して、龍飛は南門に向かって走り出した。

「うわ、よせ！　やめろ！　恥はずかしい！」




　南門からは、総そう督とく府ふの役人たち──つまり最後の避難民が出て行こうとしていた。

　門の扉は、もう、ほとんど閉じられており、わずかに人が一人ひとり通り抜けることができる程度の隙すき間まだけが残されている。

　門扉の内側には、屈くつ強きようなシャン族の戦士たちが、足元に土ど囊のうや石を置いて、門が閉まるのを待っているのが見えた。

「うぉおおおい！　待ったあ！　まだ、門を閉めないでくれぇ！」

　龍飛の声が飛んだ。

　門を閉めた後の補強の手順について、指示を与えていた諒りよう秦そうの目の前に、伏ふせ龍たつをかついだままの龍りゆう飛ひが現れた。

「この伏龍の兄貴を門から追い出すまで、門を閉めねえでくれ！　頼む！」

　龍飛は、そう言うと、伏龍をどさりと投げ出した。

「痛てててて……」

　伏龍は尻しりを押さえて立ち上がると、龍飛を怒ど鳴なった。

「馬ば鹿か野郎！　小麦袋じゃあるまいし！　人を背中にかついで走るやつがいるか！　それに、俺おれは逃げねえって言ってるだろうが！」

「でも、兄貴……」

「でもも何もねえ！　いいか！　俺は兄貴だ！　兄貴ってのはな、馬鹿な弟を捨てて逃げたりしねえんだ！　馬鹿な弟と一いつ緒しよに戦って生き延びるのが兄貴ってもんだ！　わかったか！」

　龍飛は、じっと伏龍を見つめていたが、やがて、がくっと首を折るように下を向いた。

　肩が小さく震え始め、やがて、ぽろぽろと大粒の涙がこぼれ落ちた。

「兄貴ぃ……」

「ああ、うぜえ！　大の男が泣くんじゃねえ！　みっともねえ！」

　伏龍がそう言い返していると、

「馬鹿者ーっ！」

　今度はミーネの怒ど鳴なり声が聞こえた。

　ミーネは晴せい凛りんの前に立って食ってかかった。

「何をしておる！　門が閉まるぞ！　中にいたのでは、もはや逃げることはかなわぬぞ！　さあ、あの隙すき間まから出て行け！」

「ええ、わかっています」

　晴凛は素そ知しらぬ顔で、南門に向かって歩き始めた。

　ミーネは、ほっとしたような、悲しいような複雑な表情でうなずいた。

「……うむ、聞きわけがよいな……それでいいのじゃ」

　だが、晴凛は開いている門の隙間ではなく、今、まさしく閉じられようとしている門の扉に手をかけた。

「にゃあっ!?」

　ミーネの信じられない、と言わんばかりの悲鳴が上がった。

「ようし！　閉めるぞ！」

「はい！」

　そう答えつつ、聞き覚えのある声に顔を上げた晴凛は驚いた。

　反対側の門もん扉ぴに、諒秦の姿があった。

「諒秦さん！　何で！」

　諒りよう秦そうは門もん扉ぴを押しながら、にやっと笑った。

「君には弦げん斉ざい様から授かった秘策があるんだろう？　ならば、安心だ……そういうわけさ」

　ぎぎぎぎぃ……と音を立てる門扉を押す晴凛を見て、ミーネが悲鳴のような声を上げた。

「ばばば、馬ば鹿か者ーっ！　門を閉めてどうする！　門の隙すき間まから逃げろと言ったのじゃ！」

　晴せい凛りんは素知らぬ顔のまま門扉を押し続けた。

　がっこーん！

　南門は轟ごう音おんと共に閉じられた。

「ようし！　土ど囊のうと石を積め！　急げ！」

　諒秦の指示を受けた、守しゆ備び兵とシャン族の戦士が、次々に門扉の後ろに土囊と石を積み始めた。

「せ、晴凜も、飲んだくれも、帝てい国こくの役人まで残りよった……馬鹿じゃ……大馬鹿者ばかりじゃ……わしも、ひょっとしたら自分が馬鹿なんじゃないかな、と思っておったが、こいつらは極きわめつけの馬鹿じゃ……」

「この山やま猫ねこ姫め、ようやく気付きやがったですか」

　ミーネの傍かたわらにいたミリンは、そう言って、軽くため息をつく。

　晴凛は「馬鹿じゃ、馬鹿者ばかりじゃ……」とつぶやきつつ立ち尽つくすミーネの前にひざまずいて、ゆっくりと言った。

「弓きゆう兵へい一人ひとり、雇ってはいただけませんか？　姫様……」

「にゃ……っ!?」

「少しは腕に覚えのある、弓兵一人。お役に立たないでしょうか？　腰にはシムールの青い紐ひもをぶら下げてございます」

「何をこんなときにふざけている!?　逃げろと言ったのに！」

「ふざけてなんかいません。やっぱりこのまま逃げられない。逃げたくない。そう思っただけです」

「言っただろ！　皆殺しだぞ皆殺し!?　ああもうっ、わからず屋っ！　何でわしの言うことを聞かないのだっ!?　お前ら揃そろいも揃って、どれだけトントンチキなんじゃーっ！」

「……地じ団だん駄だふまないで下さいって。それじゃ子供ですってば」

「子供とか言うなーっ！」

　顔を見合わせる二人ふたり。

　仁に王おう立ちのミーネと、ひざまずく晴凜の視線が交わった。どちらも、逸そらそうとしない。

　お互いの瞳ひとみが視界の中に大きく広がる。

　どちらにも揺ゆるぎが無かった。

「……」

「……」
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　根こん負けしたのは、ミーネだった。

「ああっ、もうよいっ！　怒おこるのも馬ば鹿からしくなったっ！　お前はずっとわしのそばにいればよいっ！　離れるなっ、わかったな!?」

　視線は晴せい凜りんの瞳ひとみに合わせたままで、顔だけ少し背そむけて、ミーネはそう叫さけんだ。

「わお。この山やま猫ねこ、いま自分がどんなに恥はずかしいことを言ったか、わかっていやがるんでしょうか」

　ミリンがぼそっとつぶやいたが、ミーネも晴凜も、それを聞いてはいなかった。

　晴凜の返事が響ひびく。

「はいっ！」

　嬉うれしそうにうなずく晴凛を見て、面白そうに微笑ほほえんでいた伏ふせ龍たつの鼻に、ふわっと花のような香りが匂におった。

　伏龍は血相を変えて振り返った。

　なぜ事ここに至って、この香りがするのか！

「何でお前もここにいる！　逃げろと言っただろうが！」

　アイリーンがにっこり笑って肩をすくめた。その動きに合わせて、大きく膨ふくらんだ胸が、ゆさり、と揺ゆれた。

「逃げ遅れちゃいましたわあん♪」

「シナを作るな！　なぜ逃げていないんだ！　皆殺しになるんだぞ！　お前みたいな目立つ乳牛は、真っ先だ！　その乳引っ込めて、さっさと逃げやがれ……ってもう門は閉ざしちまったか、畜ちく生しよう！」

　アイリーンは、すすすっ、と近づくと、伏ふせ龍たつの腕を取った。

「だって、危ない目にあってもあなた様が、守って下さるでしょう？」

「何でお前まで守らなきゃならんのだ！」

　伏龍は、不ふ愉ゆ快かいだ、という顔をしてみせたが、腕を振り払おうとはしなかった。

「それが男の甲か斐い性しようですわ」

「そんな甲斐性なら持ち合わせたくない。俺おれ程度では、この街のことで精一杯だ」

「そのあなた様のそばにいれば、安全間違い無しですわ」

　アイリーンを腕につかまらせたまま、伏龍は静かに聞いた。

「こっちにとっては邪じや魔まだがな……お前の本心は、どこにある？」

　その言葉の真しん剣けんさに、アイリーンははっとしたように目を見開き、伏ふし目めがちに答えた。

「……ここで逃げては、才を見ぬまま、終わってしまうやも。そう思ったから、ですわ」

「誰の才だ。俺の才の程度は、既に見切っているだろう」

「いえ……もう一人ひとり」

　アイリーンの細い指が、一本、顔の前に立てられた。

　伏龍はすっと目を細めた。

「……やつか」

「ええ♪」

　アイリーンが思わせぶりにうなずいたそのとき。

　パプーン！　パパパパプーン！

　侘タ瑠ル徒トの街の四方から、何十という数のシムールの角つの笛ぶえが鳴り響ひびいた。

「見ろ！」

　角笛の音に顔を上げた晴せい凛りんたちが見たものは……。

　侘瑠徒の街の周囲をぐるりと取り囲む丘や山の稜りよう線せんに立つ、シムールの騎き馬ば兵、三万の姿だった。


つづく









　　　あとがき
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　このお話のキーになっているものが二つあります。一つは延えん喜ぎ帝てい国こくと呼ばれる五代続いた皇こう帝ていを持つ大きな帝国と、その北ほつ方ぽうの辺境に暮らすシムールと呼ばれる「山猫姫」たち遊牧民との確執。そしてもう一つが、人間が生きていくために欠かせない重要な物資「塩」です。　今でこそ、塩は大量生産され安価な品物となっていますが、大昔は貴重品として貨幣の代わりに流通していました。給料を意味する「サラリー」とはラテン語で「塩」のことを意味しますし、兵士のことを英語で「ソルジャー」と言いますが、これも塩で雇われた者、という意味からきています。

　海に囲まれている日本では、海水から塩を作ることができます。ですが、海から遠く離れた大陸の内陸部では、塩は作れません。

　実際の中国大陸の内陸部には、有名な三国志の英えい傑けつの一人ひとり「関かん羽う」の出身地にある「解かい池ち」と呼ばれる塩湖のような、塩を採取できる場所が存在しますが、この「山猫姫」のお話の世界の大陸には、そういった塩湖などがありません。

　こういった世界で、もし塩を手に入れることができれば、それは金の鉱こう脈みやくよりも価値のあるものになるはずです。なぜなら、人間は金が無くても生きていけますが、塩が無ければ生きていけません。塩は生活必需品で、その国に生きているすべての人間が消費し続ける品物だからです。

　そのため、中国では歴代の王朝が、塩や茶、タバコなどを政府の管理下に置いて価格をきめる専売制を取っていました。その収入で国家財政をまかなっていたわけです。

　塩と、そして北ほつ方ぽうの遊牧民との戦争。この二つの要素が、山やま猫ねこ姫と元ニートの家庭教師、晴せい凛りんとの未来にどう関わってくるのか。それは次の巻で明らかになっていくと思います。

　今回の『山猫姫』の執筆にあたって、私は『小さな国の救世主』のときに広島弁の監修をお願いした「銅あかがね大だい」氏と「椎しい出で啓けい」氏に協力してもらいました。

　私には、キャラクターを置き去りにして、物語を進めたがる癖くせがあり、キャラクターへの愛が足りないと、いつも言われていたわけですが。その私の足りないキャラクターへの愛を、代わりに注いでくれたのが椎出氏です。もし、この本をお読みになって、山猫姫のことを「可愛かわいいなあ……」と思えたとしたら、それは私の腕ではなく、椎出氏の腕と、生き生きと描えがき出して下さったイラストレーターの「春かす日が歩あゆむ」さんのおかげだと思います。

　イラストレーターの春日歩さんは、電撃大賞のイラスト部門で選考委員奨しよう励れい賞を受賞された前途有望な方でして、私のようなオヤジ作家には、もったいないほどのセンスをお持ちです。前途ある方の門かど出でを、おめでたいものにするために、このシリーズを続けることができるように、より面白いお話を書いてがんばりたいと思いますので、どうぞよろしく。





（ライトノベル作家ではなく、物語製造業者と呼ばれたい）鷹見一幸
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業所を持つ、零細物語製造業者。
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イラスト／春日かすが 歩あゆむ

夢だった挿絵のお仕事で晴れてイラストレーターデビュー。第15回電撃イラスト大賞＜選考委員奨励賞＞受賞。名を伏せて、賞金目当てに再度イラスト大賞応募を目論み中。
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辺へん境きょう見み習ならい英えい雄ゆう編へん
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●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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